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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　高苗京鈴
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　峻しゆん護ごと真ま由ゆ、突とつ貫かんするのこと







　すーはーすーはー。


　繰くり返かえされる深しん呼こ吸きゆうとともに、ゴクリと音を立てる喉のど。


　二にノの宮みや峻しゆん護ごと月つき村むら真ま由ゆのふたりはその日、全ぜん校こう生せい徒とがもっとも近ちか寄よりたがらない場所に足を踏ふみ入いれようとしていた。


「すいません二ノ宮くん、いっしょについてきてもらっちゃって……」


　恐きよう縮しゆくしてぺこぺこ頭を下げる真由に「いや気にしないで」と手を振ふり、峻護はその部屋の扉とびらに掲かかげられたプレートを見上げる。


　そこには簡かん素そなゴシック体で『生徒指し導どう室しつ』の五文字。


「ただ、ちょっと意外ではあったかな」軽く肩かたをすくめ、「月村さんって別に素そ行こうの悪いところとかないのに、生徒指導室に用事だなんて……それも没ぼつ収しゆうされた校こう則そく違い反はん品ひんを返してもらうためなんだろう？」


「す、すいません」真由はさらに縮ちぢこまり、「ええと実はその、没収されたのは日ひ奈な子こさんから借かりたもので、しかもかなりのレアものなんです。自分のものならともかく人様から借りたものですから、どうにか返してもらわないと……」


「ふうん。そうなのか」


　峻護はごく気軽に納なつ得とくすると、「ともあれ早いところ用事を済すませようか」と言ってドアをノックした。


　コンコンコン、と乾かわいた音に応おうじて「どうぞー」の声。


　ドアを開けると、簡素な部屋の中にひとりの女性教きよう諭ゆがいた。


　よれよれのジャージ姿すがたに野や暮ぼったいメガネ。ポニーテール、というよりはただ無む造ぞう作さに縛しばっただけ、という感じの長い髪かみ。


　生徒指し導どう担たん当とう教きよう師しのひとりにして一年Ａ組の担たん任にん、仲なか丸まる由ゆ希き衛えそのひとである。


「ん……なんだお前らか」


　仲丸先生は口にくわえたシガレットチョコを揺ゆらしながら振り返ると、わき腹ばらあたりをボリボリ搔かきながら大あくびをし、机つくえの上に行ぎよう儀ぎ悪わるく足を乗せた。


「なんの用事か知らんが早めに頼たのむ。そろそろ大事なレースが始まるんだ」


「また競けい馬ばですか……」


　担任教師が耳にさしているイヤホンマイクを見て呆あきれる峻護にも、「いや。競きよう艇てい」と涼すずしい顔。


　繰くり返すがこの仲丸由希衛、生徒指導担当の教師である。見た目も行動も馬ば券けん売り場でヤジを飛ばしてるオヤジみたいだし、ほどよく整っているはずの目鼻立ちも潔いさぎよいすっぴんのおかげでわりと台なし気味ではあるが、分類上はちゃんと女性で、なおかつ二十四歳さいの若わか手てである。趣しゆ味みはギャンブルと昼ひる寝ねで、全校中の快かい適てき昼寝スポットを完かん全ぜん網もう羅らしており、熟じゆく睡すいのあまり授じゆ業ぎようをすっぽかす光景はすでに学園の風ふう物ぶつ詩し。しかもこのキャラで担当科目は倫りん理りだというのだから、もはやこれは笑い話に属ぞくする現実であろう。


「……競艇か競けい輪りんか知りませんが、学校でやるのはやめましょうよ」


「学こ校こじゃあ金はかけてない。そう目くじらを立てるな二ノ宮」


「それに行儀も悪いですよ。せめて生徒指導室にいる時ぐらいもうちょっときっちりしませんか」


「わたしは生徒ひとりひとりの個こ性せいを尊そん重ちようした指導をモットーにしている。だったらお返しに教師のほうだって個性を尊重してもらっていいはずだ」


　だらしない担任に苦言を呈ていする峻護だが、こんな風にのらりくらりとかわされると「しょうがないな」という気分になってくるから不ふ思し議ぎである。実じつ際さいこの仲丸由希衛、生徒たちの間では妙みような人気というか信望があった。そのグータラさ加か減げんがかえって生徒たちに親近感を抱いだかせるのかもしれないが、ただグータラなだけなら信望など得られるはずもない。どうやら彼女にある種の人徳があるのは確たしかなようで、その点だけは教師に向いていると言えるのかもしれない。


「で、何の用だ？　呼よばれもしないのにこんなところまで来たんだ、それなりの用事があるはずだろう？」


　促うながされて真由がおずおずと前に出、「あの、実は──」たどたどしく事じ情じようを説明すると、仲丸先生は十秒ぐらい虚こ空くうを見つめてから「おお」と手を叩たたき、


「あーあれかあれか、思い出した。『狙ねらわれたエース』とかいうマンガをパロった、いかがわしい同人──」


「わ────っ!?　あ────っ!?」


　怪け訝げんそうな顔の峻護をよそに担任の口をふさぐ真由。


「ええとつまりその、はい、それですその物ぶつ件けんです。あれってとても大事なもので、できれば返してもらえるとありがたいんですが……」


「ふむ」仲丸由希衛は口をふさがれたままモゴモゴと、「まあやたらと男だん性せい恐きよう怖ふ症しようで、そのくせ妙に男を引きつける点をのぞけば、普ふ段だんの素行も良好だしな。いいだろう月村、没収品は返へん却きやくする」


「あっ、ありがとうございます！　助かります！」


「それはいいんだが……ううむ」


　シガレットチョコをピコピコ揺らしながら、


「肝かん心じんの没ぼつ収しゆう品ひんだが……うーんどこに仕し舞まったんだっけな？　家に持ち帰って保ほ管かんした記き憶おくはあるんだが……」


「ええっ!?　ひょ、ひょっとして無くしちゃった、とか……？」


「いくらわたしでもそこまでいい加減ではないよ。まあ今すぐ返さなければ一大事になる、という品でもないんだろう？」


「あ、はい、それはそうなんですが……」


「ふむ」仲丸は思し案あんする仕し草ぐさをし、「じゃあこうしよう。今度の週末、わたしの家に来るといい。そこで約束の品を渡わたすことにする。まあアレだ、ご法はつ度との品を学校に持ち込んだペナルティってことで、家か庭てい訪ほう問もんの逆ぎやくバージョンみたいなものだな。住んでるのはわたしひとりだし、まあ気楽に来ることだ」





　　　　＊





　というわけで週末の日曜日。


　峻護と真由は仲丸家の住所が書かれたメモを片かた手てに、目的地へと到とう着ちやくしたのだが。


「ええと……これ、なのか……？」


「これ、ですよねえ……」


　お互たがいの顔を見合わせ、何度もメモを確かく認にんしあうふたり。


　下町の一角にあるその場所は──ありていに言って夢ゆめの島だった。


　夢の島、つまりはゴミの山である。かなり古めの二階建だて木もく造ぞう住じゆう宅たくの周囲を埋うめ立てるようにして、様々な種しゆ類るいのゴミが半はん端ぱない規き模ぼで積つみ重かさねられているのだ。壊こわれたテレビ、壊れた冷れい蔵ぞう庫こ、壊れた机つくえ、壊れたベッド、壊れた車、壊れたｅｔｃｅｔｃ。とにかくありとあらゆる種類の廃はい棄き物ぶつが見本市のごとくひしめき合っていて、


「おう、来たか。遅おそかったな」


　ゴミに埋まって洞どう窟くつの入り口みたいに狭せまくなっている玄げん関かんをくぐり、仲丸由希衛がひょいと顔を出した。


「先生……」峻護は呆あきれ顔で、「いったい何事ですかこの有様は。周りはふつうの下町なのに、ここだけスラム街がいみたいになってるじゃないですか」


「いやいや、誤ご解かいのないように言っておくがな」由希衛はひらひら手を振り、「このゴミの中でわたしが捨すてたものはごくごく一部しかないんだぞ？　わたしだけの責せき任にんみたいな言われかたをするのは心外というものだ」


「じゃあ先生以外の誰だれがゴミを捨てるんです？」


「どこからともなく集まってくるんだよ。どうもわたしが気づかないうちにご近所さんが持もち寄よってくるらしい。ゴミの集しゆう積せき場じようだとカン違いされてる節もあるな」


「……というかこの家、無人の廃はい屋おくだとか思われてませんか？　ひょっとして」


「その可か能のう性せいも否ひ定ていできん」


　けろりと言って、


「まあ幸い両りよう隣どなりは空き地だしな。それに生モノはあんまり持ち込まれない傾けい向こうにあるから、今のところどこからも苦く情じようは出てないよ」


「あの、ええとすいません」真由がおずおずと割わって入って、「それでその、例のものを返していただきたいと思うんですが……」


「ん？　おおそうだったそうだった、例のアレな。例のアレ、例のアレ、っと」


　のあー、と唸うなりながら肩とか首の骨ほねをボキボキ鳴らしていたが、やがてぺこりと頭を下げた由希衛、


「すまん。じつはまだ見つかってないんだ」


「ええええええっ!?」


「……まあそんなことじゃないかとは思いましたけどね」


　ありありとショックの色を見せる真由に代わってため息をつき、峻護。


「というか初めから自分で探さがすの放ほう棄きして、おれたちに探させようって魂こん胆たんだったんじゃないですか？　この家の有様を見てるとそんな気がしてくるんですが」


「うん。まあそうだ。すまん」


　由希衛はポリポリ頭を搔いて、


「じつはわたし、片かた付づけが苦手でな」


「見ればわかります」


「いや、それでも苦手なりに努力はしたんだ。多少は片付けもして没収品をサルベージしようとしたんだが……しかしわたしは探し物も苦手でな」


「でしょうね」


　ひときわ深いため息をついて、


「いいですよ、わかりました。月村さんの没収品を探す役、引き受けます。ついでにできるだけこの家の片付けもして、整せい理り整せい頓とんすることにしますよ」


「おお、そいつは助かる。立場上金は払はらえんが、バイト代のかわりになりそうなものくらいは用意しよう。気き張ばってやってくれ」





　　　　＊





　そんなこんなで主しゆ夫ふスピリットを存ぞん分ぶんに発はつ揮きし、ほしいままに繁はん茂もした廃棄物どもを駆く除じよしてやるべく奮ふん然ぜんと玄関をくぐった峻護だが──その惨さん状じようを目まの当あたりにした一秒後には自分の発言を後こう悔かいしていた。


「こ、これは……なんというか……」


　後から入ってきた真由も絶ぜつ句くし、玄関を一歩入ったところで立ちすくんでいる。


　無理もない。この家屋内の惨状に比くらべたら表の有様などはかわいいもの。前ぜん座ざの序じよの口、物語で言えばほんのプロローグ、野球で言えばまだ一回の表である。足の踏ふみ場もない、などという表ひよう現げんはまだまだ控ひかえめにすぎるだろう。ゴミを固めて圧あつ縮しゆくした物体にかろうじて人が通れるだけの穴あなをあけ、居きよ住じゆう空くう間かんを掘くつ削さくした──と言えば多少はイメージを共有できるだろうか。保ほ証しようしてもいいが、この家の住人よりはまだしも洞どう穴けつに住まう原始人のほうが快かい適てきで文明的な生活を送れていたにちがいない。


「……映画のセットですか？」というのが真由の第一声。


「……これ、何の巣すですか？」というのが峻護の第一声であった。


「いや、これでも努力はしたんだ」


　仲丸由希衛は開き直ったというよりも本気でそう考えているらしき口調で、


「片付けの才さい能のうがないことは自覚してるから、やりかたはお前らに任まかせるよ。思う存分、好きなようにやってくれていい」
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「いや、これは片付けるというより、もっと別の作業になりそうな気がするんですが。掃そう討とうする、とか」


「撲ぼく滅めつでも制せい圧あつでも自由にしていいぞ」


「そうは言っても下へ手たに片付けちゃマズいものだってあるでしょう。もともとは家だったわけだし──」


「いや。今でも家なんだが」


　無む視しして、


「もともとは家だったわけだし、ゴミだけじゃなくて大事な家か財ざい道どう具ぐとかもあるんじゃないですか？　そういうのには下へ手たに触ふれないほうがいいような気がしますが」


「なあに、大事なものがあったとしても高が知れてるだろうさ。どうせこんなゴミの山に埋もれてる代しろ物ものなんだしな」


　達たつ観かんしてるというか他ひ人と事ごとみたいに言う担たん任にんに呆れつつも、峻護は気を取り直し、


「まあいいです、とにかく片付けと探たん索さくを始めましょう。先生も手伝ってくださいよ？」


「わたしか？　あまりお勧すすめできないんだが」


「家主としての最さい低てい限げんの責せき任にんですよ、これは。おれと月村さんはとりあえず玄関先の整理をしておきますから、先生はこの先の奥おくのほうを」


「わかった。なるべくがんばる」


　うなずいて洞穴の奥へ消えていく由希衛の背せ中なかを見送り、「さて月村さん、それじゃおれたちも──」と口にした次の瞬しゆん間かんであった。


　どんがらがっしゃん！　と、家の奥からド派は手でな音がした──何かしら破は局きよく的てきなものを連想させる音が。


「先生!?　だいじょうぶですかっ!?」


　あわてて洞穴をくぐり、奥へ奥へと進入した峻護と真由の視し界かいに、ド派手な音から連想される通りの光景が広がっていた。かろうじて開通していたのであろう細い通路は今や、雪崩なだれを打って崩くずれてきたガラクタの山によって隙すき間まなくふさがれ、この先への進入をかたくなに拒きよ絶ぜつしている。


「いやあ、すまん」


　傍かたわらにいた由希衛が頭を搔かいて、


「そこにあった百円ライターが邪じや魔まだったから片付けようとしたんだがな、そしたらこんなことに」


「百円ライター……そんな小さなもの片付けるだけでこんな大惨事に？」


「だから言ったろう。わたしには片付けの才能がないんだよ」


「…………なるほど」


　これだけ才能がないというのは逆に才能だな、とため息をつきつつ、


「わかりました。もう片付けはいいですから、先生はどこかで昼寝でもするなり競馬中継でも観みるなりしててください。ここはおれと月村さんでなんとかします」


「うん、そのほうが賢けん明めいだとわたしも思う」


　屈くつ託たくなく頷うなずき、


「ちなみに押おう収しゆう物ぶつの在あり処かだが。わたしのおぼろげな記き憶おくによれば、この家の二階にあるかつて書しよ斎さいだった部屋に仕し舞まったような気がする」


「なるほど、二階に」


「だが見ての通り、今の状じよう況きようでは二階に至いたるルートを確かく保ほすることができないから。そのあたりはお前らの裁さい量りようで適てき当とうにやってくれ。すべての責せき任にんはわたしが取る。まあ仮かりにもわたしが普ふ通つうに暮くらしてる家なんだから滅めつ多たなことはないと思うが、気をつけてな」


　じゃあパチンコでも打ってくるか──そう言い足して、由希衛は飄ひよう々ひようと我が家を後にした。


「……前から思ってたんですけど」目をぱちくりさせながら真由。「仲丸先生って、変わってますよね」


「まああれだ、変わり者ぞろいのウチの学校でもトップクラスの変わり種だよ……さて、それはともかく片付けを始めようか」


「ですね。でも……」


　真由は周囲のゴミ山を見み渡わたし、


「これ、何から手をつけましょうか……？」


「うーん……」


　主夫歴十ン年、その手のコンテストがあれば表ひよう彰しよう台だいまちがいなしの峻護をしても、その問いに正答を示しめすのは困こん難なんであった。もともとありとあらゆるゴミの見本市、あるいは坩る堝つぼと化していたところに、先ほど由希衛がトドメを刺さした格かつ好こうだ。混こん沌とんの上に無む秩ちつ序じよを重ね塗ぬりし、はっきり言って収しゆう拾しゆうがつかない状じよう態たいになっている。


「これだけゴミ同士が複ふく雑ざつに絡からみ合ってると、変に手を出したらさっきの仲丸先生みたいになりそうですよね」


「だな。しかたない、手近なところからコツコツと片付けていくことにしよう」


「わかりました。ええとじゃあまずはこれからいきましょうか。……っていうかこれ、なんなんでしょうね？　袋の中に細かくて半はん透とう明めいの白い粒つぶがたくさん詰つまってるんですけど……お砂さ糖とう、でもないしお塩でもないし。砂すな？　なのかな？」


「いや、たぶん米なんじゃないかな。乾かん燥そうしきった古い米が何度も何度も何度も何度も繰くり返し踏ふまれて、こんなふうに細かい粒りゆう子し状じようになったんだと思うよ」


「じゃあこっちは？　鉢はち植えの中に細かい花みたいなのがたくさん茂しげってて……日本庭園で見かける苔こけむした岩みたいになってますけど。新しいタイプの観葉植物でしょうか」


「いや、単にカビが生はえてるだけだと思うよ、食べ残しの入った古い鍋なべに。しかしここまでカビが育つのにいったい何年かかるやら……これはもう天然記念物とかに指定してもいいんじゃないかな」


　昼間だというのにゴミに遮さえぎられてひどく薄うす暗ぐらい中（照しよう明めい設せつ備びはとっくに死んでいるらしい）、峻護と真由はちまちまと片付けを進めていく。


「それにしてもひどいな。片付ければ片付けるほど、奥のほうから未知の世界が入れ代わり立ち代わり現あらわれてくる感じだ」


「思うんですけど、これってその筋すじの学会とかに連れん絡らくを入れたほうがいいんじゃないでしょうか？　ちゃんと調べれば新種の生物とかたくさん発見されますよ、きっと」


「おれ、最初この家を見たとき『何かの巣か？』と思ったんだけど、やっぱりその印いん象しようは正しかったのかもしれないな。きっと仲丸先生はどこかの銀ぎん河がから飛来したエイリアンで、地球上で繁はん殖しよく活かつ動どうを開始すべくこの家を前ぜん線せん基き地ちにしてるんだよ」


「二ノ宮くんらしくない発言のような気がしますけど、わたしもわりと同意する感じです」


「それかあれだ、ひょっとして先生って、新しいタイプのオバケ屋や敷しきでも開発するつもりだったんじゃないか？　それだったらこのどんよりした空気とか薄暗い照明効こう果かも説明がつくような気がする」


　言いたい放題のふたりだが、事実、この家屋はそれに値あたいするだけの内ない容ようを伴ともなっていた。


　いや、現実はそんな酷こく評ひようをすら遥はるかに上うわ回まわっていたことを、ほどなく彼らは知ることになる。


「うう……二ノ宮くんだめです、まったく片付く気がしないです……」


「だな……どれだけ片付けても、あとからあとからゴミが湧わいてくる感じだ。この家が実はどこかでブラックホールとつながっていて、ゴミ処しよ理り場じようと直結してるとか──まさかそういうオチじゃないだろうな」


「そういう展開にはなってほしくないですけど、なったらなったで納なつ得とくしちゃいそうな気もします」


「とにかくこのままじゃ埒らちがあかない。いったんここを出て対たい策さくを立て直して──」


「きゃあっ!?」


　真由の悲ひ鳴めいと共に『ずぼっ！』と何かを踏ふみ抜ぬく音。


「月村さんっ!?」


「あ、足が、身体からだが……床ゆかが抜けて……っ！」


「いま引っ張りあげるからちょっと待って……って、ええっ？」


　峻護は我わが目を疑うたがった。腐くさっていたらしい床板をきれいに踏み抜いた真由の身体が見る間に下か降こうし、床の下のさらにそのまた下にまでずぶずぶ沈しずんでいくのである。床の下には硬かたい地面があるはずなのに、あたかも底なし沼ぬまのごとく。


「に、二ノ宮く──」


「くそッ、月村さん呼こ吸きゆうを合わせて！」


　すばやく判はん断だんを下し、痛いたみに悲鳴をあげる真由にかまわず力ちから任まかせに引っ張りあげる。


「い、痛たたたたた……うう、た、助かりました……腕が抜けそうになったけど……」


「礼はいい、その穴から離はなれて！　早く！」


　あわてて飛び退のいた真由を背せ中なかにかばい、峻護は床に開いた穴を睨にらみつけた。粒子状のゴミが微びに細さいに床下まで入り込み、アリ地じ獄ごくの巣のごとき状態をなしたのか──あるいは何らかの理由で地面が流りゆう動どう化か現げん象しようでも起こしているのだろうか。薄暗くて判はん然ぜんとはしないのだが、泥でい濘ねい状じようになった何かがゆっくり渦うずを巻まいている様子が見て取れる。あれに捕つかまったが最後、自力で生せい還かんすることはおそらくできまい。


「あうう……どうなってるんでしょう、この家……」


　おびえた真由が服のすそを握にぎりしめてくる。


「わからない……だがどうやらおれたちはこの家のことを舐なめていたみたいだ。わずか敷しき地ち数十坪つぼのこのエリアだけど、ヒマラヤとかアマゾンにも劣おとらない大秘ひ境きようだと考えたほうがいい。人知の及およばないどんな現象が起こるか……このまま進むなら命の覚かく悟ごはしなくちゃいけないな」


「あのでもここ、仲丸先生が住んでる家のはずですよね……？」


「先入観に惑まどわされてはいけないよ月村さん。よく見、そして感じるんだ。この家が発する、妖よう気きともいうべき異い様ような気配を」


　言われて真由は視し線せんをめぐらす。そう言われてみると、確かにただならぬ何かを感じるような気がする。夜の森の中にひとりたたずんでいるような……どこかで誰だれかがこちらを覗のぞいているような……まるでこの家自体が邪じや悪あくな意い志しをもち、侵しん入にゆう者しやを捕ほ食しよくすべく蠢うごめいているかのような。


「気づいたかい月村さん？　まったくおれも油ゆ断だんしていたよ、ごく普通の町中にこんな魔ま窟くつが存そん在ざいするなんて。いずれにしてもここは危き険けんすぎる、できれば撤てつ退たいしたいところなんだが……」


　言って峻護はうしろを振り返る。


　そこに通っていたはずの道──ここに至いたるまでの通路、つまり引き返すための退たい路ろが、ゴミの山によってふさがれてしまっていた。


「さっきのドサクサが原げん因いんかな。勢いきおいあまってどこかに腕うででもぶつけて、その拍ひよう子しにゴミが崩れたんだろう。こうなった以上は戻るに戻れない」


「そ、そんな……！　ゴミをどけてもういちど通路を開くとかは、できないんでしょうか？」


「残念ながら厳きびしいと思う。おそらくは、絶ぜつ妙みようのバランスでどうにか保たもたれていたゴミ山が崩れつつあるんだ。ゴミ同士が複ふく雑ざつに絡からみ合いすぎてて、下へ手たに動かそうとすれば大惨さん事じを引き起こす可か能のう性せいを排はい除じよできない。いってみればすべてのゴミが地じ雷らいのスイッチみたいになってるわけだ」


　深いため息をつき、


「といって、このまま前に進むのもあぶない。おそらくは奥に進むほど危険も増ますし、どんな種類の危険が待っているかも予想がつかないからな」


「あうう。進むも地じ獄ごく、引くも地獄というやつですね……」


「いずれにしても、おれたちにはそう多くの選せん択たく肢しは残されていない。このままじっとしていてもジリ貧ひんになるだけ、いつゴミの山が崩れてくるかもわからない。進むか引くか、ふたつにひとつ──」


　と言いつつも、峻護の心はすでに決まっている。


「よし。前に進もう月村さん」


「ま、前ですかっ？　でもこの先はもっと危険で……それだったらまだ引き返した方がいいような気もします。距きよ離り的にもたぶんそっちのほうが近そうだし……」


「いや。こういう時にうしろ向きな考えかたをするのはよくないと思うんだ。うしろ向きになれば覇は気きが萎なえる。覇気が萎えれば人間、万にひとつも勝利はない」


　絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいに瀕ひんして、日ひ和よっている男おとこ魂だましいに少しは火がついたのだろうか。峻護はいつになく気力に満ち満ちた声と表情で、


「それに月村さんの没ぼつ収しゆう品ひんを取り返すという目的もある。どんなものかは知らないけど、月村さんにとって大事なものなんだろう？」


「は、はい、大事なものではあるんですが……でもあのそんな、命がけでどうこうするものでもないような……」


「いいんだ。もう決めたことだから」力強く微笑ほほえみかけ、「月村さん。おれについてきてくれるかい？」


「二ノ宮くん……」


　峻護にここまで言われて首を横に振ふれる真由ではない。


「わかりました。やりましょう、いきましょう。こうなったらとことんまでやっちゃいましょう！」


「いい覚かく悟ごだ。そこまで腹はらをくくれればなんとかなるさ。為なせば成なる、為さねば成らぬ何事も、だ」


　頷き、峻護は作戦を説明する。


「多少は片付けられたこともあって、前方にはかろうじて狭せまい通路が開けている。基き本ほん的にはこの通路を一気に駆かけ抜けることになるだろう。身体をねじ込こむような形になるから、周まわりのゴミにかなりの刺し激げきを与あたえることになると思うけど、ここはもう一気に突つっ切きるしかない」


「立ち止まったらアウト、ですね」


「その通りだ。いったん行動を開始すれば、いたずらに一か所に留とどまることはすなわち死を意味する。何があってもひたすら前へ前へ。おれが先せん陣じんを切って活路を開くから、月村さんはそのあとにつづいて」


「はい。わかりました」


「よし。それじゃあ──」


　お互たがいに目を合わせ、以心伝心で呼こ吸きゆうを合わせる。


　深呼吸をひとつ、ふたつ。


　みっつめにひときわ大きく息を吸すい込んで。


「──ＧＯ！」


　峻護の掛かけ声と同時、ふたりは一いつ糸し乱みだれぬタイミングで床を蹴けった。


「ぬおおおおおおおおおおおおッ！」


　がらん！　がしゃん！　ぐわしゃん！　次々と行く手をふさぐ障しよう害がい物ぶつを蹴け倒たおし、張り倒し、吹ふき飛ばしつつ、峻護は文字通りに猪ちよ突とつ猛もう進しん。そんな彼を信じ、真由はぴたりとうしろをついていく。


「に、二ノ宮くん！　ゴミの山がぐらぐらと揺ゆれ始めました──いえ、だんだん崩れ始めてます！　このままだともっと本ほん格かく的てきに崩れてきます！」


「わかってたことだ！　気にするな！」


　揺れが大きくなるにつれて小さいゴミが、大きいゴミの合間を縫ぬっていくつもいくつも落下してくる。小さいからといって軽いゴミとは限らない。時には鋭えい利りに先の尖とがったゴミが峻護の身体に命中し、軽視できぬ傷きずと痛みを与あたえていく。それでも彼は突進を止やめない。いやむしろいよいよ勢いを増し、小型の台風みたいなすさまじさでもって突とつ破ぱ口こうを切り開いていく。


「ゴミの山が崩れ始めました！　急いで二ノ宮くん、もう時間に余よ裕ゆうはありません！　カウントダウンです待ったなしです！」


「わかってるさ！　ぬおおりゃあああッ！」


　宣せん言げんどおり背はい後ごを一いつ顧こだにせぬ峻護の耳に、そして肌はだに、崩ほう壊かいのレクイエムが重低音をとどろかせて響ひびいてくる。つい振り返りたくなる欲よつ求きゆうを集中力でかみ殺し、ひたすら一いつ心しん不ふ乱らんに特とつ攻こうを続行する。


　そしてふたりはついに坂へと至いたった。そこはおそらく、かつては二階へとつづく階段だった場所。いまは原形をとどめぬゴミの山によって、箱根の関など比くらべ物にならぬほどの難なん所しよと化かした心しん臓ぞう破やぶりの急きゆう崖がい。


「坂が見えました！　あと一息です！」


「いいやこれからが本番だ！」


　峻護は直感によって悟さとっていた。もはや瘴しよう気きと呼ぶべき密みつ度どで渦うず巻まく異様な気配を──このホラーハウスのカオスのエッセンスが階段付近に集中していることを。


　おそらくはここが天てん王のう山ざんになる。


「行くよ月村さん！　どっせええええい！」


　気き合あい一いつ閃せん、これまで以上の勢いきおいで突とつ貫かんし、坂を駆かけ上がる。ゴミ山の揺ゆれは敷地全体にまでおよび、もはやごまかしようもなく峻護の視界を揺らすまでになっているが、気にしてなどいられない。


「月村さんちゃんとついてきてる!?」


「は、はい、なんとかついていってはいるんですが……げほっ、げほっ……に、二ノ宮くん、さっきから何か変な臭においが……こう、喉のどをやたらと刺し激げきする感じの……」


「おそらくは、ゴミ同士が得体の知れない化学反はん応のうを起こして発生した毒どくガスだ！　できるだけ息を止めて！　吸い込んだら何が起きるかわからないぞ！」


「は、はい、できるだけそうしま──って、ひゃわああああああっ!?　にににに二ノ宮くん二ノ宮くん！　なんかいます、なんかヘンなのがいます！　ぬるっとしててべちゃっとしててぎょるっとしてるクリーチャー的なものが足元に絡からみ付こうとして虎こ視し眈たん々たんと追ってくる──」


「うしろを振ふり返るなッ！　振り返れば君は見てはいけないものを、見てもぜったい幸せになれないものを見ることになるぞ！　そこに君の幸せはない、君を幸せな気分にするモノは決してない！　何も考えずにただ前だけ見て突っ走れ！」


　もはや人じん外がい魔ま境きようと化した仲丸邸ていを、峻護もまた勢いだけで突進する。彼とて余裕などない、この家に捕まらぬよう、餌え食じきとならぬよう、潜せん在ざい能のう力りよくのすべてをフル稼か働どうして前に進むのみ。


「だあありゃあああああああああああッ！」


　ひときわ高い雄おたけびを発して峻護は階段を駆け上がり、勢いを殺さず手近にあったドアに体当たりした。そのままその先の部屋に転ころがり込んで、


「────!?」


　思わず息をのむ峻護。そこはこの家の基き準じゆんでいえば信じがたいほど整せい頓とんされた部屋（実際は置いてある物がわりと少ないというだけなのだが）であった。


「ひょっとしてここが……？」


　わずかに遅れて駆け込んできた真由が部屋の内部を見渡してつぶやき、


「ここが目的地……？」


　全身ボロボロになりながら、失うしなわれた聖櫃アークをついに見つけ出したインディー・ジョーンズのような塩あん梅ばいで峻護はゆっくり部屋に進み入る。


　部屋の中央のテーブルの上に、それはあった。まるで家か宝ほうのようにかしずかれ、神しん妙みような雰ふん囲い気きで鎮ちん座ざましましている。




[image: ]


「あの冊さつ子しみたいなものかい？　月村さん」


「はい……あれです。よかった、ちゃんと見つかって。一時はどうなることかと……」


「ああ、ほんとによかった。苦労した甲か斐いがあったよ」仕事を果たした気分で表情をゆるめ、「それに家の揺れも収まりつつあるな。崩壊覚かく悟ごで突っ走ったんだけど、最悪の事じ態たいだけは避さけられたみたいだ」


「ありがとうございます二ノ宮くん。これもぜんぶ二ノ宮くんのおかげです」


「礼には及ばないよ。さあ月村さん、自分の手であれを取って。この戦いに終しゆう止し符ふを打とう」


　促うながされて真由はおずおずと進み出る。


　緊きん張ちようの様子がはっきり見て取れる歩みでテーブルに近づいて。


　古く傷いたんだ名画でも扱あつかうような手つきで、目的のものを手に取った。


「やった──やりましたよっ、二ノ宮く」


　その時。


　冊子をのせていたテーブルが、ぐらりと傾かたむいた。


　Ａ４サイズ、重さわずか百グラム程度の冊子が重心を移い動どうさせただけで──たったそれだけの刺激にも耐たえ切れず、である。


　あのテーブル、見た目よりもずっと傷んでいたのか──と思う間もなくテーブルは横倒しになり、そばにあったハンガーラックを引っかけ、そのハンガーラックが今度はとなりの本ほん棚だなを巻き込み、


「げっ」


「はうっ」


　ドミノ倒しの要よう領りようであらゆる家具がまとめて倒れた瞬間。


　一呼吸おいて、過去最大の揺れがきた。


「お、大きいです──これは本格的にまずそうな……」


「くそっ。ひょっとしてその薄うすっぺらい冊子が、この家のバランスを保たもつための要かなめになっていたとでもいうのか……？」


　そうだとしても後の祭り、今さら冊子を元に戻すことなど不可能。


「くッ、ここはもうもたない！　脱だつ出しゆつするぞ月村さん！」


「え？　ひゃう!?」


　問答無用で真由の身体を脇わきに抱かかえ、行動を起こした峻護の判断は正せい解かいだった。


　そのまま窓まどをぶち破り、二階から空中へと躍おどり出た次の瞬間。


　魔ま窟くつと恐れられた仲丸邸は大量のゴミの塊かたまりごと、天まで届とどきそうな土つち煙けむりを上げながら、完かん膚ぷなきまでに崩れ去っていった……。





　　　　＊





「──おおう」


　パチンコでゲットした景品の山を抱えて戻ってきた仲丸由希衛が最初に発した言葉は、感かん嘆たんなのか呆れなのか驚きよう倒とうなのか、いずれとも判はん断だんのつかない声だった。


「こりゃまた思い切って片付けたな。家ごとスクラップにされるとはさすがに予想しなかったが」


　シガレットチョコをピコピコ揺らす由希衛の前で、峻護と真由はひたすら恭きよう順じゆんの態ていで青ざめている。


　彼らの背後には、かつては住居だったものの残ざん骸がい。


　不ふ可か抗こう力りよくとはいえ人様の邸てい宅たくにここまでやんちゃをしてしまっては、ダンゴムシのように縮ちぢこまってしまうより他あるまい。


「あ、あの……」それでも峻護は恐きよう縮しゆくしつつ口を開く。「仲丸先生、なにか保ほ険けんには入ってらっしゃいますか？　地じ震しん保険とか火か災さい保険的なものに……」


「いや。入ってる保険は自動車の自じ賠ばい責せきくらいだな」


　わずかな望みもこれで潰ついえた。


「──すいませんでしたああああああッ！」


　スタンディング土ど下げ座ざとも呼よぶべき勢いきおいで地面すれすれまで頭を下げ、謝しや罪ざいする峻護。


「この罪つみは何をしてでも償つぐないます！　マグロ漁ぎよ船せんに乗ってでも、もしくは内ない臓ぞうを売ってでも、必ず──」


「いらん。それより目的のものは見つかったのか？」


「えっ？」いきなり話を振られた真由が戸と惑まどいながら、「あっ、はい、それはもうおかげさまで。でもあのその、そんなことより先生の家をわたしたち──」


「構かまわんさ。もとからガタのきてた家だしな。それに初めから言ってただろう、お前らの好きにしろ、責任はわたしが取る、って」


　表情の変化が少ない由希衛がふっと目元をゆるませ、峻護と真由の髪かみをくしゃくしゃとかき回して、


「ともあれおつかれさん、そこのパチンコの景品がバイト代のかわりだ。ふたりで仲良く分けるんだぞ。わたしは眠ねむくなってきたからちょっと昼ひる寝ねする」


「えっ？　あの……」


　きょとんとする教え子ふたりを尻しり目めに大あくびしながら家の残骸に近づき、ぼろぼろになった布ふ団とんを引っ張り出してくると、地べたにそれを敷しいてあっさり横になってしまった。


　ほんの十秒後には、お世せ辞じにも慎つつしみ深いとはいえないイビキとともに、気持ちよさそうな寝ね顔がおをさらす由希衛。


「先生って……」


「うん……？」


「仲丸先生って、変わってますよね」


「だな。でも……変わってるけど、大物だよな」


「ですよね」


　峻護と真由は視線を交わしあい、頷うなずきあう。





　神宮寺学園筆頭ともいわれる問題児学級、一年Ａ組。


　その担任を受け持つ問題教師の本ほん領りようを垣かい間ま見みた、そんな一日であった。







おしまい





　峻護、籠こもるのこと







　とある休日の朝。


　月つき村むら真ま由ゆがそれに気づいたのは、あくびをしつつベッドから抜け出し、寝ねぼけ眼まなこをこすりながら廊ろう下かを歩いていた時である。


（…………。あれえ？）


　ある部屋の前を通り過ぎた際さいに何か奇き妙みようなものが視し界かいに入った気がして、彼女は足を止めた。


　数歩引き返してその部屋のドアの前に立ち、そこに貼はってある一枚の貼り紙をまじまじと見つめる。


　白い半紙には几き帳ちよう面めんな字体でこう記しるされていた。





【このドア開けるべからず】





「……？」


　こてん、と首をかしげる真由。筆ひつ跡せきはどうやら峻しゆん護ごのもののようで、なおかつやたらと力の入った筆跡である。この部屋には何があってもぜったい入るな、という断だん固こたる意い志しが、文字の行ぎよう間かんからにじみ出てくるかのようだった。ここは峻護がよく使う部屋であったはずだが、ちょっとこれはただ事ではない気がする。


　そういえば今け朝さは、妙みように邸てい内ないの様子が静かである。


　なんでだろう……と考えてすぐに気づいた。


　そう、二にノの宮みや峻護の気配が感じられないのだ。


　この家の本来の住人であり、居い候そうろうしている真由の保ほ護ご者しや兼後見人みたいな役どころを任まかされている二ノ宮峻護。マメな性せい格かくの彼は二ノ宮家の家事のほとんどを取り仕切っており、朝のこの時間帯ともなれば邸内を所ところ狭せましと駆かけ回って職しよく務むをこなしているはずなのだ。


　とその時、廊下の向こうからあわただしい足音が近づいてきて、


「二ノ宮峻護！　二ノ宮峻護はどこです!?」


「あ、麗れい華かさん。おはようございます」


　血相を変えて駆けてくるメイド服の少女にのんびりと頭を下げる。


　故ゆえあってこの家の住み込みメイドをさせられているスーパーお嬢じようさま・北ほう条じよう麗華は、ツリ目がちの眼をいよいよ三角にして真由に詰つめ寄り、


「のんびりあいさつなどしている場合ではありません。二ノ宮峻護はこの部屋の中に？」


「あ、いえ、はい。たぶん」


　まだ半分寝ぼけている真由は麗華の剣けん幕まくにうろたえ気味。一方の麗華は部屋のドアに取りついて乱らん暴ぼうにノックしながら、


「二ノ宮峻護！　出てきなさい二ノ宮峻護っ！」


「ど、どうしたんです麗華さん？　そんなあわてて……」


「これをご覧らんなさい」びしっ、と手に持っていた紙切れを差し出して、「リビングのテーブルに置いてあったものです」


「……？」


　便せんらしきその紙面には、几帳面な字体でこう記されている。





　しばらくひとりにさせてください　峻護





「…………」


　その短い文章に繰くり返し目を走らせるうち、ようやく真由の頭はクリアになってきて、


「れ、れ、麗華さん！　これってどういう──」


「……キッチンの食料やら飲み物やらがいくつも持ち去られている形けい跡せきがありますわ。それと玄げん関かんにはあの男の靴くつが置かれたままになっていました」


　乱暴なノックを止やめたメイド少女は、開かぬドアに視し線せんを固定したまま、


「そしてこのドアの貼り紙と、いくらノックしても反応がないこと。これらを考えあわせるに──」


　つとめて冷静を装よそおっているような無む表ひよう情じようで、こう結けつ論ろんを下した。


「二ノ宮峻護がいわゆる『引きこもり』になってしまった、と判断するべきでしょう」





　　　　＊





「……だめですわ。二ノ宮涼りよう子こにも月村美み樹き彦ひこにも連れん絡らくがつきません」


　携けい帯たい電話の通話を切って麗華が深々と吐と息いきした。この家の主あるじであり峻護の姉でもある二ノ宮涼子、そして真由の兄である月村美樹彦は、いずれも極きよく端たんな変わり者ではあるが極きわめて高い問題解かい決けつ能力を有している。彼らの助力さえ得られればこの状じよう況きようも解決へ向かうだろうと期待したのだが、両者とも今は家を離はなれてどこかをほっつき歩いているようだ。


「で、でもそんな、あの二ノ宮くんが引きこもりだなんて……」


　早くも涙なみだ目めになっておろおろしている真由を麗華が一いつ喝かつし、


「うろたえていても始まりませんわ、現実を直ちよく視しなさい。とにかくこうなった以上、何とかしてわたくしたちの手で二ノ宮峻護を更こう生せいさせるのです」


「うう、そうですね、どうにかしてわたしたちの手で……でも二ノ宮くん、どうして引きこもりなんかになっちゃったんでしょう？」


　二ノ宮峻護という少年は、やや物事を悲観的に見がちな性せい向こうはあるものの、基本的には陽よう性せいな性質の人物である。そんな彼が突とつ如じよとして現代病の最さい先せん端たんとも言うべき『引きこもり』に走ってしまったとなれば、誰だれしも疑ぎ問もんに思うところであろう。


「ええ、それは確かに。まずはあの男がなぜこんな暴ぼう挙きよに走ったか、その原げん因いんを突つき止める必要がありますわね」


　ふたりの少女はそれぞれに「うーん」と首をひねり、原因に心当たりがないかを考えた。


（そういえば……）


　ほわわーん、と真由は昨夜の出来事を回かい想そうする。


　昨日の風ふ呂ろ上がり、真由は湯気をまとわせながらホクホク顔で階段を上っていた。多くの少女たちにとって入にゆう浴よくとは極ごく楽らくと同様の意味を持つし、二ノ宮家の広々としたヒノキ風呂はその快かい楽らくをいやが上にも高める効こう果かがある。一日の疲つかれを存ぞん分ぶんに洗あらい流した真由はホンワカ気分で階段を上っていたのだが──


『きゃ──!?』


　ドジでおっちょこちょいにできている真由にとってその状況は、泥でい酔すいしたままサーカスをするようなもの。あっさり階段を踏ふみ外はずし、階下に落下しかけて、


『うわっ、月村さん!?』


　折よく（あるいは悪く）階下にいた峻護がクッションになってくれて、ケガらしいケガもなく事なきを得たのだが、


『……むぐっ、もがっ、もごっ……い、息ができな……』


『あ。──きゃっ!?　す、すいませんすいませんすいません！』


　哀あわれにも下した敷じきになった峻護は、真由に覆おおいかぶさられた格かつ好こうで、背せ中なかやら腰こしやらをしたたかに打ちつけてしまっていた。しかも真由が着ていたパジャマのボタンは、ホンワカ気分でつけていたために外れやすくなっていたらしく、転てん落らくのドサクサであっさり全開オープンになってしまって……つまりは彼女の豊ゆたかな胸きよう部ぶが素す肌はだのまま、下敷きになった峻護の顔面を挟はさみ込こむ形になっていたわけで、


（うう、は、恥はずかしい……）


　思い出し、赤面してうつむく真由である。しかも情なさけないことに、この手のハプニングは真由にとって日にち常じよう茶さ飯はん事じであり、峻護がそれに巻き込まれるのもまたしかりであった。さして考えるまでもない。こんなことばかり続いていれば日々の暮らしに嫌いや気けがさしてしまうのも当然ではないか……。


　一方、麗華もまた眉み間けんを険けわしくして心当たりを探さぐっていた。


（そういえば……）


　正確無む比ひを誇ほこる記き憶おく力が昨夜の出来事を再さい構こう築ちくする。


　キッチンの洗い場で昨日、麗華は峻護と並ならんで皿を洗いながら、ちょっと頭がテンパるほどにドキドキしていた。


　諸しよ事じ万ばん能のうでありながら男女関係についてはやたらと疎うとい少女だけに、『峻護と並んで皿洗い』というシチュエーションだけでも精せい神しんのキャパを超こえ気味になってしまうのである。ましてやシンクに伸のばした手が一度ならず峻護のそれと触ふれ合ったりなんかした日には、天にも舞まいあがりそうになるほど脳のう内ない麻ま薬やくがあふれ出したりもしちゃうのだ。


　ところが、である。麗華がわずかなボディコンタクトに一いつ喜き一いち憂ゆうしている一方で、峻護の態たい度どはひどく淡たん白ぱくなものであった。麗華がずっと頰ほおを染そめてぎくしゃくしているのに、峻護の方はただ黙もく々もくと皿洗いに熱中しているのである。


　次し第だいに腹はらが立ってきた。峻護からしてみれば持ち前の生き真ま面じ目めさを発はつ揮きし、皿洗いという簡かん単たんな仕事ひとつ取っても完かん璧ぺきにこなすべく全神経を集中しているだけなのだが、麗華にしてみればこの態度の差が理り不ふ尽じんな気がしてきてしょうがない。仮かりにも年とし頃ごろの男女がふたりきりでいるのだ、もう少し別の反はん応のうがあってしかるべきではないか。


　というわけで、彼女の機き嫌げんは順調に坂道を転がり落ちていき、結局はトゲだらけの声でこう言ってしまったのである。


『二ノ宮峻護。わたくし緊きん急きゆうの用事を思い出しました』


『えっ？』


『残りの皿洗いはあなたに一いち任にんいたしますから、よろしきように。そう、それと本日分のわたくしの仕事もすべてあなたに任せて差し上げますわ。そんなに仕事熱心なら、山ほどの仕事に埋うもれていた方があなたにとっても幸せなことでしょうからねっ』


『？　？　？』


　どうしていきなりヘソを曲げてしまったのかまるで理解していない峻護を尻しり目めに、麗華はフンと鼻を鳴らしてずかずかとキッチンを後にしたのだった──。


（……ちょっとあれは大人げなさすぎたかしら）


　眉まゆじりを下げて令れい嬢じようは後こう悔かいの態てい。しかしすぐに首をぶんぶん振り、


（でも、あれは二ノ宮峻護が悪いのです。人の気も知らないで毎度毎度……だからわたくしもああいう態度に出ざるを……）


　と、そこまで考えて気づいた。そう、毎度毎度の峻護の朴ぼく念ねん仁じんぶり、そして判はんで押したような麗華の反応なのである。彼女が苛いら立だつたび、峻護は何かしらのとばっちりを食っているわけで……原因の所しよ在ざいはともかく、それが毎日のように続いたとしたらどんな気分になるだろうか？


「…………」


「…………」


　気まずい顔でそれぞれに沈ちん黙もくする少女ふたり。


「……今にして思えば二ノ宮くん、ここ最近はずっと浮うかない顔をしていたような気もします」


「……言われてみれば確たしかに。物事を自分ひとりで抱かかえ込みがちな男ですし、周囲の知らないところで悩なやみ事に押しつぶされそうになっていたのかもしれません」


「やっぱりこれは、わたしたちが何とかしなくちゃですね」


「そうですわね。わたくしたちが何とかしなければ」


　責せき任にん感かんと使命感を瞳ひとみに宿して頷うなずきあう真由と麗華。峻護にとって最も近しい少女たちであり、彼をめぐるライバル同士でもあるふたりが一いつ致ち団だん結けつした瞬しゆん間かんであった。


「それで、具体的にはどうしましょう？」


「引きこもりというのは極きわめてデリケートな現げん象しようだと聞き及およびますわ。下へ手たに手を出せばおそらくは逆ぎやく効こう果か……ここは慎しん重ちように事を運ぶ必要があるでしょうね」


『このドア開けるべからず』の貼はり紙が貼られたドアの前、ひそひそ声で作戦会議を始めるふたり。


「やっぱりここはまず最初に、誠せい心しん誠せい意い説得する方向で進めてみてはどうでしょう？」


「無視されるのがオチですわ。先ほどのわたくしを見ていたでしょう、多少のことでは二ノ宮峻護の反応は得られませんわよ」


「でもやっぱり説得は大事ですよ？　何をするにしてもまずは手順を踏ふまないとだし、だとしたらまずはオーソドックスに説得から始めた方が……『君はいま完全に包囲されている！　故こ郷きようのご両親も君のこんな姿を見て悲しんでいるぞ！』みたいな感じで」


「それは引きこもりじゃなくて、立てこもり犯はんを説得する時の定番セリフでしょう……とにかく下手に刺し激げきを与あたえるのは逆効果になるおそれがあります。今の二ノ宮峻護は心理的にひどく繊せん細さいになっているはず、慎重の上にも慎重を重ねて行動すべきです」


　腕を組み、難しい顔をして「うーん」と唸うなるふたりだったが、


「……うんっ、悩んでいても始まらないですよねっ」


　やがて真由が力強く頷き、


「慎重になるのも大事だけど、慎重になりすぎて何もしないよりは、とにかく行動に出てみましょう！」


「……まあ確かに、このまま手をこまねいていても状況が進しん展てんしないのは事実ですわね。それで月村真由、あなたに何か良いアイデアがあって？」


「はい、ひとつ思いつきました！　題して『天あまの岩いわ戸と大作戦』！」


「……天岩戸ぉ？」


　あからさまに胡う散さん臭くさそうな顔をする麗華に、真由は大きな身振りと手振りで、


「昔の故こ事じにならって名付けた作戦です。岩屋に閉とじこもってしまった神様に出てきてもらうために、岩戸の外でどんちゃん騒さわぎをしたっていう話、あるじゃないですか。その手でいけば、二ノ宮くんも外に出てくる気になってくれるんじゃないかな、って」


「どんちゃん騒ぎねえ……そんなもので本当に効果があるものかしら？」


「それは、わたしたちがどれくらい魅み力りよく的てきなどんちゃん騒ぎをできるかによります。さあ、そうと決まればさっそく準じゆん備びしましょう！」





　　　　＊





　月村真由が命名するところの『天岩戸大作戦』はただちに発動され、具体的な実じつ施し段だん階かいへと移い行こうした。全世界的に名高い北条コンツェルンの令嬢である麗華が多た額がくの資し金きんを出資し、コネクションを最大限に活用して宴うたげの準備を進める一方、真由は峻護にゆかりのある知ち己き友人を片かたっ端ぱしから集める作業に奔ほん走そうした。


　少しばかり歯車が狂くるいだしたのは、三名からなる少年少女が運うん営えい側がわに関かかわりだすようになってからである。


「二ノ宮のピンチと聞いて馳はせ参さんじた俺おれたちだが……こういう流れになってくると、じっと外から見ているだけでは退たい屈くつになってくるな」


「だよなー。こういう『今から何かが始まるぞ』っていう雰ふん囲い気きの中でじっとしてるとさ、なんか身体からだがウズウズしてこねえ？」


「そうそう、あたしもそう思う。じゃあさじゃあさ、あたしたちも主しゆ催さい側に参加させてもらってさ、そいで二ノ宮くんにとってよりふさわしいイベントに仕上げちゃおうよ」


　宴の賑にぎやかしとして呼よばれたクラスメイト──吉よし田だ平へい助すけ、井いの上うえ太た一いち、綾あや川かわ日ひ奈な子この三人は、『そうだそうだそうしよう』と勝手に意気投合し、半なかば強ごう引いんに祭典の運営の主しゆ導どう権けんを握にぎってしまった。


　ファッションショーやら新商品の発表会などをいくつも手て掛がけたことのある麗華だが、どんちゃん騒ぎという態ていで何かを仕掛けるというのは正直言ってあまりイメージがつかない。『適てき材ざい適てき所しよ、経けい験けんのある人間に任せた方がいいかもしれませんわね』と、三人に言われるがままに人員と資金を供きよう給きゆうして──





　　　　＊





　そうしてわずか小こ半はん日にちの後。


「……その結果がこれですか……」


「……これ、みたいですねえ……」


　啞あ然ぜんと呆ぼう然ぜんを足して二で割わったような顔で、麗華と真由は二ノ宮家を取り巻く一連の状況を見渡していた。


　中庭の真ん中には夏祭りの櫓やぐらが堂々たるたたずまいで紅白の垂たれ幕まくを翻ひるがえし、それを取り囲む浴衣ゆかた姿の人々が盆ぼん踊おどりの定番曲に合わせて楽しげに踊っている。


　その左隣となりのステージは様々な演えん芸げいが代わる代わるに披ひ露ろうされており、熟じゆく練れんの芸人たちが観客を沸わかせている。ちなみにいま演じられているのは白タイツを着た男のパントマイムで、そのひとつ前は猿さる回まわしだった。この後もマジックショーやら漫まん談だんやら大喜利やらがてんこ盛もりに控ひかえているらしい。


　視線を櫓の右隣に転じてみれば、そこはライブ会場になっており、老ろう若にやく男なん女によだれでも知っている超メジャーグループが生きのいい演えん奏そうをかき鳴らして聴ちよう衆しゆうを熱ねつ狂きようさせている。


　そのほかにも様々な露ろ店てん──テキヤのものもあり、素人しろうとさんのいかにも手作りっぽいものもあり──が所ところ狭せましと立ち並び、ある一角ではフリーマーケットが催もよおされ、木と木の間には万国旗が縦じゆう横おうに吊つるされ、色いろ鮮あざやかな大花火が空を彩いろどり、そのカラフルな万まん華げ鏡きようの間を縫ぬうようにして軍のジェット機が編へん隊たいをなして飛とび交かい、幾いく筋すじもの飛行機雲を引いてはアクロバティックなフライトを披露していたり。


　縁えん日にちのようでもあり、学園祭のようでもあり、コンサート会場のようでもあり──とにかく古こ今こん東とう西ざいの祭りを引っ搔かき集めてごった煮ににしたような、そんな雰囲気がぷんぷん匂におってくる。騒ぎを聞きつけてやってきたご町内のみなさんの人いきれと喧けん騒そうが周囲に満ち満ち、様々なモノが雑ざつ多たにあふれ返り、広々とした二ノ宮家の敷しき地ちはカオスとしか表現のしようがない様相を呈ていしつつあった。


「わたくしもこの現状を主導した側のひとりではあるのですが……今さらながら自分の判断を疑ぎ問もん視しいたしますわ」


「でっ、でも最初の予定通りどんちゃん騒ぎにはなってますし、だいじょうぶですよ、きっと！」


　汗あせジトになっている麗華と真由。とそこへ、


「そうそう、だいじょうぶですってお嬢さま。これだけやれば天あま照てらす大おお神みかみだって小こ躍おどりしながら出てきますよ？」


「お嬢さまがここまで心をお配りになっているのです。これで万一まだ二ノ宮峻護が愚ぐ図ずるようなことがあれば……あやつをわたしの愛あい刀とうの錆さびにしてくれましょう」


　ふたり分の声に振り返った麗華が目を丸くした。そこにいたのはひと組の少年少女──北条家に代々仕える付き人である保ほ坂さか光みつ流る、それと北条家のメイド長にして保坂の相あい棒ぼうでもある霧きり島しましのぶであった。


「あ、あなたたちどうしてここに!?　あなたたちには別の仕事を任せていたはず……！」


「わたしも保坂もお嬢さまに忠ちゆう誠せいを誓ちかう身。必要とあらば呼ばれずとも馳せ参じます」


「そーゆーことです。さ、メイン会場へ行きましょうお嬢さま。二ノ宮くんもきっと今ごろウズウズしながら待ってますよ」





　　　　＊





　そのメイン会場、例の貼り紙が貼ってある部屋の前には。


　この祭りのメインイベントの始まりを今か今かと待ち構かまえている群ぐん衆しゆうがひしめいていた。


　その多くは峻護が通う神じん宮ぐう寺じ学園の同級生たちであり、板張りの廊ろう下かにレジャーシートを敷しいて菓か子しやら飲み物やらを山ほど持ち寄り、あたかも今から花見の席でも設もうけようかという塩あん梅ばいである。それも明らかに持じ久きゆう戦せん前ぜん提ていの、ハードな宴えん席せきを想定しての用意であると見受けられた。


　真由と麗華が上かみ座ざと思おぼしき席に案内されると、司会進行役を買って出たらしい綾川日奈子がマイク片手に咳せき払ばらいし、


「レディ～スアーンジェントルメ～ン！　大変お待たせいたしました！　ただいまより第一回『二ノ宮くんが引きこもりに!?　だったら彼を元気づけるっていうかむしろ引きずり出すくらいの気分で宴会やっておびき出してやろうじゃん大会！』を開催します！」


『うおおおおおおおおおおっ！』


『待ってましたああああああ！』


　ノリのいい連中ばかりなだけに、参加者は誰だれもが拳こぶしを天に突き出しての大盛り上がり。会場のテンションにまだついていけない真由と麗華のみが遠えん慮りよがちに「お、おー」と声を合わせる。


「そんじゃみんな、今回の宴会のルールを説明するよっ」


　日奈子が一同を見回し、


「ルールっつってもチョー簡かん単たん。ひたすら飲んで食ってバカ騒ぎして、興きようの乗ったヤツが二ノ宮くんをおびき出すための何かをやる。うまく二ノ宮くんを引っ張り出せた男には、真由と麗華さんからキッスのご褒ほう美びがあります！　女の子が成功した場合は、二ノ宮くんを丸一日自由にできる権けん利りをプレゼント！」


「まじかああああああああ!?」


「きゃー!?　それいいそれいい！」


「学園美少女ランキングツートップのキッスは俺がもらう！」


「馬ば鹿か野や郎ろう、誰がてめーなんぞに渡すか！　勝つのはこの俺だ！」


「あたし、勝ったら二ノ宮くんに何しよっかな～？」


「あたし一度でいいから二ノ宮くんに女じよ装そうとかさせたかったんだ～。ちょっと今日はがんばっちゃおかなっ」


　ボルテージが上がる一方の参加者たちの反面、『そんな話聞いてない』という顔であわてる真由と麗華。


　そのふたりを日奈子が『まあまあ、これも場を盛り上げるためだから』とでも言いたげにウインクして抑おさえてから、


「よーし、それじゃあみんな覚かく悟ごはいい!?　今日一日は徹てつ頭とう徹てつ尾びの無ぶ礼れい講こう、日ごろのわだかまりは持ち込み禁きん止し！　愛すべきみんなのオモチャ・二ノ宮くんのために、死体になってもハジけ飛べ！　乾かん杯ぱいっ！」


『かんぱーいっっっ！』


　何十もの紙コップが突き上げられ、ここに狂きよう乱らんの宴の幕まくは切って落とされた。


　その直後、


「いよっしゃあ！　景気づけにこの俺が先せん陣じん切ってやるぜえええええええええええ！」


　声も高らかにすっくと立ち上がったのは、峻護が所しよ属ぞくする一年Ａ組のバカ筆頭であり、お祭り男として名高い吉田平助である。


「いよっ、待ってました！」


「さすがは吉田だぜ！　一発デカイのカマしてくれよな！」


　一段高くなったみかん箱のお立ち台の上にひとりめの勇者が立つのを待ち、司会役の日奈子がマイクを握にぎって、


「それではエントリーナンバー１、吉田平助くんによるチャレンジです！　一年生ながら神宮寺学園トップクラスの問題児との呼び声も高い彼が、いったいどんなパフォーマンスを披ひ露ろうしてくれるのか!?　それでは、どーぞっ！」


「おおよ！　この俺、吉田平助が披露するのは──」


　期待の視線を一身に集める中、自信に満ちた口もとに微び笑しようをひらめかせ、


「これだあああああっっっ！」


　ずばばっ！　といきなり着衣の前をはだけさせ、あらわになったのは思いのほか白い柔やわ肌はだと引き締しまった胸むな板いた。


　一同の視線がそこへ集中し──そして、沈ちん黙もくが訪おとずれる。


「フッ。じつはこっそり始めていたバニーズブートキャンプで鍛きたえぬいたこの肉体美……ストリートファイト全戦無敗、この俺のカッコよさに酔よいしれつつ痺しびれつつ、存ぞん分ぶんに崇あがめ奉たてまつるがい──」


「てめえふざけんな吉田！」


「そんなん誰も見たくねえっつーの！」


「てゆーか、肉体美とか言っても二ノ宮くんのカラダにはぜんぜん勝ててないし！」


「百万歩ゆずったとしてもお前の身体からだなんざ更こう衣い室しつで見み慣なれてんだよ！」


　非ひ難なんごうごう雨あられ。いきなりの大コケを演じた馬鹿者に、容よう赦しやのないヤジとペットボトルが降り注ぐ。


「な、なぜだ……！　ただのお祭り男ではないことを証しよう明めいするこの俺の強きよう靭じんな体たい[image: ]くに、誰もが感かん涙るいにむせぶはずだったのに……」


「ええいうっさいだまれ、アホはさっさと引っ込みなさい！」


　呆然自失する吉田のケツを蹴けり飛ばしてお立ち台から退場させる司会の日奈子。


　真由はその様子を呆あつ気けにとられて眺ながめながら、


「あはは……さ、最初からこの飛ばしっぷりだと、予想していたよりはるかにとんでもない大騒ぎになりそうな予感が……」


「事の発ほつ端たんはあなたですわよ？」麗華が真由をじっとりした視線でみやりながら、「ちなみに肝かん心じんの二ノ宮峻護の反応は、今のところこれっぽっちもありません」


「あうう……」


　縮ちぢこまる真由をよそに、日奈子が全開の司会者スマイルで白けかける座を取り持ち、


「さあさあ、栄はえある第一挑ちよう戦せん者しやの存そん在ざいがこの世から抹まつ消しようされた今、真の第一挑戦者となって先陣を切るのは誰か!?　さあさあさあ、この空気の中で度ど胸きようと根こん性じようをアピールできるツワモノはいないのかい!?」


「──その役、この俺が引き受けたッ！」


　凛りんとした声を張り上げて立ち上がったのは、玉ぎよく砕さいした故こ・吉田平助とコンビを組んでいた悪友、井上太一である。


「相あい棒ぼうの不始末のツケは俺が払う。男の生き様、とくと見ろや！」


「おおっと来ました次なる挑戦者！」


　日奈子がマイクを握り潰つぶさんばかりの勢いでアナウンス、


「果たして友人の失しつ態たいをフォローすることができるのか!?　イベントそのものが根底から崩ほう壊かいしかねないこのピンチ、救うことができるのは君しかいない！　エントリーナンバー２、井上太一くん、どうぞっ！」


　ふたたび盛り上がりを見せる会場の声せい援えんを一身に受け、井上は自信に満ちた挙きよ措そでお立ち台に上ると、


「へっ、しょせん吉田なんぞじゃ役不足──本物の千両役者たるこの俺のパフォーマンスをもって、このイベントは真の開幕を見る！　さあてめえら、目ん玉見ひらいてしかと網もう膜まくに焼きつけやがれ！」


　宣せん言げんするやくるりと背中を向け、それと同時にワンアクションで脱ぬぎ散らかした着衣が宙ちゆうに舞い、そして小こ柄がらな井上の思いのほか引き締まった背はい筋きんが白日のもとにさらされる。


「フッ。こっそり吉田から借かりたバニーズブートキャンプで磨みがき上げたこのボディー……コンパクトながらサッカー選手のように引き締しまったこの芸げい術じゆつ品ひん、写真撮さつ影えいは一回につき五百円──」


「ざけんな！　またヤローの裸はだかかよ！」


「つーかお前らコンビのネタはそれしかねえのか!?」


「死ねアホ！　故こ郷きようへ帰れ！」


　よもやの連続大コケに、会場のブーイングは最さい高こう潮ちよう。舞い飛ぶ座ざ布ぶ団とんが次々とお立ち台の馬鹿者にクリーンヒットし、井上は呆然自失した表情で、


「な、なんでだ？　意表をつく裸ら身しんの二連発……その意外性のある発想と勇気に拍はく手しゆ喝かつ采さいが巻き起こるはずが……いったいどこで計画が狂くるったんだ？」


「あんたがこの世に生まれ落ちた時点ですべてが狂ってんのよ！　さっさとお立ち台から引っ込みなさい！」


　怒いかりに満ちた日奈子のローリングソバットが落らく伍ご者しやのケツにクリティカルヒット。強きよう制せい的な退場を促うながしつつ、


「さあさあ、アホふたりが誰も期待してないアホっぷりを披ひ露ろうしたところで！　次なる挑戦者！　次なる挑戦者はいないかあッ!?」


「おおし、燃もえてきたぜええええ！　次は俺の番だ！　エントリーナンバー３、バケツコーラ一気飲みいきます！」


　興こう奮ふんした参加者のひとりがお立ち台に駆けあがり、ペットボトル数本分のコーラをバケツにぶちこむや、おもむろに口をつけて飲み干ほしていく。


「うおおおこれは普ふ通つうにすげえ！　あの量をマジで一気飲みしやがった！」


「ていうかあんだけ炭たん酸さん飲んで胃い袋ぶくろは大だい丈じよう夫ぶなんか!?」


「でもあそこまで突き抜けてると、一周まわってちょっとカッコいいかも!?」


「よっしゃ負けてらんねえ！　次は俺がいく！　エントリーナンバー４、ポテトチップスの袋食い、いかせていただきます！」


「おおおお、これも割とすげえ！　水っけのないポテチを水分補ほ給きゆうなしで一気食いかよ！」


「でも大食い大飲みが連続したからこれはちょっと地味だぞ！」


「よーし、男子ばかりには任せてらんないわ！　次はあたしの番！　エントリーナンバー５、死し霊りようの盆踊り！」


「おおっ!?　なんだこりゃ!?」


「ゾンビっぽい演技で地味～に盆踊りを踊ってるだけ!?」


「いやちょっと待て！　よくよく見ると中庭でやってる盆踊りのリズムにちゃんと合わせてるぞ!?　ある意味意表をついてる上にレベル高いと言えなくないかも！」


「みんなそんなんじゃぜんぜんヌルいわ！　あたしがこの場にもっともふさわしい芸を披露してあげる！　エントリーナンバー６、七輪の炭火でサンマを焼きます！」


「おおおっ!?　遠赤外線効こう果かでこんがり焼け目のついたサンマがジューシーに脂あぶらをしたたらせて──こいつぁ美う味まそうだぜ！」


「でもなんでここでサンマ？」


「ああそうか！　このサンマの匂においを二ノ宮に嗅かがせて、ヤツを部屋からおびき出そうって作戦だな！　早くも初心を忘わすれそうになってるこのイベントのコンセプトにちゃんと添そっている！」




[image: ]


「でもこの匂いって、閉め切られた二ノ宮のいる部屋にまでは届とどかないんじゃね？」


「ええい次だ！　次の挑戦者、誰かいないのか!?」


　──宴が始まってまだほんのわずかではあるが。


　日奈子、吉田、井上あたりが巧こう妙みように活気を煽あおり、他の連中もまたソツなくそれに乗り、イベントは方向性を見失いがちになりつつも、早くも軌き道どうに乗ってきたようだった。


　上座に座る麗華は、その様子を呆れ顔で眺ながめつつ、貼り紙のされたドアの向こうを気にしている。


「二ノ宮峻護はまだ出てきませんか……これだけの騒ぎになっているのだし、もう少し反応らしいものがあってもよさそうなものですけど」


　ひとりごちてから再び騒ぎへと視線を転じ、


「それにしてもまあ、よくもこれだけ短時間のうちにここまで乱らん痴ち気き騒ぎができますこと。アルコールは一いつ滴てきも入ってないはずですのに」


「あはは、そうですねえ」


「……なんですのあなた。そんなホンワカした顔して」


　まるで緊きん張ちよう感のない返事をした真由を見やって、令嬢は眉まゆをひそめる。


「もともとわたくしはこの作戦自体に懐かい疑ぎ的ではありましたが、この連中のはっちゃけぶりを見ているとその不安がいやが上にもふくれあがってきますわ。この連中、二ノ宮峻護のことなんてどうでもよくて、ただ単に大騒ぎできる口実さえあればいいのでは……」


「いえ、それはないと思います」


　真由はどこかフワフワした、マシュマロのような笑顔で、


「ああいえ、クラスのみんなは確かにいつもこういうノリですけど……でもむしろわたし、ホッとしたというか、うれしいというか」


「どういうことです？」


「ええとつまり、二ノ宮くんってなんというか……いつもみんなに遊ばれてるような感じではありますけど、やっぱり人じん望ぼうというか人じん徳とくというか、そういうのがあるんだなあって。そうじゃなきゃこんな風には集まってくれないと思うし、こんな大騒ぎにもなってないんだろうな、って」


「…………」


「そういう二ノ宮くんのためにも、わたしたちがんばらなきゃって。二ノ宮くんにちゃんと立ち直ってもらわなきゃって、そう思うんです」


　やわらかな眼まな差ざしで乱痴気騒ぎを見守りながらそんなことを口にする真由を、麗華はやや意外なものを見るような目で見ていたが、やがて軽い吐と息いきと共に微び笑しようして、


「ええ、確かにそうですわね。わたくしたちが為なすべきことに、今は全力を尽つくすとしましょう。ですが──」


　あごに手を当てて考える素そ振ぶり。


「労力を惜おしむつもりはありませんが、いったいこの状況でわたくしたちは何をすべきか……いっしょになってどんちゃん騒ぎをしているだけでは始まらないでしょうし……」


「その件けんについて、わたしにひとつアイデアがあります」


　と、麗華と真由の間からにゅっと顔を出して申し出たのは、一年Ａ組のクラスメイトのひとり、奥おく城しろいろりである。


　表向きは清せい純じゆん派はメガネ少女にして、実は知る人ぞ知る隠かくれ美少女でもあるいろりは、聖せい母ぼのごとき微笑ほほえみを浮かべながら人差し指を立てて、


「学園ツートップの美少女である真由さんと麗華さんがいけにえとなって──もとい、身を挺ていしてお色気シーンを披露し、峻護さんを誘さそい出す、という案はいかがでしょう」


「えええっ!?　わたしと麗華さんが!?」


「ばっ、ばかおっしゃい！　こんな公こう衆しゆうの面前でそのような真ま似ねできるわけが──」


「奥城さん、ナーイスアイデア！」


　と横から同意したのは、司会進行役の綾川日奈子。


「やーっぱ二ノ宮くんを誘い出すのはそれが一番！　彼の同どう居きよ人にんであり、そもそもこの企き画かくの発案者であるふたりに、いちばんの労をとってもらうってことで！　いよっしゃそれで決定！　みんな、異い存ぞんはないよね!?」


『異存なーし！』


　ぴったり息の合った返事を返す参加者一同。異存のある約二名の少女がなおも口を挟はさもうとした時、


「はーい、じゃあぼくからも提てい案あん～」


　保坂少年がにこにこ手をあげて、


「お嬢さまも真由さんも熱ねつ狂きよう的てきなファンが多いし、お色気シーンの相手役が男だと血を見ることになりそうなので、相手役は女の子にするのがいいと思いまーす」


「ちょっ、保坂、あなた何を──」


「うおおおお！　学園トップアイドルふたりのレズプレイ競演!?」


「こりゃあ見ものだぜ！　これで出てこなかったら二ノ宮はもうオスじゃねえ！」


「それではここからはこのぼく、保坂光流が司会進行役を交代し、お嬢さまと真由さんにとってベストのお相手を見つくろっていきたいと思いまーす。まずは真由さんのお相手、こちらは彼女のことをもっともよく知る友人、綾川日奈子さんに決定ということで」


「フッ……ここであたしの出番か」


　指し名めいを受けた日奈子がくちびるの端はしを吊つり上げ、


「確かに真由のカラダを隅すみから隅まで知り尽くしたこのあたしじゃなきゃ、真由という楽器を上う手まく弾ひき鳴らすことはできないねえ……よし、その大役引き受けた！」


「ひっ、日奈子さん!?　じょ、冗じよう談だん……ですよねっ!?　この場のノリでちょっと面おも白しろおかしい返しをしてるだけですよねっ!?」


「やーだ、ばっかねえ真由、もちろん冗談に決まってるじゃなーい。冗談だからちょっとこっちまでおいで？」


「ああっ!?　明らかにそれは本気の目!?」


「はい、それではカップリングの片方がめでたく決まったところでもう片方もサクッと決めちゃいましょう。麗うるわしの麗華お嬢さまのお相手はこちら、幼よう少しようの頃ころよりお嬢さまのおそばに仕つかえている万ばん能のうメイド、霧島しのぶにけってーい」


「なっ!?　わわわわたしがお嬢さまと!?　何を考えてるんだ光流！」


「そりゃ、女の子の中ではしのぶがお嬢さまのことを一番よくわかってるわけだし……それにしのぶが相手役を務つとめないと、他の女の子がお嬢さまの相手をすることになるよ？」


「うっ、そ、それは……くそ、そういう話ならやむを得ない。ここはわたしがやるしかないか……」


「ってちょっとしのぶ!?　あなたまで何を馬鹿な……いったいこれがどういう状況かわかってますの!?」


「はい、よく承しよう知ちしております。どこの馬の骨ともしれぬ輩やからにお嬢さまを汚けがされるぐらいなら、いっそわたしが……！」


「ああっ!?　明らかにそれは本気の目!?」


「はいっ、というわけで円満にカップリングも決まったところで──」


　保坂は相変わらずのニコニコ顔でそつのない司会進行。


　誰が指し示じするでもなく男子勢ぜいは一歩ずつ後ろに下がり、その隙すき間まを埋うめるようにして女子勢が人の壁かべを作り、興こう奮ふんしすぎた男子からコンパニオンさんたちをガードすべく立ち回る。まことにもって息の合ったコンビネーションであった。


「ぐえっへっへ。真由～？　大人しく観念しなさい？」


「ひっ……」


「おっ、お嬢さま……わたしは……わたしは……っ」


「ちょっ、ばか、しのぶ目を覚ましなさい！　このような破は廉れん恥ちな行こう為いが許ゆるされるはずが──」


「それではエントリーナンバー７、月村真由と北条麗華による本日限定のスペシャルレズビアンショー。みなさまお待たせいたしました、現げん世せに降こう臨りんした理想郷アガルタの光景、しかとその心に焼き付けてくださいねっ！」


『きたこれえええええええええええっ！』


　大観衆が沸わき上がるのと同時。


　日奈子がルパンダイブで、しのぶは暗くら闇やみを駆かける獣のように低い姿勢で、それぞれのターゲットに向かって襲おそいかかる。


「ふぉふぉ……日頃からアイデアを練ってきた指テクの数々を試ためす絶ぜつ好こうの機会。さあ真由、これも二ノ宮くんのためだと思ってあきらめな。やさしくしたげるから」


「い、いやですっ、日奈子さんのはいつもちっともやさしくな──ひゃうっ!?」


「ふぉふぉ、口では抵てい抗こうしてもカラダは正直やのう。ここか？　ここがええのんか？」


「やっ、やだっ、こんなところで──はわっ、ひゃわっ、はうううううううううう!?」


「──申し訳わけありませんお嬢さま。二ノ宮峻護などはどうなろうと構かまいませんが、お嬢さまを他の者に渡すのだけは……」
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「こっ、こらしのぶ！　いい加か減げんにしないとわたくし怒おこりま──はひゃ!?」


「ご不ふ興きようを買うのは覚かく悟ごの上……ですがご安心ください。北条家のメイド長たる者、こちらの方面についても日々テクニックは磨みがいております。決してお嬢さまを失望させたりはしません」


「そのセリフを聞いていよいよ不安になりましたわ！　というかあなた、一体いつの間にそんなテクニックを……って、ちょ、だからお待ちな、ちょ、やだっ、やめ──いやああああああああ!?」


　イベントが本日最大の盛もり上がりを見せる中、いけにえとなった少女ふたりの悲鳴が長く長く尾おを引き、二ノ宮家周辺で繰くり広げられる一連の狂宴サバトはいよいよ加速度的に最高潮へと突っ走っていく──。
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　……その頃ころ、某ぼう所しよの某山中にある谷川のほとりでは。


「ふう。初日はまあ、こんなものかな」


　ぼろぼろに擦すり切れてホコリまみれになった胴どう着ぎを身にまとった少年が、したたる汗を拭ぬぐって一息ついていた。


「よし、今日の修しゆ行ぎようは終しゆう了りよう。鍛きたえるのも大事だけど、休息を取るのも大事だからな」


　そうひとりごちて河原かわらに張ってあるテントに戻る。大型のバックパックを開け、中に詰つめ込まれていた食料品の中から缶かん詰づめを取り出し、中身をうまそうに頰ほおばった。一日中身体を動かした後の食事はどんなものでも至し上じようの美び味みである。疲ひ労ろうしきった身体に鞭むち打ってちゃんとした食事を作るのは、この主しゆ夫ふ少年──二ノ宮峻護にとってさえ、さすがに億おつ劫くうなのであった。


「月村さんと北条先せん輩ぱい、今ごろどうしてるだろうなあ……」


　二ノ宮家に残してきたふたりの同どう居きよ人にんのことをふと思う。走り書きの書置きだけ残して山やま籠ごもりに来てしまったが、ひょっとすると妙みような心配をさせてしまっただろうか。


「まあ今回の山籠りを決心したのは今朝のことだったし……それにここは姉さんとよく来るところだし、姉さんには山籠りすることは伝えておいたから。ま、だいじょうぶかな」


　そうつぶやいて納得すると、峻護はテントで横になって「うーん……」と伸びをした。心地よい倦けん怠たい感かんが全身を支し配はいしている。胴着ひとつ、靴くつも履はかずに裸足はだしで、たったひとりの山籠り……たるんだ精神と肉体を鍛えなおすにはやはりこれがベストだ。ここ最近の自分のたるみっぷりには我われながらずっと忸じく怩じたるものを感じて悩なやんでいたところだったが、ヘトヘトになるまで身体を鍛えなおしたことでスッキリした。これなら予定を早めて明日にでも下山していいかもしれない。


　ちょっとだけ心配事があるとすれば、虫の湧わいていた部屋にバルサンをかけたまま山籠りに出てしまったことだが……部屋の前に貼り紙もしておいたことだし、まあだいじょうぶだろう。おっちょこちょいな真由あたりは不用意にあの部屋のドアを開けてしまうかもしれないが、彼女が起きだしてくるころには殺虫剤の毒どく性せいも薄うすれているはずだから……。


　と、峻護の意い識しきがつづいたのはそこまでだった。乳にゆう酸さんの蓄ちく積せきした身体は強きよう烈れつに休息を欲ほつし、彼の脳に睡すい眠みんを取るよう厳きびしく命じたのである。


　充実した修行の一日を過ごした峻護の寝ね顔がおは、ひどく満足げで安らかであった。
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　明けて翌よく朝あさ、目をさました峻護が山を下り、二ノ宮家のとんでもない有様を目まの当たりにするのは、まだ半日以上後のことである。ほんのわずかなすれ違いから起きた大騒動の責任を、間の悪い少年がどのような形で取らされる羽目になったか……これはご想像にお任せすることとしよう。







おしまい





　峻護、化ばけるのこと







　ばしこーん！


　──と、いっそ小気味よい音を引きながら、二にノの宮みや峻しゆん護ごは高々と空に舞まいあがった。


　そのまま為なす術すべなく地面に落下。峻護の身体からだが『ぐべしゃっ』というカエルが潰つぶれるような音を立てるのにかぶせて、仁に王おう立だちした加害者の呆あきれ果はてた声が降ふりかかってくる。


「なっさけないわねえ。そこそこ稽けい古こはしてあげてるはずなのにこの有様……あんたの辞書には『進歩』とか『向上』とかいう単語が抜けてるのかしらね、峻護？」


　某ぼう月げつ某日の某山中である。


　この日、峻護は姉の涼りよう子こに連行されて恒こう例れいの山やま籠ごもり修行に励はげんでいたのだが、結果はご覧らんの通り。一いつ般ぱん的な基き準じゆんでいえば十分鍛きたえられている部類に入る彼であるが、コテンパンのギッタギタにされて起き上がるのもままならない始末であった。


「そ、そんなこと言われても……！」


　地べたに伏ふせたままかろうじて顔だけあげて峻護は抗こう弁べんする。


「ＳスＷワＡツＴトやらグリーンベレーやらが束たばになっても敵かなわない姉さんが相手じゃ、おれが逆さか立だちしたって勝てるわけもないし……おれだってこれでもそれなりに努力して……」


「問答無用」


　人類最強との呼び声も高い涼子は、弟の弁べん明めいに対してまるで情なさけ容よう赦しやがない。


「わたしが相手だからって自分に言い訳してるようじゃ、一生かかっても今のままでしょうよ。そもそもあんたは男なわけで、肉体的にはわたしよりずっとアドバンテージがあるはずよね？　なのにいつまでたってもわたしから一本取れないのはなんでだと思う？」


「それはやっぱり……技ぎ術じゆつの差、だろ？」


「ちがうわ。心の問題よ」


　断だん言げんする涼子。峻護は拗すねたように口を尖とがらせつつもどうにか起き上がり、正せい座ざして大人しく説教を受ける体勢。


「ぶっちゃけね、あんたの消しよう極きよく的てきでマメで小物な性格が格かく闘とう技術の腕うでにも表れてんのよ。毎日欠かさず掃そう除じ洗せん濯たく炊すい事じをやったり、新聞に挟はさまってるチラシを隅すみから隅までチェックして値段表つけたり、特売品を買うために朝一でスーパーに並んだり……そういうナヨナヨした人じん格かくがぜんぶの間違いの元なの。わかる？」


「あー……ええと、はい」


　弟がそういう性格に育ったのは他ほかならぬ涼子の責任だったりするのだが、賢けん明めいにも峻護はそのことを口にしなかった。


「あんたの中に少しでも『なにくそ！』って思う気持ちがあるなら」涼子は踵きびすを返しながら「根本的な性格から自分を変える、ぐらいのことはしてみせなさい。もしそれができれば、燻くすぶってるあんたの目の前に新しい道がひらけるでしょうよ」


「……そ、それができなかった時はどうなるんだ？」


「べつに？　どうもならないわよ」


　目標達成が成らなかった場合に課かせられるであろうペナルティにおびえる峻護へ、涼子は拍ひよう子し抜ぬけするほどあっさり返事をして、


「ただしその時は峻護、あんたの『男』がこれ以下はないってとこまで暴ぼう落らくするだけのこと。それが嫌いやなら一世一代の大勝負のつもりで一発カマしてみせなさい」
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　むろん峻護とて男の端はしくれである。姉からここまで言われればさすがに黙だまってはいられない。それに彼自身、メンタル面の弱さについての自覚はかねてから感じていたのだ。まさにこれは自分を変える好機、男が立つかどうかの瀬せ戸と際ぎわにしてチャンスである。


　しかも折おりよく、涼子はしばし所用で家を離れるという。彼女が不在の間に二ノ宮峻護をフルモデルチェンジし、あっと言わせてやることができれば、弟を見る目もずいぶん変わってくることだろう。


（しかし性格を変えるといっても……いったい何をどうすればいいんだろうか）


　この世に生まれ落ちて十六年、長きにわたって培つちかってきた性格である。そうコロコロ変えられれば苦労はしない。


　ふうむ、と峻護はしばし思い悩み、そして──
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　一週間後の朝、二ノ宮家。


　寝ねぼけまなこをこすりながら起きだしてきてリビングに顔を出した月つき村むら真ま由ゆは、なんだかいつもと違う感覚にとらわれて目を瞬しばたたかせた。


（あれえ……？）


　フワフワした頭で左右を見回し、そして違い和わ感かんの正体に気づく。


　そう、二ノ宮峻護がいないのだ。真由の居い候そうろう先さきである二ノ宮家の家事を取り仕切る二ノ宮峻護、いつもなら真っ先に起き出してきて細々と家事に勤いそしんでいるはずの少年の姿は今、影かげも形もない。テーブルにはうっすらとホコリがのり、屑くず籠かごは片付けられることなくゴミをため込んだままになっている。


　なんだかこの間も似にたようなことがあった気がするなあ、とぼんやり考えていた真由の背はい後ごに気け配はいが湧わいた。振り向けば、そこに立っていたのは今ようやく起き出してきたと思おぼしき二ノ宮峻護である。


「あ、二ノ宮くん、おはようございま──」


　言いかけたセリフが途と中ちゆうで止まった。


　今日の峻護は、どこか違っていた。気負った新入生のような、あるいはこれから初はつ舞ぶ台たいに上がる新人の役者のような、ひどくぎこちない様よう子す。真由と目が合うと、表情をきりりと引き締しめ、胸むねを目いっぱいに張はり、肩かたをそびやかせ、やたらと大おお股またでのっしのっしと近づいてくる。


「ええと……に、二ノ宮くん、おはようございますっ」


　違和感全開になりながらも笑え顔がおを作り、ともかく真由は朝のあいさつをした。いつもの峻護であれば『ああ、おはよう月村さん』とはにかみながら返してくれるところであり、むろん真由もそれを予想していた。


　ところが峻護はあいさつした真由を一いち瞥べつするや、「コホン」と咳せき払ばらいして、


「……うむ」


　とたったひとことだけ。


「え、ええと……」


　想そう定てい外がいの無ぶ愛あい想そうな返事に目をぱちくりさせる真由を尻しり目めに、峻護はいかにも重々しい雰ふん囲い気きでソファに腰こし掛かける。尻を深々と革かわ張ばりのソファに沈しずませ、両足をテーブルの上に乗せて咳払いをひとつしてから、


「しんぶん」


「えっ？」


「しんぶんだ。きこえなかったのか？」


「し、新聞ですかっ？」


　普ふ段だんであれば、真っ先に起き出してくる峻護が郵便受けから取り出してテーブルの上に置いておくものである。


「え、ええと……新聞をどうすれば？」


　いつもとちがう事じ態たいにうろたえ、オウム返しに訊きき返してしまう真由。


　途と端たん、峻護はくわっと目を見開いて、


「ばっ──かもおおおおおおおんっ！」


「えっ？──ひゃうっ!?」


　いきなり立ち上がるやテーブルに手をかけ、真由の目の前で思いっきりひっくり返したのである。


「おれがしんぶんといったら、しんぶんをとってくるにきまっているだろう！」


「ひゃわっ!?　わ、わたしがですかっ!?」


「おまえいがいにだれがいる！　さあ、さっさといけこのうすのろめ！」


「は、はい、すいません、ただいま！」


　着ぐるみの怪かい獣じゆうのように『がおーっ！』と吠ほえる峻護に追い立てられ、（？　？　？）となりながらも真由は郵便受けへと走っていく。


「…………」


　眉まゆをつりあげ、肩かたを怒いからせて真由のうしろ姿が遠ざかっていくのを見守る峻護。


　が、その背中が視し界かいから完全に消えるとたちまち情けない顔に変わり、ひっくり返ったテーブルの傷きずの具合を確かめつついそいそと直し始め、


「──ちょっと。何ですの今の音は？」


　しかし新たに近づいてきた声を耳にするや、あわててしかめっ面つらを作り直し、ソファにどっかりと腰掛ける。


「まったく、朝っぱらから騒そう々ぞうしい……先ほどの派は手でな音はいったい何？」


　真由に代わってリビングに現あらわれたのは、居候少女その二・北ほう条じよう麗れい華かであった。


　麗華は彼女の現在のアイデンティティーを示しめすユニフォーム……紺こん色いろのメイド服に身を包んでリビングに顔を出すと、裏うら返がえしになっているテーブルを見て眉をひそめ、


「どうしてテーブルがこんなことになっているのです。それと二ノ宮峻護、なんですかあなた、まだそんな寝ね間ま着きのままで……朝の家事もぜんぜん進んでな──」


「めし」


「えっ？」


「めしだ。きこえなかったのか？」


「め、めしですって……？」


　裏うら返がえり気味になる麗華の声。めし、というのは『飯めし』の意であり、つまりは食事のことを指さすのであろうが、いったいそれがどうかしたのだろうか。言ってることの意味がわからないというか、温おん厚こうで無害な峻護の口からそういうガサツな言葉が出てきたことがにわかに信じられず、またやたらと尊そん大だいな彼の態たい度どには戸と惑まどいを覚えるばかりで、


「え、ええと……食事がどうかしまして？」


　柄がらにもなく芸のない返答をしてしまった。


　途端、峻護はくわっと目を見開いて、


「ばっ──かもおおおおおおおんっ！」


「へっ？──や、ちょ、きゃあっ!?」


　いきなり立ち上がるや、ひっくり返っていたテーブルに手をかけ、メイド少女の目の前で思いっきりもう一回転させたのである。


「おれがめしといったら、あさめしをつくってこいっていみにきまってるだろう！」


「そ、そんなこといきなり言われたって……朝食を作るのはいつもあなたの仕事で……」


「くちごたえをするな！　これいじょうおれをまたせるんじゃない！」


「わ、わかったわよ、わかりましたわよっ！」


　妙みように四角ばった口調で吠ほえる峻護の剣けん幕まくに押おされ、（い、いったい何なんですの!?）と戸惑いつつも麗華はキッチンへと駆かけていく──。
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　しばしの後。


　二ノ宮家の食堂には、新聞を片手に味み噌そ汁しると白米の朝食を頰ほお張ばる峻護の姿があった。前者は真由が持ってきたもの、後者は麗華が作ったものである。


　その少女ふたりは、食卓でふんぞり返っている峻護をやや遠巻きにしつつ、ひそひそ声で意見を交かわし合っていた。


（どう思います？　麗華さん）


（どう思うと言われても……）


　ふたりして同時にチラリと峻護の方を見やってから、


（昨日まで普ふ通つうでしたよね？　二ノ宮くん）


（ええ。ですが今にして思えばあの男、必死になって何事かを為なそうとしていたようにも思えますわ。ひとりで真しん剣けんに考えごとをしている場面も何度か見受けられましたし）


（だとしても、どうしてあんないきなり亭てい主しゆ関かん白ぱくっぽい感じに？　それにやたらとぎこちないですよね？）


（知らないですわよそんなの。わたくしに訊きかないで頂ちよう戴だい）


　……一方、しかめっ面で朝飯を咀そ嚼しやくしている峻護の方もまた、あれこれと考えごとを巡めぐらせていた。


（第一段だん階かいはまあ……こんなところ、かな？）


　やや半信半はん疑ぎで真由と麗華を盗ぬすみ見る。ふたりの少女は峻護の『大だい変へん貌ぼう』に戸惑いを隠かくせないようだ。二ノ宮峻護リニューアルデビュー計画は、まずまず順調な滑すべり出しといえるだろう。


（期間はたったの一週間しかなかったけど、特訓の成果はあったみたいだな。アドバイスをくれた上に特訓にまで付き合ってくれたやつらに感かん謝しやしないと）


　一週間前、姉に尻しりを叩たたかれた際。悩んだ末に峻護が頼たよったのは主だった級友たち──吉よし田だ平へい助すけ、井いの上うえ太た一いち、綾あや川かわ日ひ奈な子この三人であった。彼らは峻護の話を聞くと協力を快かい諾だくし、進むべき道を示してくれたのである。


（『根本的に性せい格かくを変えるには、亭主関白のキャラに変身するのが一番だ』──ちょっと極きよく端たんすぎるとは思ったけど、やつらの言うことが正しかったのかもな）


　真由と麗華は変貌した峻護を遠巻きにし、何事かひそひそと話し合っている。眉まゆ根ねを寄よせてひどく困こん惑わくしているようだ。


　それを見た峻護の心に良心の呵か責しやくが芽生えかけたが、彼はそれをあわてて打ち消した。段階を踏ふんでいくのではなくいきなり変身するというのもまた、友人たちから受けたアドバイスの通りなのである。


（とにかくおれは、このキャラを徹てつ底ていして貫つらぬき通す。そうすることで、おれという男はもう一段階上の男になってみせるんだ。そう、姉さんですら認みとめざるを得ないほどの……）


　確かつ固こたる決意で関白宣せん言げんをする峻護だが、同どう居きよ人にんにいきなり豹ひよう変へんされた側としては『はいそうですか』と簡かん単たんに頷うなずけるものではない。


（……わたし、いつもの二ノ宮くんがいいなあ）


（同感ですわね。不器用で金づち頭で朴ぼく念ねん仁じんな二ノ宮峻護も困こまりものではありますが、いきなりあんな亭主関白キャラになられてもいっそう困るというものです）


（それに二ノ宮くんには申し訳ないですけど……あのキャラって、あまりうまくやれてませんよね？）


（うまくやれてないどころか明らかに三さん文もん芝しば居いですわよ。当の二ノ宮峻護はうまくやれてると思い込んでるみたいですけど）


（じゃあやっぱり、あのキャラは止やめさせてあげた方がいいですよね）


（ええ。ですが『下へ手たくそだからやめろ』『似に合あわないからやめろ』という言い方は避さけた方がいいでしょうね。あそこまで極端にキャラを変えてきたからには、あの男にもそれなりの覚かく悟ごがあってのことでしょうし。一応あの男のプライドに配はい慮りよしつつ、うまく止めさせる方向に持っていかねば）


（なるほど、さすが麗華さん。で、具体的にはどうすれば？）


（難むずかしいところではありますが……さしあたりあの男が何を要求してきても断ことわることにしましょう。そうすれば亭主関白キャラも張はり子この虎とらになるでしょうから、そのうち自分のキャラの不ふ適てき性せいに気づくのではないかと──）


　そうこうしているうち、新聞に目を落としていた峻護が顔をあげて、


「おいっ！」


「は、はいっ、なんですか二ノ宮くん!?」


　峻護はあごをくいっ、くいっ、と下げて『こっちへこい』の態てい。真由は麗華とアイコンタクトを交わしてからとてとてと駆けて行って、


「ええと、何かご用でしょうか？」


「ん」


　と、今度はあごをしゃくる峻護。彼が示しめす先には空からになった湯のみがあった。


（ええと……これはつまり、おかわりのお茶をいれろ、ってことですよね？）


　むろん、普ふ段だんの真由であればいそいそと従したがうところである。だが真由はあえてそっけなく、つんとそっぽを向いた。


「……おい」


　その態度に峻護は眉み間けんにしわを寄せるが、しかし真由は知らんぷり。


「おいっ」


　肩かたをいからせて（たいして怖こわくもないが）すごむ峻護。それでも真由は知らんぷり。


「おいッ」


「…………」


「おいこらッ！」


「…………」


　テーブルを拳こぶしで叩たたいて声を荒あららげる峻護と、澄すまし顔でそっぽを向く真由。ふたりの攻こう防ぼうがしばしつづく。その様はあたかも『一方的に命令ばかりしてきた亭主にとうとう反旗を翻ひるがえした妻』みたいな構こう図ずであった。


（な、なぜだ……）


　その徹てつ底ていした反はん抗こうに、峻護の表情がだんだん情なさけないものになっていく。


（さっきまではうまくいっていたのに、急にこんな風にすげなくされてしまって。ああ、おれの志こころざしは早くもこんなところで潰ついえてしまうのか……）


　がっくり肩を落としてしょんぼりする峻護。上うわ背ぜいのある彼がそんな有様になるといっそう哀あわれを催もよおす感じになり、


（はうっ!?）


　それを見た真由の心は、手て拭ぬぐいでも絞しぼるようにぎゅうううっとなった。ひどく切ない気持ちになり、常つね日ひ頃ごろから峻護より受けている恩おんの数々を思い出しては罪ざい悪あく感かんがチクチクとうずき、


「す、すいませんでした二ノ宮くん！　えーとお茶ですね、今すぐ持ってきます！」


「えっ？……う、うむ、そうか。はじめからそういえばいいのだ。うむ」


　塩をふった菜っ葉のようにしおれていた峻護がたちまち元気を取り戻し、鼻高々にふんぞり返る。態たい度どはどうあれ明るい様子になった峻護に真由もホッと一安心。いそいそとお茶を汲くみ終えて、一仕事終えたような顔でニコニコと麗華のところに戻ってきたのだが、


（つ～き～む～ら～ま～ゆ～？）


　メイド少女が頭に角を生やして出で迎むかえたことは言うまでもない。


（あなたいったい何をやってるのです！　二ノ宮峻護が何を要求してきても毅き然ぜんたる態度ではねつける──そういう手て筈はずになってたはずでしょう!?）


（は、はう、すいません……でもあの、二ノ宮くんにあんな顔されると、わたし弱くて）


（ふん、その甘あまやかした態度が人をダメにするのですわ。よく見てなさい、次はわたくしがお手本を示して差し上げます）


　などと少女ふたりが小声でやり取りするうち、亭主関白に戻った峻護がふたたびふんぞり返った様子で、


「おいっ！」


　あごをくいっ、くいっ、と下げて『こっちへこい』の態。麗華は真由とアイコンタクトを交わしてからきびきびと歩いて行って、


「わたくしに何か用ですかしら？」


「ん」


　と、今度はあごをしゃくる峻護。彼が示す先には空になったごはん茶ちや碗わんがあった。


（ふん。ごはんのおかわりを持ってこいと言いたいのでしょうが……）


　ついっ、とそっぽを向く麗華。基き本ほん的に羊ひつじとか山や羊ぎみたいなおっとりタイプの草食動物系である真由に対して、麗華は狼おおかみや鷹たかに近い肉食動物系である。ひとたび冷れい淡たんな態度を取らせると、けんもほろろで侵おかしがたい雰ふん囲い気きをまとうのだ。


　腕を組んであさっての方角を向くその姿からは『わたくしは月村真由のようにはいきませんことよ』という言外のセリフが聞こえてきそうで、意い気き軒けん昂こうだった峻護の態度はたちどころにしぼんでいく。


（くうっ、またしてもすげなくされて……やっぱりおれにはこういう方向は向いてないんだろうか？）


　萎なえかけた峻護だったが、ふと思い出してポケットに手を入れた。そこに入っているのは小さなメモ帳。今回の相談を持ちかけた友人たちからもらった餞せん別べつであった。


（吉田と井上と綾川さんによれば、『困った時にはこれを開け』ってことだったけど……）


　峻護は麗華に見られないようにそのメモ帳を取り出し、すばやく目を走らせた。


　たちまち彼の瞳ひとみに希望の光が点ともる。今現在の状じよう況きようは軍ぐん師し役である友人たちの予想するところであり、メモ帳の中身は様々なシチュエーションへの対たい応おう策さくが書かれたアンチョコだったのだ。


　そこに記してあったアイデアのひとつを読んで小さく頷うなずくと、峻護は咳せき払ばらいをして、


「おいっ」


「…………」


　麗華はツンとした顔で聞こえてないふり。


「おいッ」


「…………」


「おいこらッ！」


「…………」


　声を荒らげて何度呼よびかけてもガン無む視し。そこで峻護はアンチョコに書かれた必殺の一いち撃げきを繰くり出すのだ。


「──おい、きいてるのか、れいか！」


「っ!?」


　途と端たん、まん丸に目を見開いて峻護の方を向く麗華。


「に、二ノ宮峻護？　いま何とおっしゃいまして？」


「きいてるのかれいか、といったんだ！　そんなこともききとれないのか、このぐずめ！」


　口くち汚ぎたなく罵ののしられても麗華が怒いかりを示さなかったのは、峻護の口調がぎこちなかったからではない。苦節すること幾いく星せい霜そう──彼女は初めて、想おもい人に下の名前で呼ばれたのである。


　じわじわと感動のさざ波が押し寄せ、次し第だいにそれは白いしぶきを立てる大波に取って代わり、麗華は骨ほねまで溶とけてしまいそうになった。


　思いを寄せる男性に下の名前で呼ばれる──それはなんと甘かん美びで、かぐわしい香こう気きに満ちた喜よろこびであろう！　たったそれだけのことで、彼かの人との距きよ離りがゼロに等しいところまで近づいた気になってしまう、まさに魔ま法ほうの言葉……。


「も、もう一度！　もう一度おっしゃいなさい！」


「うむ。そこまでたのむなら、いってやらんこともない。──おい、きいてるのかれいか！」


　じーん、と打ち震ふるえる麗華。


「も、もう一度！　もう一度ですわ！」


「それより、めしのおかわりはどうした？　それをもってくれば、おまえののぞみをかなえてやらんでも──」


　言い終わる前に駆かけ出していた。キッチンに駆け込み、山やま盛もりにご飯をよそってたちまち戻ってくる。


「さあ持ってきましたわよ！　一いつ升しようでも二升でも食べて構かまいませんから、さっきのをもう一度──」


「うむ。はじめからおれにさからわず、そうやっておとなしくいうことをきいていればいいのだ、れいか」


　麗華はまぶたを閉じ、両手を祈いのるような形に合わせて、じーんとその単語の響ひびきに聞き入っている。


　むろん彼女の理り性せいは、峻護がそういう意味で下の名前を口にしたわけでないことを察さつしていたが、なにしろ『恋こいは盲もう目もく』である。普段の彼女に似ずすっかり舞まい上がってしまい、峻護の居い丈たけ高だかな命令をニコニコ顔で聞き入れている。


　一方で峻護の方も、


（ううむ、たったこれだけのことで効果が表れるとは……恐おそるべしアンチョコの威い力りよく。でもなんで下の名前を呼んだだけであんなにうれしそうなんだろう？）


　と、女心のオの字もわからない彼らしく内心で首をひねっていたが、成功に気を良くしていよいよ亭主関白キャラへの依い存ぞん度どを上げていくのだった。




[image: ]


　ひとりだけバカをみたのは真由である。


（れ～い～か～さ～ん？）


　恍こう惚こつの表情で戻ってきた麗華へ、ほっぺたを膨ふくらませて憤ふん慨がいし、


（お手本を示すとか言っておいて、あれはどういうことです!?　二ノ宮くんが何を要よう求きゆうしてきても断るんじゃなかったんですか!?）


（うっ、そ、それは……だって、あれは仕方なかったのです！　ああいう奇き襲しゆうを受けるとはわたくし想そう定ていしてなくて……！）


（麗華さんはひどいですっ。それだったらわたしだって、下の名前で二ノ宮くんに呼んでもらいたいです！　わたしも今から二ノ宮くんのところへ行って命令をちゃんと聞いて、ごほうびに下の名前で呼んでもらいます！）


（ちょ、ちょっとお待ちなさい！　それでは当初の予定と正反対じゃないの！）


（それでも下の名前を呼んでもらいたいです！）


（いいえ、それはなりません！）


　少女ふたりはしばし、服や髪かみを引っ張り合いながら小声でやり合っていたが、やがてその不毛さに気づき、


（……とにかく、二ノ宮くんの言うことを聞かない作戦は失敗したから、次は別の方向で）


（……そうですわね、別の作戦を練る方が前向きですわね。月村真由、あなたに何かいいアイデアがあって？）


（はい、こういうのはどうでしょう……ゴニョゴニョ）


　うんうん、と頷うなずき合い、少女ふたりはテーブルの峻護のところに歩いて行って、


「二ノ宮くん。ごはんのおかわりは、もう平気ですか？」


「うむ。たいしてうまくもなかったが、まあおなかはもういっぱいだ」


「それでしたら二ノ宮峻護、朝食の後に朝風ぶ呂ろなどはいかがかしら？　食事を終えてすぐにひとっ風呂──なかなか乙おつなものですわよ？」


「ふむ？」


　ニコニコ笑いながら勧すすめてくる少女ふたりに、峻護はしかめっ面つらで考える。普段の彼であれば朝風呂などという贅ぜい沢たくは忌き避ひすべきところだが、


「……うむ。まあそこまでいうなら、ふろにはいってやらんでもない」


　重々しく頷いて席を立ち、二十四時間入にゆう浴よく可か能のうなヒノキ風呂へと移い動どうする。


　ところが、


「……なぜ、おまえたちまでいっしょについてくる？」


　脱だつ衣い場じように入ってきた峻護につづいて、少女ふたりもニコニコと入ってきたのだ。


「だって、当然じゃないですか～」とニコニコ顔の真由。「わたしたちはひとりの女じよ性せいとして、立りつ派ぱな男性である二ノ宮くんのお世話をいろいろしなきゃいけませんから」


「そういうことですわ」と麗華もニコニコしながら、「立派な男性であるあなたの世話を、わたくしたちは逐ちく一いちするべきですわよね？　食事だけではなく、お風呂の世話も」


「…………」


　たらり、と冷ひや汗あせをかく峻護。


「立派な男性なら、わたしたちの目なんて気にせず着き替がえくらいできちゃいますよね～？」


「ええその通りですわ。男子たる者、婦女子の目線などはまるで頓とん着ちやくせず、着替えも入浴もできるはず……その程てい度どのこともできなければ、とうてい立派な男性などとはいえませんわねえ？」


　ニコニコ顔で頷き合う少女ふたり。付け焼やき刃ばで亭主関白を演えんじている峻護が、自らボロを出すよう仕向ける作戦に切りかえたのだ。


　むろん、根が生き真ま面じ目めにできている峻護である。女性の前で素すっ裸ぱだかになるなど、姉に強きよう制せいでもされない限かぎりはできない相談であった。たとえ生真面目かどうかをおいておくにしても、そんな大だい胆たんな行こう為いにおよぶ度ど胸きようはない。


（でも──今のおれは、新しく生まれ変わるべき時。過か去このおれにはできなかったことをやってこそ、二ノ宮峻護という男はリニューアルできるんだ……！）


　羞しゆう恥ち心しんと使命感との間で苦く悩のうしつつも、峻護は決断した。


　おもむろに上うわ着ぎをがばりと脱ぬぐと、少女ふたりがあっと息を呑のんだ。しかし峻護はもうためらわない。シャツを脱ぎ、ズボンを脱ぎ、さらには一気呵か成せいにパンツまで脱ぎ捨すててしまう。


『女の子の前で着替えなんてできるわけない』と高をくくっていた真由と麗華はちいさく悲鳴をあげ、両手で顔を覆おおった。そのふたりの前を、丸裸になった峻護がずかずかと歩いてゆき、浴場のドアを開けて入っていく。


　湯船につかってようやく一息つき、こわばっていた顔面筋きん肉にくの緊きん張ちようを解といた。


（ふう。どうにか乗り切った、かな？）


　まさか真由と麗華があんなことを言い出すとは思わず、かなり焦あせってしまったが……これでまた一歩、新生二ノ宮峻護に近づけたはず。


（そう、いつものおれならできなかったことを、着実にクリアしていってる今……確かく実じつにおれは進化している。この調子、この調子……）


　満足げに頷いてリラックスする峻護だったが──すぐさま次なるピンチがやってきた。


　ガラリと浴室のドアが開き、峻護がそちらに目をやると、


「んなっ──」


　あんぐりと口を開ける。


　頰ほおを染そめつつ浴室に入ってきたのは真由と麗華──それも身体からだにバスタオル一枚まいを巻いたきりの、きわどい姿なのである。


「な、なんだおまえたち」裏うら返がえりそうになる声をどうにか抑おさえつつ、「なにをしにきた。おまえたちをよんだおぼえはないぞっ」


「あ、あの、そのっ」真由が頰ほおを真っ赤にしながら、「わたしたちはひとりの女性として、立派な男性である二ノ宮くんのお世話をいろいろしなくちゃいけなくて、だから──」


「そ、そういうことですわっ」麗華も耳まで赤くなって目を泳がせつつ、「先ほども言ったでしょう、お風呂の世話をすると。大人しくわたくしたちの世話を受けなさいっ」


「…………っ!?」


　唐とう突とつな展てん開かいに頭を混こん乱らんさせつつ、峻護はごくりと喉のどを鳴らす。


　幼おさない系の顔立ちでありながらおそろしくグラマラスなボディを誇ほこる真由。


　スレンダーながらメリハリのきいた身体のラインがひどく美しい麗華。


　いずれもそのシルエットからして、バスタオルの下に何もつけていないことは明らかだった。


　ふらっ、と一いつ瞬しゆん意い識しきが遠くなるほどの魅み惑わくのダブルパンチを食らった峻護の耳に、さらなる過か激げきな発言が聞こえてくる。


「あ、あ、あのっ、わたし、いっしょに湯船につかってもいいですかっ!?　だって、立派な男性だったら、そのくらいのこと全然へっちゃらですよねっ!?」


「そ、それだけではありませんわよっ？　あなたのカラダはわたくしたちが手ずから洗あらって差し上げます。立派な男性であればその程度、眉ひとつ動かさずに受け入れるはずですわよねっ!?」


　何をばかなことを──と言いかけて、峻護はハッと気づいた。


　これまでの峻護であれば、極きわめて高い貞てい操そう意い識しきに基もとづき、少女ふたりの申し出を一も二もなく拒きよ絶ぜつするところである。事実、今もそうしかけた。だが、今の二ノ宮峻護は新たに生まれ変わるべく研けん鑽さんしている身──果たしてここで拒絶することが、次世代の自分にとってプラスになるのだろうか。


（いや、そうじゃないはずだ。ここはやはり、新生した二ノ宮峻護がどういうものか、満天下に知らしめるべき時……！）


　峻護も男である。一度こうだと決めたことを、そう簡かん単たんに曲げるわけにはいかない。


（むうう……っ）


　まぶたを閉じ、眉間にぎゅっとしわを寄せ、そして己おのれに言い聞かせる。今からおれは生まれ変わる、今この瞬しゆん間かんからおれは生まれ変わる、生まれ変わる、生まれ変わる、生まれ変わる──！


　峻護の心しん象しよう風ふう景けいでは今、横よこ殴なぐりの風雨が荒れ狂くるい、空には黒々とした暗雲がとぐろを巻き、稲いな光びかりが縦じゆう横おうに激はげしく光っていた。あたかも新生二ノ宮峻護をこの世に生み落とすための、何かの儀ぎ式しきであるかのように。


（おれは、生まれ、変わる──ッ！）


　いっそう太くまばゆい稲いな妻ずまが、轟ごう音おんを立てて峻護の脳のう天てんに突つき刺ささった。


　次の瞬間。


　峻護はカッとまぶたを見開き、ぎらりと強い輝かがやきを放つ目で少女ふたりを見み据すえて、


「──いいだろう。お前たちふたりの好きなようにしろ」


『えっ？』


　同時にきょとんとする真由と麗華に、峻護は落ち着き払はらった声で、


「どうした真由？　湯船に入ってくるんじゃなかったのか？」


「はわっ!?　あの、ええとその、まさか二ノ宮くんがほんとにそんなこと言ってくるとは思ってなかったというかなんというか、ええとわたしはどうすればっ!?」


「入ってくる時はバスタオルを脱げよ？　マナーを守れん女に用はないからな」


「ばばばばばバスタオルをっ!?　あわわわわわ──」


「おい麗華。俺おれの身体からだを洗うと言ったな？」


「えっ!?　ええ、確かに言いましたが……ええとそれはその、言葉のあやというわけではないけれど当たらずといえども遠からずというか、多少の語ご弊へいがあるというか……！」


「望みどおり洗わせてやる。前も後ろもな。せいぜい丁てい寧ねいに洗えよ？」


「なっ!?　前も後ろもって、そ、そんな──！」


　湯船を広々と使ってくつろぎつつ不ふ敵てきに言い放つ峻護に、真由も麗華も啞あ然ぜん呆ぼう然ぜん。


　そればかりか、


「さて、そろそろ身体も温あたたまってきたな。出るか」


　そうひとりごちるや、何の予告も警けい告こくもなしに湯船から立ち上がったのである。


　湯気をまといつつ露あらわになる、一糸まとわぬ峻護の姿。それを目まの当たりにした少女ふたりはいっそう大きく目を見開いて、


『いっ、いやああああ─────っ!?』


　踵きびすを返し、肩かたを並ならべて、ほうほうの体ていで浴室から退たい散さんする。


「なっ、なんですの!?　どうしてあの男、いきなり堂々とあんなことをし出したのです!?」


「わ、わたしに訊かれても～！」


　リビングまで退たい却きやくし、ふたりしてハアハア息を切らせながら、


「なんだかよくわかりませんが……あの男、どうやら本気で覚かく醒せいしてしまったようですわね。これまでのヘタレキャラではなく、もっとこう……妙みように男らしい感じに」


「あうう……寝ねた子を起こしてしまった、みたいな感じでしょうか？」


　お互たがい顔を見合せ、ハアとため息をつく真由と麗華。


「……作戦は完全に失敗ですわね」


「はい……でもわたし、これはこれでよかったんじゃないかって気もしてます、実は」


「ええ、同感ですわ。これまでのヘタレを卒業して、ほんとうに男らしく生まれ変わったのであれば……それは喜ぶべきことと言わねばならないでしょうね」


「じゃあ、変身しちゃった二ノ宮くんの今後を温かく見守っていく、みたいな感じで」


　そう言って、ふたりの少女は微笑ほほえみ合った。峻護をめぐるライバル同士である彼女たちだが、峻護が成長してくれることは誰だれにとってもマイナスにはならないはずだった。


「そういうことであれば……せいぜいわたくしは貞てい淑しゆくな女性として、二ノ宮峻護に負けぬよう励はげむとしますわ。まずはこれまであの男が担たん当とうしていた家事をわたくしが片かた付づけて──」


「あっ、抜ぬけ駆がけはずるいです麗華さん！　わたしも家事を──」





　　　　＊





　……競きそうようにして出て行った少女ふたりと入れ替かわるようにして、湯上がりの峻護がリビングに入ってきた。


　悠ゆう然ぜんたる仕草で峻護は──いや、ニュー峻護はソファに身体を沈しずみ込こませると、かつての彼からは想像もつかない不敵な微笑を浮かべて、


（ふふ、自分でも驚きだが……この短期間で見事、リニューアル計画は成功したな。ここまで劇げき的てきに変われば姉さんだって認みとめざるを得ないだろう。いや、今の俺なら姉さんすら超こえる存そん在ざいになることも夢ゆめでは──）


　とその時、玄げん関かんの方から物音がして、


「ただいまー、いま帰ったわよー」


　やや乱らん雑ざつな足音を立てつつ、しばらく外出していた姉の涼子がリビングに顔を出した。


「あーもー疲つかれた疲れた。峻護、お茶出して。あとお腹なかすいたから食事も出して頂ちよう戴だい。十分以内ね」


　疲れた表情で向かいのソファに身体を預あずけ、一方的な命令を下してくる涼子。いつもの峻護であれば、パブロフの犬よろしく反はん射しや的に言うことをきいてるところだが。


（ふふ、こんなに早くニュー峻護を披ひ露ろうする機会に恵めぐまれるとは……）


　内心でほくそ笑みつつ、ニュー峻護はゆっくりと見せつけるように足を組んで、


「お茶が飲みたいなら自分でくめ。飯が食いたいなら自分で用意しろ。言えばすぐに欲ほしいものが出てくると思うなよ、涼子」


　その言葉にぴくん、と涼子が反はん応のうし、わずらわしげに視し線せんだけをニュー峻護に向ける。


「むしろ風呂上がりの俺に冷たい茶を持ってこい、涼子。キンキンに冷やして、ただし氷を入れずに、だ。温度はぴったり[image: ]Ｃで。少しでもズレてたらくみなおしだぞ？　さあ、ボーっとしてないでさっさと行ってこい」


「ふうん……？」


　でかい口を叩たたく弟を見てわずかなため息をつくと、涼子は無言で立ちあがった。


　そのまま疲れた足取りでキッチンに向かう姉──ニュー峻護にとってかつての絶ぜつ対たい的てきな上位者を満足げな目で見送って、


（フッ。このニュー峻護からすれば、涼子ですら下げ僕ぼくも同然。リニューアルしたこの俺のあまりの存在感に、ひとことも言い返すことなくお茶をいれに行ったぞ……フフ……）


　と、その刹せつ那な。


　頭とう頂ちよう部ぶにどばどばと、何かの液えき体たいが降ふりかかる感かん触しよくがあった。


（…………？）


　一瞬きょとんとするニュー峻護。


　やがてはげしく湯気を立てる液体が顔に伝ってきて、その液体が衣服に垂たれてきてもまだ湯気をあげているのを見て、


「──熱っちいいいいいいいいいいい!?」


　ようやく悲鳴をあげ、頭を抱かかえて床ゆかをのたうちまわるニュー峻護。


「あら、ちょっと温ぬるかったかしらね？　まだ動き回れるなんて」


　湯気を立てる湯ゆ呑のみを逆さかさにした格かつ好こうのまま、涼子が感心したような声を上げるのへ、


「こ、こンの大おお馬ば鹿か野や郎ろう！　貴き様さま、この俺にここまでしたからには──はぐあっ!?」


　無言で蹴けり上げた涼子のつま先がクリーンヒット。ニュー峻護の身体は垂すい直ちよくに舞まい上がって天てん井じように叩きつけられ、落ちてきたところを涼子が片手でキャッチ。


　そのままニュー峻護の顔をゼロ距きよ離りで覗のぞき込み、


「実じつ質しつ的てきな家長であり、一家の大黒柱であるわたしが仕事から帰ってきたところでさっきの暴ぼう言げん──ずいぶんと偉えらくなったもんねえ、峻護？」


「っ!?　なんだとこの──」


　反はん論ろんはそこで止まった。ごく淡たん々たんとニュー峻護の目を覗き込んでくる姉の目は、悪あつ鬼き羅ら刹せつのそれだった。


「まったく、手間かけさせるんじゃないわよ。ほれ、ごめんなさいは？」


「ご、ごめんなさいだと!?　どうしてこの俺が謝あやまらなきゃ──はぐうっ!?」


　涼子は拳こぶしを弟の鳩みぞ尾おちにめり込ませつつ、


「ごめんなさいは？」


「────っ！」


　姉は、ひどく機き嫌げんが悪いようだった。ついでに言うと、『根本的な性格から自分を変えてみせなさい』と弟に言ったことも、忘ぼう却きやくの彼方かなたに置き去りにしている風ふ情ぜいであった。


　ニュー峻護の表情に恐きよう怖ふの色が浮うかんだが、それでも彼はくじけない。


「くそっ、誰が謝るか！　俺は新しく生まれ変わって──ぐふっ!?」


「ごめんなさいは？」


「あ、謝らないぞ……俺は、俺は生まれ変わっ──ぶぐっ!?」




[image: ]


「ごめんなさいは？」


「ふん、くそくらえだ。俺は死んでも──ぐぎゃ!?」


「ごめんなさいは？」


「ぜ、ぜったい嫌いや──ほぎゃっ!?」


「ごめんなさいは？」


「拒きよ否ひす──ぶげっ!?」


「ごめんなさいは？」


「い──ぼおっ!?」


「ごめんなさいは？」


「──ぬぎゃっ!?」


「ごめんなさいは？」


「────」


「────」





　　　　＊





　……数分後。


　リビングに戻ってきた真由と麗華が見たものは、すっかり元に戻った──どころか以前にもまして従じゆう順じゆんになってしまった峻護の姿だった。


「お茶」


「はい、ただいま！」


「お菓か子し」


「はい、シフォンケーキとチョコレートムースがございますが、どちらになさいますかお姉さま!?」


「肩」


「はい、肩もみですね!?　喜んで！」


　わずか数分で『男らしい男』からすっかり『下僕』『召使い』に成り下がって、姉に侍はべっている峻護の姿に、真由も麗華も一様に落らく胆たんと拍ひよう子し抜ぬけの気分を味わわされたが──あちこちに青タンをこさえている峻護の惨さん状じようをみて事情を察し、なんら苦情の類たぐいを述のべることはなかったという。







おしまい





　峻護、死し期きを悟さとるのこと







　目を覚ますと、昼下がりの陽光がまぶしく峻しゆん護ごを射いた。


「ん……あ……」


　その陽ひざしに眉まゆをひそめ、手をかざして光をさえぎる。部屋の中は清らかな太陽の恵めぐみを目いっぱいに受けて、あたかも天上界の一部であるがごとくに輝かがやき、午後を流れる緩ゆるやかな時間を演えん出しゆつしていた。


（何時だ？　今……）


　ぼんやりした頭で、ほぼ無む意い識しきのうちに現げん時じ刻こくを探さぐる。二にノの宮みや家の家事の一いつ切さいを取り仕切っている峻護だけに、その行動はもはや遺い伝でん子しに刻きざみ込こまれたそれに近い、のだが。


（あれ？　そもそもおれって、何で寝ねてたんだっけ？）


　意識が覚かく醒せいしてくるにつれ、ひどく根本的な疑ぎ問もんが脳のう裏りをよぎった。広こう壮そうな二ノ宮家の家事を取り仕切るのは言うまでもなく激げき務むであり、おちおち昼寝などしていられる身分ではないはずなのだが。


　とその時、こちらを見おろしているふたつの人ひと影かげに気づいた。


「に、二ノ宮くん……？」


「このタイミングで目を覚ましますか……」




[image: ]


　二ノ宮家でひとつ屋根の下に暮くらす少女、月つき村むら真ま由ゆと北ほう条じよう麗れい華かが、なにやらバツの悪そうな顔をしている。ふたりしてササッと何かを後ろ手に隠かくしたような気がするが、寝ぼけているゆえの目の錯さつ覚かくだったろうか。


「ええと、その、お目覚めですか二ノ宮くん？　あの、その……」


「あー、うー……め、目覚めの気分はいかがでして？　二ノ宮峻護」


　なにやら歯切れの悪い様子で声をかけてくる真由と麗華。その様子に「？」と内心で首をかしげながら起き上がろうとして、そこでようやく峻護は自分がベッドに寝かされていることに気づいた。陽気に誘さそわれてソファの上でついウトウトしてしまった、というわけではなく、かなり熟じゆく睡すいしていたようだ。


（どうも……前後がハッキリしないな……）


　上半身だけ起こして二、三度頭を振ふる。なぜこんな時間に惰だ眠みんをむさぼっていたのかもわからず、どうしてこんなに記き憶おくがあいまいなのかもわからない。


　それにたったいま気づいたことだが、なぜだか頭がくらくらしていて、それゆえかいささか気分がすぐれない。基き本ほん的には健康体である峻護だけに、これはちょっとした事じ件けんであると言えた。


　ともあれいつまでも寝ているわけにはいかない。少しばかり体調が悪かろうと、自分にはやるべき家事が山ほどある。とっとと起き出して仕事のつづきをやらねば……。


　と思ってベッドから出ようとしたのだが、


「あっ!?　だ、だめですよ二ノ宮くん、もう少し寝てなくちゃ！」


「そ、そうですわっ！　あなたは日ごろの激務で疲つかれが溜たまっているのです、たまにはゆっくり休むのが吉きちだと思いましてよっ!?」


　なぜだか妙みように焦あせった感じの少女ふたりによって、ほとんど強ごう引いんにベッドへ戻されてしまった。


（？　月村さんも北条先せん輩ぱいも、いったいどうしたんだ。なんだかさっきから様子が変だけど……）


　怪け訝げんに思いつつもじっと少女ふたりを観察してみると、ずいぶんとこう、よそよそしい感じである。目が合いそうになるとあわてて逸そらしたり、あるいは何か話そうとして口を開いてはどっちつかずにもごもごと閉じてしまったり。どうにもこう、普ふ段だんとはちがう態たい度どなのだ。


　先ほど芽め生ばえたばかりの疑ぎ念ねんは急速に根を伸ばし、記憶のあいまいさを養分として、疑ぎ心しん暗あん鬼きという名の実を大量に結びつつある。


「あの、ちょっと訊ききたいんだけど」


　それでも峻護は努めて軽い調子で声をかけたのだが、


「えっ!?」


「な、なんですの二ノ宮峻護？　一体わたくしたちに何を訊きたいというのですっ？」


　ただそれだけで警けい戒かいのような、怯おびえのような色を見せる少女ふたり。


　その様をいよいよ訝いぶかしみつつも、峻護はできるだけ平静を装よそおって、


「ええと、なんでおれはここで寝ちゃってるんだ？　どうも記憶がハッキリしなくてよく憶おぼえてないんだけど……」


「……え？」


「お、憶えてないんですの……？」


　きょとん、とした表ひよう情じようで、真由と麗華はお互たがいに顔を見合わせる。


　しかしそれも一いつ瞬しゆん、ふたりはたちどころに表情を取り繕つくろって華はなやかな笑え顔がおを張りつけると、


「そ、それならそれで好都合……もとい、それはきっと神さまのお告げですよ二ノ宮くん！　日ごろの面めん倒どうなことはきれいさっぱり忘わすれてゆっくり休みましょう、ってことなんですよ、きっと！」


「──そう、その通りです！　月村真由もたまには理りに適かなったことを口にするというもの。今日ぐらいはじっくりたっぷりゆっくりとすればいいのですわ、二ノ宮峻護！」


　なにやら意気投合して頷うなずきあっている。普段であればむしろ犬けん猿えんの仲なかと呼んで差さし支つかえないふたりなのに。


（な、なんだなんだ？　ぜったいおかしいぞ、これ！）


　そう、どうみてもおかしい。でも何がおかしいのかが分からない。


　異い様ような状じよう況きようと、そして不ふ可か解かいきわまりない成り行き。


　穏おだやかな午後の日は、にわかに風雲急を告げる事じ態たいに急転し、峻護は不吉な予感に恐おそれおののくのだった──。





　　　　＊





（……落ち着け。まずは状況を整理しよう）


　半はん強きよう制せい的てきにベッドに寝かされたまま、峻護は混乱しつつある思考の舵かじを四苦八苦してコントロールしつつ、現状の把は握あくを試みた。


　まず第一に、自分はベッドに寝かされている。なぜか？　なぜなら真由と麗華がそうするよう強く勧すすめてくるからだ。でもどうしてふたりはベッドに寝るよう勧めてくるのだろう。少しばかり頭がくらくらするような気がするが、それとて絶ぜつ対たい安静を命じられるほどのものではないはずである。


　では時間の経けい過かはどうか？　自分が眠っている間にどれほどの時間が経過しているだろう──これについては、わりあい正確な体内時計が答えを示しめしてくれる。せいぜいが三時間から四時間ほどであり、その間に何が起こっていたかについては──


（……だめだ。こんなふうに考えててもラチが明かない）


　なぜなら現在における最大かつ致ち命めい的な問題は、ここ数時間ほどの記憶がきれいさっぱり抜け落ちてしまっていることにあるのだ。


　おそらくは一いつ過か性せいの記憶喪そう失しつであろうから、じきにいろいろ思い出してくるとは思う。しかし今この状況においてそのことは、あまりに大きなハンディだ。この有様では自由な身動きの取りようもない──ことにふたりの少女が峻護をベッドから出さないようにすべく、きっちり監かん視ししている状況では。


「二ノ宮くん、今日はしっかりきっちり休息をとってくださいね。ねっ？」


「そう、その通りですわ！　とにかく今日はゆっくり休むのが一番です。何でしたら睡すい眠みん薬やくでも持ってきますから、寝つきが悪いようでしたら遠えん慮りよなくおっしゃい。そうすればまだやり直しがきく……もとい、とにかくゆっくり休みなさい！　よろしいですわね？」


　少女ふたりはいずれも峻護のベッドにぴたりと張り付き、笑顔を作って気き遣づかいの態ていを示している。しかし表向きの顔とは裏うら腹はらに、どこか鬼き気き迫せまるような、有う無むを言わせぬ空気を漂ただよわせてもいた。このままベッドで寝ていてほしいと念ねんじる、あたかも呪じゆ詛そでもかけているかのような強い意志を感じるのだ。


　その必死さにちょっと引き気味になっていた峻護ではあるが、かといって何も訊たずねないままでは本当に事態が進展しない。


「あのー……」


　おずおずとではあるが、峻護は意を決して口を開いた。


「どうもここ数時間のあいだの記憶が定かじゃないんだけど。一体おれはどうしてベッドで寝てるんだ？　ふたりはその事情を知ってるんだろう？」


「事情、ですか……？」真由はあからさまに決まり悪そうな様子で目をそらし、「……そんな、事情なんてどうでもいいじゃないですか。二ノ宮くんにとって、今ここにある人生がすべて……過ぎ去ったことを振り返るのは、よくないことだと思います」


「まさしく、月村真由の言う通りです」麗華もまたしきりに頷いて、「過去を振り返る者は愚ぐ者しや、未来を見み据すえる者は賢けん者じや、と申しますわ。二ノ宮峻護は限かぎりある時間を有ゆう意い義ぎに過ごすべきであり、わざわざ好き好んで愚者になる必要はないと、わたくし確かく信しんする次し第だいです」


「…………」


「そ、そうだ二ノ宮くん！」


　不ふ審しんのかたちに眉をひそめる峻護を見て、真由がわたわたと両手を振りつつ、


「何かしてほしいことはありませんか？　いまの二ノ宮くんは体調も悪いみたいだし、わたし何でもしますよっ」


「してほしいこと……？」


「そ、そうですわ二ノ宮峻護。今日に限っては特別に、わたくしも様々に便べん宜ぎを図はかって差し上げますことよ？」麗華も奇き妙みようなほど真由に同調して、「臥ふせっている者に対しては、常つね日ひ頃ごろ以上のいたわりをもって接せつするのが世の理ことわり。多少の無む茶ちやであっても聞き入れる用意はありますから、遠慮なくおっしゃい」


　やたらニコニコ愛あい想そよく申し出てくる少女ふたりに、峻護はいよいよ不信の念を禁じえない。一体どういう意図をもってこんな申し出をしてくるのか……普段の真由も麗華もべつに不親切で無ぶ愛あい想そうというわけではないが、それにしてもここまで至いたれり尽つくせりだとさすがに警けい戒かいしてしまう。


（……とはいえ、おれはどうあってもベッドに臥せっていなきゃいけないみたいだし、ここはありがたく申し出を受けておけばいいか）


　かといって別に無茶な指図をする気もない。峻護は自分の現状を鑑かんがみて、ごく自然でまっとうで無ぶ難なんなことを願い出てみた。


「ええとそれじゃあ、水をコップ一杯ぱいもらえるかな？」


　ごくまっとうな要求だったはずである。目が覚めたばかりで喉のどが渇かわいているし、ベッドの上から動けないということであれば、誰だれかに頼たのんで水分を補ほ給きゆうできるものを持ってきてもらうしかない。


　ところが、である。


「水──」


「水、ですか」


　その要求を聞くや、少女ふたりは何やら考え込む風ふ情ぜい。


　峻護に背を向けて何事かひそひそと話し合っていたが、やがてこちらを向いて愛想笑いを浮かべると、


「ええと、飲み物はもちろん持ってきますけど、水じゃなくてもいいですよね？　水分を摂とれるものであれば」


「えっ？　ああ、まあ別に、喉さえ潤うるおうなら水じゃなくてもいいけど……」


「そう、それとコップはよくありませんわ二ノ宮峻護。もしガラスが割れてケガでもしたら大変ですからね。プラスチック製のカップだとか、あるいは紙パックに入ったものがベストでしょう。それでよろしいですわね？」


「えっ？　ああはい、入れ物については別に何のこだわりも……」


　そう頷くと少女ふたりはホッとした顔になる。


（……おかしい。やっぱりぜったい何かある）


　けっきょく水ではなく紙パック入りの牛乳を飲みながら、峻護の不信感はいよいよ募つのっていく。


（でもいったい何が問題なのか……月村さんと北条先輩が何を問題にしているのか。どうやら簡単には話してくれそうにないし、ここはじっくり状況を詰つめていくしかないか。外堀から埋うめていく感じで）


　どことなく緊きん張ちようの面おも持もちでこちらを見守っている真由と麗華を強しいて気にしないようにしつつ、峻護は策を練る。


「……あー、しまった。こういう場合はどうすればいいかな」


　何の気なしにそう切り出すと、真由も麗華も素早く反応して、


「な、何ですか二ノ宮くん？」


「な、何か申し出があれば遠慮なくおっしゃい」


「あの、申し出というかなんというか」峻護はちょっと意識して困った顔を作りながら、「牛乳なんか飲んでたら、なんだかトイレに行きたくなってきたなあ、と。ベッドで寝てなきゃいけないとなると、こういう場合はどうすればいいのかな……？」


　峻護の言葉に、真由も麗華も一瞬きょとんとした。どうやらそこまでは考えが至いたらなかったらしい。その様子ひとつとっても、現在の事態が計画性のあるものではなく、突とつ発ぱつ的なそれであったことは明らかだが、


「……ど、どうしましょう麗華さん？」


「どうしましょうって、そんな、わたくしに訊かれても……」


　少女ふたりはまたしても峻護に背を向け、ヒソヒソと相談している様子。


「危あぶない……ですよね？　やっぱり」


「ですが危ないからといって禁じるわけにも……事が事ですし……」


　なかなか相談が終わらない。


　峻護はしびれを切らし、一計を案あんじた。


「……くううっ」顔をしかめ、前かがみになって、「だんだん本格的に催もよおしてきた……やばい、そろそろ我が慢まんの限界かも……」


「えええっ!?　だ、だめですか二ノ宮くんっ!?」


「もう少し我慢なさい！　命令ですわよッ！」


「そ、そんなこと言われても……ぬおおおおおっ……」


　相当な大だい根こん芝しば居いではあったが、今の真由と麗華にはそれすら見抜けないらしい。


「ど、どうしようどうしようどうしよう！」


「あああ、まさかこんなことになるなんて……いったいどうしたら……」


　見ていて哀あわれなほどに動転し、右う往おう左さ往おうする少女ふたり。


（さて、どうなることかな……？）


　猿さる芝し居ばいをつづけながら成り行きを見守っていた峻護だが、やがて少女ふたりは意を決した様子で頷きあうと、


「に、二ノ宮くん！　これどうぞっ！」


「ええと……これは？」


　差し出されたものに戸と惑まどいを隠せない峻護。


「あの、どうしても我慢できないなら、これでお願いします！　お願いしますっ……！」


　ちょっと大きめのカップを差し出して頭を下げる真由に同調して、


「これでは無理だというのなら、もう少し大きいのを用意いたしますわ！」麗華までこんなことを言い出し始める。「本当ならわたくしたちは部屋を出ていくのが筋すじとは思いますが、今回に限ってはそれではちょっと不安……もとい、体調の悪い相手に対する看かん護ご人にんの務めを果はたせませんわ！　やむなき仕し儀ぎということで、今回はわたくしたちが用を足すのを手伝って差し上げて──」


「あー、いやその……」


　ちょっと引き気味になる峻護だが、真由も麗華も目がマジであった。


　こうなると逆に困るのは峻護の方である。


「ええと、何だかんだやってたら、そんなにトイレに行きたくもなくなってきたかも？」


「そ、そうなんですか？　よかった……ホッ」


「あの、でもさ。普通にトイレに行けばその、カップとかでしなくても済すむ話だと思うんだけど。ダメなのかい？」


「で、できれば動かない方がいいです！」


　動かない方がいい？　どういうことだろう？


「ええと、動かない方がいいというのはどの程てい度どの話？　それがわかるだけでも何となく安心できるかな、と思うんだけど」


　と問うと、真由と麗華は協議し合って、


「家の外……は厳きびしいですよね？」


「だんぜん厳しいですわ。部屋の外へ出るのもできれば避さけた方が」


「かといって部屋の中を動き回るのも……」


「当然、リスクは高くなりますわね。危き険けんなものはあちこちにありますし」


　……だめだ。彼女たちの言ってることがさっぱりわからない。


「ええと、すいません二ノ宮くん。やっぱりベッドで大人しくしててもらえると、誰もが幸せになれるかと……」


「ですわね。それが最善の選せん択たくかと思われますわ」


「はあ……」


　どうあってもここを離はなれられぬらしい。


　だがこうなってくると、峻護も多少意地になってくる。


　いかにすればベッドから離れることができるか、ふたたび一計を案じた。


　飲みかけだったパック入り牛乳にもういちど口をつけて、


「おおっと！　手が滑すべった！」


　わざとパックを取り落とし、それを何度か空中でお手玉してから、胸むな元もとあたりに目がけて白い液体が飛散するよう細工したのである。


「だ、だいじょうぶですか二ノ宮くん？」


「まったくそそっかしい……代わりの飲み物は必要かしら？」


「いえ、それよりも」峻護は悲しげに目を伏ふせて自分の胸元を見やり、「思いっきり牛乳がついちゃったので、できれば着き替がえをしてシャワーを浴あびたいかな、と。ほら牛乳って放ほうっておくと臭におってくるし、それにずっとベッドの中にいたから割と汗あせなんかもかいちゃってて……」


　それを聞いた真由と麗華の顔色が変った。


　明らかな動どう揺ようを示して、


「お風ふ呂ろ場ばはまずいですよね……こ、困りました。どうしましょう？」


「どうしましょうって、あなたわたくしに訊けば何でも答えが返ってくるとでも……」


　またしてもヒソヒソ話。


「──ああ、だんだん牛乳が臭ってきた気がする。弱ったなあ、こんな臭いをつけたままじゃ、なんだか悲しくなってくるなあ……」


　聞こえよがしに呟つぶやいて催さい促そくしていると、少女ふたりは決意の眼まな差ざしでこちらを振り向いて、


「わかりました！　では二ノ宮くん、服を脱ぬいでください！」


「……え」


「さあ遠慮は無用ですのよ二ノ宮峻護！　わたくしたちも覚かく悟ごを決めました、バレる危険を冒おかすぐらいならいっそ──もとい、体調のすぐれない者をいたわる精せい神しんでもって、シャワーのかわりに身体を隅すみ々ずみまで拭ふいて差し上げますことよ！」


「さあ！」


「さあ早く！」


　マジな目をしてぐいぐいと迫せまってくる真由と麗華。このままだと本当に裸はだかにひん剝むかれそうだった。峻護は降こう参さんし、丁てい重ちように申し出を辞じ退たいせざるをえなかった。


（何なんだ一体……何がこのふたりをここまでさせるんだ!?）


　もはや理解の範はん疇ちゆうを超こえている。理り不ふ尽じんかつ理解不能な事態に峻護はやきもきし、激はげしく身もだえて、


（ああくそ、いったい何がどうなってるんだ……！）


　ばりばり頭を搔かいた。


（…………ん？）


　そこで峻護は違い和わ感かんに気づく。なんだかこう、手て触ざわりが妙みようなのである。（おれの髪の手触りってこんな感じだっけ？）とそこまで考えたところで違和感の原げん因いんに思い当たった。そう、自分の髪の毛はここまで短くなかったはず。


　と、そこで連想が働いた。ぼやけていた記憶の靄もやが晴れ、覆おおいのかけられていた直近の記憶が不意にクリアになる。


　脳のう裏りに蘇よみがえったのは、ハサミを握にぎる真由と麗華の姿。


（そうだ、おれは確か──）


　そう、今日の昼前のことだ。


　日頃から雑ざつ務むに忙ぼう殺さつされている峻護は、身だしなみにかける時間がついおろそかになってしまうことが多い。服ふく飾しよくに関してはまだしもマシなほうで、これは一定以上のストックがあって洗濯さえ行き届いていれば、たいしたセンスがなくともあれこれ着こなしにバリエーションを持たせることは可能である。


　しかし頭とう髪はつに関してはそうもいかない。これは放っておけば放っておくだけ伸のび放題になり、だらしない見た目になってしまう。


　そういうわけで、そろそろ身だしなみ許きよ容よう範はん囲いの限げん界かい点てんに近づいてきた峻護の髪だが……貧びん乏ぼう性しようの彼は、多少のことであれば自分で髪を切り整えることができる。家事の合間を縫ぬって髪を何とかしようと、峻護はハサミを持ち出したのだが、


『それだったら二ノ宮くん、わたしでよければぜひ、髪を切らせてください』


　と真由が申し出てきたのである。想定していなかった申し出を峻護が検けん討とうしていると、その様子を目ざとく見ていた麗華もやってきて、


『ふん、月村真由などに任まかせていたらどんな髪型にされるか知れたものではありませんことよ？　諸芸に通じたわたくしに一いち任にんするのであれば、カリスマヘアデザイナーも恥はじ入るほど見事な髪型に仕上げて差し上げますわ』


　などと言い出したから話がややこしくなった。


　真由も麗華も自分の有用性を主張して譲ゆずらず、結局は峻護がとりなしに入って話を収め、最終的には真由と麗華の双そう方ほうが同時にヘアカットを担たん当とうすることでまとまり、少女ふたりはお互いに張り合うような感じで腕うでを競きそい、日ごろの疲れがたまっていた峻護は次第にウトウトし始めて──


（……だめだ。そこから先が思い出せない）


　ここまでは何も問題なかったはずだ。


　そこから先──峻護が意識を手放していた間に、いったい何があったのか？


　思い悩なやむ峻護を、少女ふたりは腫はれ物に触さわるような愛想笑いで見守っている。


　そう、この態度が一番おかしい。ひとつ屋根の下に暮らす同居人であるはずの彼女たちから、どうしてこんなよそよそしいというか、他人行ぎよう儀ぎというか、そういう感じの扱いを受けなければならないのか。
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　だんだん悲しくなってきた。峻護は思い切って、ズバリ核かく心しんをついてみることにした。


「月村さん。それに北条先輩」


　威い儀ぎを正し、あらたまって少女ふたりに向きなおる。


　真由と麗華いずれにも緊張が走り、何事かと身み構がまえたようだったが、峻護は委い細さい構わずに、


「ふたりとも、おれに何か隠しごとをしてるんじゃないか……？」


　同時に息を呑のむ真由と麗華。


　しかしそれも一瞬、すぐに労いたわるような、あるいはどこか気弱げな微び笑しようをうかべて、


「そんな、隠しごとなんて何も……ね、麗華さん？」


「そ、そうですわっ。そのような勘かんぐりを受けるのは心外というものです。一歩まちがえればわたくしたちへの侮ぶ辱じよくにあたりましてよ？」


「……そこまでして隠すんだ、何かとんでもなく重大なことなんだろう？」峻護はため息をついて、「おれも男だ、何を言われてもじたばたしたりしない。そろそろ何があったのか教えてくれないか……？」


　ありったけの真しん摯しさを込めて嘆たん願がんすると、さすがに少女たちも心穏やかではいられなくなったようだ。


　眉をハの字にしてうつむき、お互いの顔色を窺うかがいあって、何やら長いことアイコンタクトを交わしていたが、


「…………」


「…………」


　結局はどちらも沈ちん黙もくしたまま。いよいよ居い心ごこ地ち悪そうな様子で、もはや峻護と目を合わせようとすらしない。


「……わかった。もういい」


　決然、峻護はベッドから起き上がった。


「に、二ノ宮くん？」


「二ノ宮峻護っ……？」


　目を丸くする同居人たちを黙もく殺さつして軽く身づくろいをし、無言で部屋のドアへ向かうと、


「まって！　まってください！」


「ちょ、お待ちなさいったら！」


　あわててしがみ付いてきた。


「だめです、外に出ちゃ……それは誰のためにもならないし、誰の幸せにもならないことなんです！」


「そうですわよっ、大人しくこの部屋でじっとしてなさい！」


「放してくれふたりとも！　おれはもう耐たえられない、どうしてわけもわからずに閉じこめられなきゃいけないんだ!?　どうあってもこの部屋でじっとしてなきゃいけないっていうのなら、せめてその理由を教えてくれ！」


　声を荒あらげて切望するが、しかし真由も麗華も目を伏せるばかりで答えてくれない。それでいて峻護にしがみつく腕は放そうとしないのだ。


「くッ……！」


　力弱い少女ふたりを実力でもって振り切るのはさして難むずかしくもなかったが、峻護の性格上それは不可能だった。強きよう行こう突とつ破ぱをあきらめ、真由と麗華に引きずられるままベッドに連れ戻されるより道がない。


（何だってんだ、ほんとに。いったいどうしてこんなことになってるんだ……？）


　髪の短くなった頭を抱えて、峻護は煩はん悶もんした。どうすればこの状況が解決するのか？　自分の身の上に果たして何が起こったのか？


　何ゆえ肝かん心じんなところの記憶を失ってしまっているのか？　腫はれ物に触るような少女ふたりの謎なぞの態度が意味するところは？


（……腫れ物。腫れ物か）


　ふと、峻護の脳のう裏りに引っかかるものがあった。


　もしも、の話である。


　少女ふたりが峻護を腫れ物みたいに扱あつかっているのではなく、まさしく腫れ物として扱っているのだとすれば？


　みたいな、ではなく、峻護がまさしく腫れ物そのものだとしたら、どうだろう。


　思考が急速に回転し始める。


　不可解、理不尽な状況の数々がマーブル模も様ようを描えがいて渦うず巻まき、そしてあるひとつの、信じがたい仮か説せつが浮上したのである。


（まさか、そんな……！）


　真由と麗華の奇き妙みような態度。


　ベッドでの休息を強要し、部屋から一歩も出そうとしないこと。


　そしていまだにくらくらする頭と、すぐれない気分。


（ひょっとしておれの身に、何かしら致ち命めい的てきな事態が？　たとえば何かの急病とか……）


　でもそんな、いくらなんでも急すぎるではないか。それはあまりに飛ひ躍やくしすぎた仮説ではないか。


　でもありえないと言い切れるか？　ありえないというのであれば、いま置かれているこの不可解な状況をどう説明する？


　逆に、死に至る病が自分の身にふりかかったのだとすれば。


　真由と麗華の奇妙な態度は、臨りん終じゆうを迎むかえる病人に対するものだとすれば得心がいく。ベッドで休息を強要するのは、少しでも延えん命めいを図はかろうとしてか？　部屋から一歩も出そうとしないのは、峻護をこの部屋に隔かく離りしておくのが目的──でもそれならどうして病院へ連れて行かない？　まさか、もう病院へ連れて行っても手おくれなほど病状が進行して──？


　仮説のその先にある結論を探さぐっていくうち、次から次へと事態がつながっていく。額ひたいに、背中に、手のひらに、冷たくて粘ねばっこい汗が滲にじんでくる。もとからくらくらしていた頭がいよいよ重くなってきて、なんだか次第に脈みやく拍はくも上がってきたような気がする。


「……ひとつだけ訊かせてくれ」


　からからに渇いた喉を震ふるわせて、やっとそれだけを絞しぼり出した。


「ひょっとしてもう、取り返しのつかないことに、なってるのか……？」


　尻しりすぼみに弱々しくなる峻護の問いに、ふたりの少女が鋭するどく息を呑のんだ。それだけでも答えを口にしているようなものだったが、


「そんな、そんなことありません！　まだまだぜんぜん、なんとかなります！」


「そうですわよ二ノ宮峻護！　そんな、すべてを投げ出すようなセリフを口にすべきではありませんわ！　断じて！」


「──いや。もういいんだ、ふたりとも」


　天を仰あおいだ。


　もはや事態は決定的と言っていいだろう。


　二ノ宮峻護の生は、ほとんどあらゆる場合がそうであるように、本人の意思に関かかわりなく、まったく思いもかけず、ここで幕まくを閉じることになる。


　あまりに唐とう突とつに訪おとずれた幕切れ──自分は男らしく、じたばたせず、立派な散ちり際ぎわを示せるだろうか？


「くっ────そおおおおおおおおおお！」


　無理だった。


　突とつ如じよとして恐るべき量の感情があふれ出し、渇ききったはずの喉から雄おたけびを迸ほとばしらせたかと思うや、峻護はベッドからはね起き、まっしぐらにドアへと向かっていた。


「二ノ宮くん!?」


「お待ちなさい！　どこへ行こうと──」


　制止するふたりの声も届かない。体当たりするようにドアを押しあけ、そのままがむしゃらに走りだす。


「うおおおおおおおおッ！　くっそおおおおおおおおッ！」


　あまりに残ざん酷こくな事態に頭の中が真っ白になり、まともな思考が働かない。


　意味も意図もない咆ほう哮こうを発しながら二ノ宮家を飛び出た峻護は、暴ぼう発はつするエネルギーに身を任せたまま、なにひとつあてどもない疾しつ走そうを開始していたのだった……。





　　　　＊





「い、行っちゃいましたね……」


「なんとまあ、すばしっこいというか……脱だつ兎とのごとくというか。あれを火事場の馬ば鹿か力というのかしらね」


「タイムを計ってたら、たぶん世界新記録が出てましたね。あの足の速さって」


　町に向かって駆かけていく峻護のうしろ姿を見送りながら、ふたりの少女はため息をついた。


　もはや完全な手て遅おくれになってしまったことを、彼女たちは自覚せざるを得ない。


「……二ノ宮くん、気づいてしまったんでしょうか」


「最後のあの様子からして、そうかもしれませんわね。できるかぎり隠し通そうとしたのですが……いいえ、そもそも隠し立てしようとしたことが間違いだったのですわね、やっぱり」


「ですね。ちゃんと事実を伝えて、その上で最善の方法を採とるべきでした……」


　ふたたびため息を吐つく真由と麗華。ふたりの手にはそれぞれ油性のマジックペンが握られて、それを手持ち無ぶ沙さ汰たな風にもてあそんでいる。


「うう、それにしても失敗でした……ヘアカットはせっかく上う手まくいったのに……」


「ふん。それとて月村真由、あなたの邪じや魔ま立だてさえなければもっと出来のいいものになっていたのですわ。それを『わたしにもやらせてくださいよう～』とか言って、いちいち口も手も出してきて」


「そんなあ。もともとふたりでいっしょに髪を切るって話になってたのに、麗華さんが独ひとり占じめしようとするからじゃないですかあ。だからせっかく髪は上手く切れたのに、顔にかみそりを当てる時にもああだこうだと揉もめてたからミスしちゃって……」


「……しかも揉み合ってたその弾はずみに、寝ている二ノ宮峻護を押してしまって、頭を床に落っことして……」


　お互いに顔を見合わせ、真由と麗華はまたしてもため息を吐く。


「頭を打った影響でうまい具合に記憶が飛んでくれたと安心していたのですが……やっぱり世の中そう上手くはいきませんわね」


「ですよね。どうにか修正しようとしたけど、けっきょくはもっとひどいことになっちゃって。鏡とかガラスとかの姿が映うつるものからは、かなり二ノ宮くんを遠ざけられたとは思いますけど、けっきょくはあまり意味もなかったし……。うん、わたし覚かく悟ごができました。やっぱり下手にごまかそうとせずに、ちゃんと二ノ宮くんにあやまりましょう」


「同意ですわ。過失には正しく向きあって、きちんと償つぐないをいたしましょう。二ノ宮峻護が帰ってきたら──」


　頷うなずきあい、ふたりの少女はそろって窓の外を見やった。


　峻護が駆け去っていった先にある町の家並みが、そろそろ傾かたむきかけた陽の光を受けて、一いつ幅ぷくの風景画のようにくすんだ照り返しを放っている……。





　　　　＊





　それなりの精神修しゆう練れんはしていても、そこはやはりまだ高校一年生である。


　己おのれの死期を悟さとった峻護は心を千ち々ぢに乱みだし、やみくもに大路小路を駆け回っていた。


（くそっ。まさか、まさかこんなことになるなんて！　こんなことならもっと色々なことをやっておくべきだったのに──！）


　落らく涙るいこそこらえたが、目じりの端はしが湿しめりがちになるのは是ぜ非ひもない。峻護は意味不明の叫さけび声をあげつつ、死に場所を探し求める手負いの獣けもののように走った。町ゆく人々が何事かと振り返る中、峻護はそれでもひたすらにそこら中を駆け回り──


（……ん？）


　そして違い和わ感に気づいた。


　峻護を見る人々の反はん応のうが、どうにも妙なのである。


　なんとも名めい状じようしがたい顔をしたり、あるいは口もとに手をやってくすくす笑ったり、ひどいのになると人目もはばからずに笑い転げたりするのである。


（な、なんなんだ一体……？）


　死の恐きよう怖ふと絶ぜつ望ぼう感かんにさいなまれて自じ暴ぼう自じ棄きになりかけていた峻護だが、そういう連中に腹はらを立てるよりもまず、毒気を抜ぬかれてしまった。げに恐ろしきかな笑いの力。


　こうなると、少しばかり冷静に物事を見られるようになってくる。


（そういえばおれ……死期が迫っているにしては、ずいぶんぴんぴんしてるな）


　家からここに来るまではほとんど全力疾走だったのだが、生命力が尽つきて倒たおれるということもないし。むしろ激はげしい修行をした後のような充じゆう実じつ感かんを、彼の若わか々わかしい肉体は堪たん能のうしているかにみえる。さっきまでくらくらしていた頭も、いつのまにやら治ってしまった。


（おかしい……どういうことだ？）


　走るのをやめてゆっくり歩きながら、あごに手を当てて考え込む。その間にも通り過ぎる人々はほとんど例外なく峻護に注目し、様々なバリエーションで顔をほころばせている──。


　峻護が答えを得たのは、それからさらに十分もたった頃ころであった。


（げっ!?）


　愕がく然ぜんとした。


　同時に、これまで謎であった様々なことが一気に氷ひよう解かいしていく。


（な、なんてこった……！）


　自分の空回りっぷりを思い知らされ、峻護はその場でがっくり膝ひざをついた。


　峻護の目の前にあるブティックのショーウィンドウに、彼の姿が大映しになっている。なんだかずいぶん久ひさしぶりな気がする自分の姿。


　そう、真由も麗華も頑かたくなに拒こばんでいたではないか。姿が映りこむ可か能のう性せいのあるものに峻護を近づけることを。たとえばガラスのコップ、たとえば鏡のある浴場でシャワーを浴びること……。


　そしてにわかに蘇よみがえった記憶──ついでだからかみそりも顔に当てますね、と言っていたこと。ウトウトする直前、どちらが峻護の顔にかみそりを当てるかで、真由と麗華がかみそりを取り合ってもめていたこと……。


（だったらそう言ってくれれば……たのむよ月村さん、北条先輩……）





　ショーウィンドウに映りこんでいる少年の顔は。


　まずまず男前だった眉毛がすっかりそり落とされていただけでなく。


　さらにその上からマジックインキのものと思われる黒い線で──それも明らかに何度も修正を試みた跡と見受けられるぐちゃぐちゃな線で、やたらとぶっとくてゲジゲジのニセ眉毛が書き込まれていたのであった……。







おしまい





　真由と麗れい華か、ガチるのこと







　至し上じよう命めい題だい。


　それは月つき村むら真ま由ゆと北ほう条じよう麗れい華かにとって、二にノの宮みや峻しゆん護ごをゲットすることとイコールである。


　彼女たちふたりの関係はいわば、峻護をめぐる暗あん闘とうの歴史であった。





　時には争って骨肉相あい食はみ。


　時には共通の目的をたずさえ手を結び。


　時には友情や共感をお互たがいの心のうちに芽生えさせつつも、やっぱり元の木もく阿あ弥みでツノ突つき合わせたり。





　複ふく雑ざつに絡からみあった感情と感情、一ひと筋すじ縄なわではいかぬ縁えんを結ぶ運命となった少女たち。それが月村真由と北条麗華であった。


　だが。


　だがしかし、ついにその現げん状じようが破やぶられる日が──彼女たちが繰くり広げてきた闘たたかいに終しゆう止し符ふの打たれる時が、訪おとずれようとしていた。





　　　　＊





「つまり、わたしたちが写真のモデルになればいいんですね？」


　かけられた問いを反はん芻すうするかのような間を置いてから、真由は小首をかしげてそう言った。某ぼう日じつ、二ノ宮家の洋館でのことである。


「美術の授じゆ業ぎようで出された課か題だいをこなすため、わたくしたちの協力を要よう請せいしたい、と」得心した様子で頷うなずきつつ、麗華もまた小首をかしげて、「そういうわけですのね？」


「はい。その通りです」


　少女ふたりに依い頼らいを持ちかけた男──二ノ宮峻護は真ま面じ目めくさった顔で頷き、あらためて事情を簡かん潔けつに説明する。


「おれたちの美び術じゆつの授業を受けもっている藤とう堂どう良りよう庵あん先生は、ちょっとばかり気まぐれなところのある人なんですが。今日の授業でいきなり大量のカメラを抱かかえて持ってきて、それで教きよう壇だんの前に立って言ったセリフが──」


「『さあ撮とりやがれ、です』のひとことでしたよね」


　峻護と同じ一年Ａ組に所しよ属ぞくする真由が補ほ足そくして、


「藤堂先生、指し示じを出すだけ出したあとは、お菓か子しを食べながらマンガを読むのに夢む中ちゆうになっちゃうし。でもあの先生のそういうのはいつものことだし、わたしとかクラスのみんなは、とにかくそれっぽい写真を撮って提てい出しゆつしたんですが……」


　そこまで言って峻護のほうをチラリと見やる。


「……なんだかおれだけ、課題を再提出することになっちゃったんですよね。『テメエ、この授業をなんの時間だと思ってやがんだ？　です。下へ手たくそでもなんでもいいです、芸げい術じゆつに対して真面目に取り組みやがれ、です』とか言われちゃって」


　頭をかく峻護に、麗華はハアと吐と息いきして、


「藤堂教きよう諭ゆにも困ったものですわね。腕うではいいのですが、教育者としては少々適てき当とうすぎるところがありますわ……まあでも事情はわかりました。モデルくらいは引き受けてもよろしくてよ」


「でも二ノ宮くん、どうしてわたしと麗華さんに？」


　真由が不思議そうに、


「写真のテーマは別に、人じん物ぶつ像ぞうとかに限定されてたわけじゃなかったはずですけど。実じつ際さいクラスのみなさんも好き勝手な写真を撮ってましたし」


「いや、おれはおれなりにさ、芸術ってやつのことを考えてみたんだよ。といってもおれのことだから、芸術なんてもののセンスはまったくないし、そっちの方面にたしなみがあるわけでもなくて」


　峻護は真まっ直すぐな瞳ひとみで、


「でもまあ、ない知ち恵えを絞しぼってみて、それで結けつ論ろんを出したんだ。おれが写真を撮るべき対象は、おれが一番きれいだと思ってるふたりにするべきだって」


『え……？』


　真由と麗華の声が重なった。


　少女ふたりはお互いに顔を見合わせ、それから再ふたたび峻護に視線を戻す。


「え、えーと二ノ宮くん？」


「ほ、本気でおっしゃってますの？」


　急にもじもじとし始めた同居人の少女ふたりに、しかし峻護は真しん剣けんそのものの表情を一ミリも崩くずさずに、


「もちろん本気です。月村さんも北条先せん輩ぱいも、芸術の対象としてこの上なく魅み力りよく的てきだ。おれみたいなド素人しろうとの被ひ写しや体たいとしてはまったく釣つり合わないとは思いますが、そこをひとつ、曲げてお願いできませんか？」


「……なるほど」


「……まあ、そういうことですわよね」


　褒ほめちぎってくれるのはいいが、真由と麗華に対する峻護の論ろん評ぴようは、少女ふたりが期待し、欲していたものとはちょっぴりちがうようである。


「おれはふたりの写真を通じて、芸術ってものをとことん突き詰つめてみたい。ぜひ、ぜひとも協力を」


　とはいえ峻護からここまで言われて断ことわれる真由と麗華ではない。


　ふたりは少々複ふく雑ざつな表ひよう情じようでお互いに顔を見合わせ、とりあえず頷くよりないのだった。





　　　　＊





「……それで？　わたくしたちはどうすればいいのです？」


「とりあえずポーズとか取ってみればいいですか？」


　麗華と真由の問いに、峻護はゆっくり頭かぶりを振ふり、


「おれからは特に何かを求めることはありません。あんなポーズを取れとかこんな服を着ろだとか、そういうことはまったく」


「そう言われても……」麗華は困こん惑わくの顔。「まったくの自由、何をしても構かまわない、というのもかえって困りますわ」


「わたしも、どうしたらいいのか全然わからないです」真由もまた柳りゆう眉びをハの字にして、「モデルなんて全然やったことないし、できれば二ノ宮くんから何か具ぐ体たい的てきな指示をしてもらったほうが」


「いや、悪いけど指示とかは無しでお願いしたいんだ。おれはあくまでも、そこにあるものをひたすらフレームにおさめていく、それだけの役でしかないと思ってるから」


　芸術などたしなみがない、などと言っていたが、なにやらずいぶん本ほん格かく的てきなようである。彼は彼なりに、写真芸術というものに対して一定の思おも惑わくがあるようだ。


「……どうします？　麗華さん」


「どうするもこうするも……二ノ宮峻護がああ言うのであれば、その通りにするしかないでしょう」


　少女ふたりはヒソヒソと作戦会かい議ぎである。


「その通りにするにしても、二ノ宮くんの望みがちょっと漠ばく然ぜんとしすぎてますよねえ」


「まったくです。普ふ段だんはひとをあまり頼たよったりしない男なのに、いざ頼たのむとなるとこんな難題を出してくるのだから始末が悪いですわ」


「うーん、どうしたらいいんでしょう？　麗華さんには何かアイデアありますか？」


「ありません。あったらとっくにやってます。あなたこそ良い手はないのですか月村真由？」


「あうー。わたしだって、これというのは思いつきませんよう」


　ちなみにこの間にも、峻護はカメラのレンズを少女ふたりに向けて熱心にシャッターチャンスを狙ねらっているようだ。真由と麗華からすれば居い心ごこ地ちの悪さ全開である。


「……ともかくこうしていても始まりませんわ。無む茶ちやな注文ではありますが、最さい善ぜんを尽つくしてみるとしましょう」


「というと？」


「ポーズを取れとは言われていませんが、取るなとも言われていません。とにかくそれらしいポーズをどんどん取っていって、二ノ宮峻護のインスピレーションが刺し激げきされるのを待つしかないでしょう」


「なるほど。じゃあ麗華さん、たとえばどんな格かつ好こうするんです？」


「……あなたこそ、たとえばどういう格好をするつもりなのです月村真由？　あなた、さっきからわたくしに訊きいてばかりじゃないの。たまには自分のアイデアも披ひ露ろうなさい」


「だ、だって、そんなこと言われたって、どうすればいいか全然わからないんですもん。こ、こういう時は麗華さんの知ち識しきと経けい験けんが頼りになるかなあ、と」


「…………」


「…………」


　なんだか腹はらの探さぐり合いみたいだな、と気付いたのはふたり同時である。


　そしてさらに重大なことに気付いたのもまた、ふたり同時であった。


（そういえば……）


（よくよく考えてみれば、ですが……）


（モデルを頼まれたのはわたしと麗華さんだけど……）


（二ノ宮峻護はいったい、わたくしと月村真由の写真、どちらを課題として提出するつもりなのかしら……？）


　彼女たちにとって、それは極きわめて重大な問題であった。


　真由と麗華は、峻護というひとりの少年をめぐるライバル同士である。


　表面上は写真のモデルを選ぶ、というだけのことではあるが、その内実はもっとはるかに深しん刻こくな局面を迎むかえているのではないか？


　いやいや、峻護は先ほど真由と麗華のことを『おれが一番きれいだと思ってるふたり』と言ったではないか。とすれば、そのふたりの中から選ばれたひとりこそが、峻護にとって唯ゆい一いつ無む二にの女じよ性せいということになるのは当然の理ことわり──。


「…………」


「…………」


　にわかに風雲急を告つげる事じ態たいに、少女ふたりの間にただならぬ緊きん張ちようが走る。


　先に動いたのは真由だった。


　軽くひとつ深しん呼こ吸きゆうした後、真由の瞳ひとみに決意の色が浮うかんで──


　そして彼女は悠ゆう然ぜんと歩き出した。


　ロケーションは二ノ宮家の広いリビング内。


　真由が果はたしてどのような行動に出るのか──一歩出で遅おくれた麗華は固かた唾ずを呑のんで見守り、峻護はカメラのファインダーから目を離はなさぬまま追いかける。


「…………っ」


　麗華がくちびるを嚙かんだ。


（そう来ましたか月村真由……なかなかどうして、あなどれないじゃないの……）


　真由は、黙もく々もくと自分の仕事を進めている。


　彼女が採とった戦せん術じゆつ。それはある意味ひどく彼女らしい、しごくまっとうなものだった。


　真由はごく自然な様子で、リビング内をゆっくりと歩いている。あたかも眩まばゆい陽よう光こうさしこむ海を回遊する、美しい熱帯魚のように。


　いわばその姿すがたは、ファッションショーに出しゆつ演えんしたモデルが舞ぶ台たいの上でパフォーマンスを示しめすのと同様の雰ふん囲い気きを醸かもし出していた。それでいてごく自然体な立たち居い振ふる舞まいのテイストから逸いつ脱だつすることなく、結果として真由の魅力を遺い憾かんなく引き立てている。


（くッ……普ふ段だんはのほほんとしたドジ小こ娘むすめのくせに……！）


　麗華は認みとめざるを得ない。


　ライバルのスイッチの切きり替かえの速さは、おっとりしていて引っ込み思じ案あんな彼女にしてみれば出色のパフォーマンス。舌した打うち混まじりながらも賞しよう賛さんしてしかるべきだろうし、真由も本気であるということを自覚せざるを得ないのだ。


　そしてその高評ひよう価かは、麗華ひとりが下したものではなかった。


「二ノ宮、峻護……っ」


　さらにくちびるを嚙む麗華。


　期きせずして始まったこの勝負の判はん定てい員いんたる男が、初めて動いたのである。


　獲え物ものを狙うハンターのように眼まな差ざし鋭するどくファインダーを覗のぞいていた峻護が、ついにシャッターを切ったのだ。


　カシャ


　カシャ


　カシャ


　小気味のよい音がフラッシュの光と共にリビングを満たす。


　そのリズムに乗り、真由のパフォーマンスはいよいよ躍やく動どう的に、生気と精せい彩さいに満ち満ちていく。


　彼女の表情には、自みずからの決けつ断だんがもたらした成果を嚙かみしめる喜びがあふれ、被写体としての魅み力りよくが一秒ごとに増していくかのようだ。


　そしてまた、峻護がカメラに込こめるパッションもじわじわと温度をあげていく。その姿はまるで赤熱した鋼はがねを打つ刀かたな鍛か冶じのような神こう々ごうしさをまとい、彼の芸術魂だましいがいかに刺し激げきされているかを物語るのだった。


（まずは一本とられましたわね）


　撮とる側と撮られる側とが手に手を取って踊おどる理想的なワルツを見せつけられ、麗華は己おのれの不利を認みとめた。


（ですが勝負はまだまだ始まったばかり。この北条麗華こそが二ノ宮峻護の被写体としてふさわしいことを、満天下に知らしめて差し上げますわ！）


　真由の採った手段はこの上ない正せい攻こう法ほう。


　だが同時に正攻法に徹てつするあまり、どこか小さくまとまってしまった感は否いなめない。保ほ守しゆに過すぎ、創そう意い工く夫ふうも先取前進の気き構がまえも足りないのだ。


（月村真由。あなたのやりかたは確たしかに、あなたという素そ材ざいを最大限かつ最もシンプルに生かすもの。だけどお刺さし身みはワサビをそえて初めて生きるものだし、おしるこはわずかなお塩を加えてこそ甘あまみが引き立つものでしてよ？）


　麗華は、ライバルと同じ方向性で相手をねじ伏ふせることにした。


　目の前で先手を取られた今、麗華にもまた迷まよいはない。迷えば、ためらえば、すぐさま敗はい者しやの位置に立つような、そんな戦場にこの場は化しているのだ。


　普段は峻護を前にするとやたら不ぶ器き用ようになってしまう少女も、鉄火場の空気に触ふれて見えざる変身をとげることになる──。


（！　麗華さん……!?）


　最初に気付いたのは真由だった。


　真由がモデルとなり、峻護が写真を撮る中、麗華が静かに動いたのである。


（これは……）


　真由は一いつ瞬しゆんだけ不ふ可か解かいそうに瞳を揺ゆらし、しかしすぐにアッと息を呑のむ。


　麗華の取った行動は、真由と似に通かよったものだった。


　自然体を保たもち、リビング内をゆっくりと歩く。いわばそれだけのことである。


　だが決定的にちがう点がひとつ。


　麗華の歩みには、自然体を維い持じしつつも動きがあるのだ。


　ゆっくりと、それでいて律りつ動どう的てきに歩いていたと思いきや、ふいに立ち止まって伸のびをしてみたり。


　かと思えば再び歩き出した時には、つい先ほどまでの律動的な歩みにアクセントを加え、今度はまるでバレエのリズムを刻きざむような歩みでリビングを周回してみたり。


　動き、といってもその程てい度どの微び々びたるものではある。だが──


（麗華さんすごい。たったそれだけのことなのに、ガラリと雰ふん囲い気きが変わりました。麗華さんの魅力が存ぞん分ぶんに発はつ揮きされています……！）


　ハンカチが手元にあれば、真由はそれをくちびるで強く強く嚙んでいたことだろう。違い和わ感かんもわざとらしさも、麗華のパフォーマンスには一かけらも見当たらない。真由と同じ土ど俵ひようで、なおかつ真由を上まわってみせたのだ。


　むろん、それを評価したのはひとりだけではなかった。


　にわか芸術家としての気き質しつだけでなく、冷れい徹てつなジャッジメントの色しき彩さいまでをも帯おび始めている写真家峻護が、キラリと目の端はしを光らせたのである。


　すばやくカメラを操そう作さし、新たなるモデルをターゲッティング。


　被写体の貴き重ちような輝きを一瞬たりとも逃のがすまいと、矢や継つぎ早ばやにシャッターを切っていく。


（あうう……麗華さんにアドバンテージを取り返されました……）


　すでに峻護の興きよう味みは麗華ひとりに移うつっている。普段の峻護であれば、これほど極きよく端たんで冷れい淡たんとも思える態たい度どは取るまい。それだけ今回の件における彼の芸術に対する関心は高いのであろう。


（そう、それも当たり前ですよね。だってこれはもう、美術の授業で出された課題とかは関係なしの、ひとつの戦いなんですから。わたしと麗華さんにとってはもちろん、二ノ宮くんにとっても）


　始まったきっかけはどうであれ、ここにいる三人すべてが求ぐ道どう者しや。


　勝ち取るべき何かを胸むねに秘ひめる、ひとりの戦士なのだ。


（わたしも──わたしだって──）


　戦いであればこそ、負けられない。たとえ相手が強大なライバルである北条麗華であっても、だ。


　ひるみかけた心にふたたび火がつく。


　真由はひとつ頷くと、次なる戦術をもって戦場へと歩を進めた。


　最初に気付いたのは麗華だった。


（何ですの──？）


　勝敗の決したはずの戦場にのこのことまた顔を出した宿しゆく敵てきを見て、麗華は内心で眉まゆをひそめた。


（月村真由。あなたはわたくしの実力によって正面からねじ伏ふせられたはず。諦あきらめの悪さもほどほどにしておかねば、引き際ぎわを誤あやまる結果になりかねな──）


　ほとんど敗残者に向けるような憐あわれみの色をうかべていた麗華の目が、驚きよう愕がくに見開かれた。


　真由がふたたびリビングを練り歩き始めたのである──これまでになかった深遠なるコンセプトでもって。


（そうきましたか……味な真ま似ねを！）


　麗華は歯は嚙がみする自分を抑おさえるのに苦労しつつ、ライバルの真意を正せい確かくに分ぶん析せきしている。


　自然体でリビングをゆっくり歩くという、その基き本ほん方ほう針しんに変わりはない。


　だがその一連の行動のうちに、この勝負において誰だれも体たい現げんし得なかったアクセントが加えられていたのだ。


　麗華の目は、食い入るようにしてライバルのアクションを追っている。


　真由は今、ソファとテーブルの間を通り過ぎたところである。先ほどまでの彼女であればそのままゆるやかに右方向へと舵かじを切り、やや蛇だ行こうしつつ何度もぐるぐるとリビングを周回するのがパターンであった。


　ところが今、真由は舵を切ることなく直進し、庭の一望できるガラス窓まどへと歩を進めているのだ。
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　そして彼女が取った行動は──


（盲もう点てんでしたわね。しかしなんと大だい胆たんな！）


　麗華は内心で舌したを巻まかざるを得ない。


　真由の取った行動。それは、窓の外の景色を見て軽く目を見開くことだった。


　それだけではない、さらに彼女は口もとを微笑ほほえみにほころばせ、右の手のひらをそっと窓にそえたのである。


　窓の外に広がっている景色がごくいつも通りのものであり、普ふ段だんと何ら変わるところのないものであるにもかかわらず、だ。


（よもやこのような手段でくるとは……）


　真由の目が庭の光景を捉とらえているわけでないことは明らかだった。彼女の目は確かに、現実には存在しない何事かを捉えている。


　そのことが何を意味するか。


（つまり月村真由は、この勝負にこれまで存そん在ざいしなかった要素──『物語』を持ち込んだのですわ）


　それは革かく命めいと呼んでいい劇げき的てきな変化だった。


　これまでは真由のパフォーマンスも麗華のパフォーマンスも、工夫こそ施ほどこしていたとはいえ、とどのつまりはリビングを歩きまわっていただけである。被写体としての魅力こそ存分にあふれかえってはいたが、どうしても単調な表現に陥おちいりやすい。


　ところがそこに物語というアクセントを一いつ滴てきくわえることによって、意味合いはまるで別のものへと化学変化を起こす。パフォーマンスにいわば色と質しつ感かんが与あたえられるのだ。


　それは取りもなおさず、芸術的価値を格かく段だんに高める役割を果たすことになる。


　──峻護ジヤツジが動いた。


　もはや芸術機械アートマシンと化した感さえ漂ただよわせる写真家の男は、革命的変化にタイムラグなく反応し、精せい密みつ機き械かいを思わせる動きでレンズを向ける。


　むろん、その被写体は麗華ではない。


　カシャ、カシャ、カシャ、カシャ。


　リズムよく乾かわいた音を立てる峻護のカメラ。


　それはすなわち、麗華にとってはけたたましい警けい報ほう器きの騒そう音おんと同じである。


（またしても一本取られましたか。それにしてもあそこから逆ぎやく転てんしてくるとは……）


　歯ぎしりせんばかりに麗華は悔くやしがった。誰だれも見ていないところであれば盛せい大だいに地じ団だん太だを踏ふんでいたことだろう。


　だが彼女はそれをしない。それをしていいのは、敗北を認めた者のみだから。


（どうやらあなたを少しばかり甘あまくみていたようですわね、月村真由）


　心は熱く、頭ず脳のうはクールに。


　あらゆる物事に共通する、それが秘ひ訣けつである。


（とはいえ所しよ詮せんは小こ娘むすめの猿さる知ぢ恵え。今はうまく立ち回っているようですが……真の主役とその他大おお勢ぜいの脇わき役やくとの間にそびえ立つ、決して越こえられない壁かべというものを教えて差し上げますわ！）


　パフォーマンスをつづけるライバルを烈れつ火かのごとき視し線せんで刺さしながら、麗華の高回転型頭ず脳のうはめまぐるしい速度であらゆる可能性を演えん算ざんしている。


　神じん宮ぐう寺じ学がく園えん生せい徒と会かい長ちようであり、北条コンツェルンの屋や台たい骨ぼねを支ささえる重じゆう鎮ちんであるという経けい歴れきは伊だ達てではない。経験や知識、そしてそれらに裏付けられた機転のよさは、月村真由など及およぶべくもないのだ。


　やがて麗華の頭脳はひとつの選せん択たく肢しを提てい示じした。


　麗華のくちびるの端が獰どう猛もうに吊つりあがる。


　それは勝利を確かく信しんする笑みだった。


　そして同時に、その方法を実行に移うつせるかどうか自問自答する笑みでもあった。


　麗華の秀ひいでた額ひたいに汗あせがにじむ。


　正直、それはかなりの覚かく悟ごを要する方法だった。様々なものをかなぐり捨すてることを要求する方法だった。


（……だったら何だというのです？）


　ごくり、生なま唾つばを呑む。


　知らぬうちに速くなっていた呼こ吸きゆうを、脈みやく拍はくを、深呼吸ひとつで整える。


（わたくしは──わたくしは負けるわけにはいかないのです！　決して！）


　心の中で麗華は吼ほえた。


　それはいわば、常識や羞しゆう恥ちからの決けつ別べつ。


　北条麗華という少女が、ひとりの修しゆ羅らと化かした瞬間だった。


（麗華さん……？）


　最初に変化に気付いたのは、やはり真由だった。


（何をする気なんだろう？）


　峻護の芸術的関心を一身に集め、勝利を確信していた真由。


　その心の中に一片の暗雲が垂たれ込こめる。


（自分で言うのは何だけどわたし、がんばりました。かなりのファインプレーだったと思います。これを超えることはそう簡単な話じゃないはずです……）


　その確信をよそに麗華が動く。


　ライバルの決然たる表情を見て、真由の背せすじに冷たいものが伝った。


（まさか……麗華さん、ひょっとしてあれを？）


　麗華は歩を進め、ソファとテーブルの間を通り過ぎ、そのまま直進して庭の一望できるガラス窓へと向かう。先ほど真由が示しめしたパフォーマンスとまったく同じステップ。


　そして真由は鋭するどく息を呑んだ。この戦いが新たなる次元に突入したことを悟さとって。


「んっ……今日はいい天気ですわね」


　窓の外を一望した麗華が、誰に聞かせるともなく呟つぶやいた。


　それだけであれば一見、なんの変へん哲てつもない行動に見える。


　真由を戦せん慄りつさせたのは、今日の天気があいにくの曇くもり空であったことだ。


　それも薄うす曇ぐもり程度であればまだしも、黒い雲は地を這はうほどに低く垂れ込め、今にも激はげしい雷らい雨うを降らせそうな気配なのである。


　すなわち麗華の意図は──


「これだけの陽気であれば、さぞかし今日はよく洗せん濯たく物ものが乾かわくことでしょうね。たまっている洗濯物だけじゃなくて、布ふ団とんも干ほしておこうかしら。それとついでだから古い本の虫干しなども──」


　麗華は瞳ひとみを輝かせてひとりごちるや、ぱたぱたと小走りにソファの方に駆かけていって、そこで何事か手を動かし始める。


　だがそこには何もないのだ。


　何もない空間に向けて麗華は手を差し出し、何かを摑つかんだり移い動どうさせたりといった動作を繰くり返しているのだ。


　だがしかし、戦慄にうち震ふるえている真由の目には見える。


　麗華の手が確かに洗濯物の数々を手に摑つかみ、洗濯機に放ほうり込んでいく姿が。


　洗濯機の設定を完全オートにし、洗せん剤ざいを投入し、蓋ふたを閉める姿が。


「さ、次は布団干しですわね」


　明るくそう言うや、麗華はまたガラス窓へと戻って何やら手を動かし始める。


　そして真由は、そこにあるふっくらした羽う毛もう布ぶ団とんと真っ白なシーツを幻げん視しし、麗華の意図を改めて確信するのだ。


（すごい……まさかここまでできるなんて。麗華さん、なんて恐ろしいひと……！）


　落語という伝でん統とう芸げい能のうは、扇せん子す一本であらゆる世界を表現するという。


　麗華の採とった手段はそれとよく似にていた。


　真由が導どう入にゆうした『物語』のテイスト──そこに『台詞せりふ』というさらなる味付けを施ほどこし、ひとり芝しば居いの方向性を一種の芸術にまで仕上げたのだ。


　しかも見るがいい、麗華はただのひとつの道具すら用もちいていない。彼女が用いるは唯ゆい一いつ己おのれの身ひとつのみ。それだけでこれほど表情豊ゆたかに様々なものを表現しきっているのだ──真由の目に、存在せぬ様々なものを幻視させるほどに。


　しかし誰が信じることができよう。何ら訓練も積つんでいない、まったくの素人しろうとであるはずの麗華が、即そつ興きようでこれほど高いパフォーマンスを発はつ揮きするとは。


　土ど壇たん場ばに追い詰つめられた人間が発揮する底力、これはその興味深いサンプルといえるだろう。その方面の学者たちがこの光景を見れば、さぞかし知的好奇心を刺激されて辛しん抱ぼうならなくなるだろうが……今の麗華に魅み入いられるのは何も、この場に存在しない人物たちばかりではない。


「むう……っ」


　峻護がひと声うなった。


　それは彼がシャッターを切り始めて以降、初めて発した言葉だった。


　カメラが直ちに麗華へと向けられる。


　カシャカシャカシャカシャ！


　これまでで最も速いスピードで切られるシャッター音は、麗華のパフォーマンスを峻護がどのように評価しているかの、明快な証明だった。


（はうううううっっっっ！）


　真由は涙なみだ目めになって臍ほぞをかむ。さらなる飛ひ翔しようを遂とげた麗華との差は明らか、このままではこの勝負の帰結は──


（いいえ、まだ終わってません！）


　くじけかけた心をすんでのところで支ささえた。


　これは簡単に引き下がれる勝負ではない。


　女の意地をかけた、魂たましいと魂の、存そん在ざいと存在とのぶつかり合いなのだ。


（麗華、さん）


　まなじりを決してライバルを見み据すえる真由。


（月村、真由）


　こしゃくな、とばかりに好こう敵てき手しゆをにらみ返す麗華。


　視線と視線が交差する。


　それはほんの刹せつ那なの、しかし無数の言葉と感情を内包した、ひどく濃のう密みつなコミュニケーションだった。


　少女ふたりの闘とう気きに触しよく発はつされたかのように、外の黒雲が閃せん光こうを放つ。


　大気を裂さく光量に世界が満たされた一瞬後、すさまじい大だい音おん声じようが二ノ宮家の洋館を打ち震わせる。


「──わたし、負けません！」


「片腹痛い！　ひねり潰つぶして差し上げますわ！」


　竜りゆう虎こ、ここに相あい見まみえる。


　ふたりの死闘はいよいよ激しさを増し、指が擦すり切れんばかりに連続して押されるシャッター音が、なにかを祈き[image: ]とうする呪じゆ文もんの言葉のように高く低く響ひびいていく──。





　　　　＊





　翌日、神宮寺学園。


　峻護と真由と麗華の三人は、美術準じゆん備び室へ向かう廊ろう下かに靴くつの音を響かせていた。


　美術担たん当とうの藤堂良庵先生に、課題を提出しにいくためである。


　三人の顔にはいずれも、作戦をとどこおりなく遂すい行こうし、それを上官に報告しにいく兵士たちのような雰囲気があった。


　峻護を先頭に、真由と麗華が左右を固めるように布ふ陣じんして廊下を進む。


　何事だろうと道を開ける生徒たちを尻しり目めに、麗華が小声で口を開いた。


「……恨うらみっこなしですわよ？」


　前を向いたまま声をかけてきた麗華に、真由もまた前を向いたまま返答する。


「わかっています。二ノ宮くんがどちらを選んだとしても」


　真由も麗華も、前を行く峻護が腕うでに抱かかえているものに視し線せんを走らせた。


　白い布ぬのに包まれた長方形の大判。


　そこにすべての結果が詰まっている。


　少女ふたりはまだ、峻護がどちらを選んだかを知らない。


「恨みっこなし、ですわ」


「恨みっこなし、です」


　美術準備室の前にきた。


　失礼します、と峻護がドアを開けると、


「おっ。来やがったか、です」


　机つくえにお菓か子しの山を築きずいてもりもりとむさぼり食っていた、ひどく小こ柄がらな女性が出で迎むかえた。藤堂良庵先生である。


　見た目ほとんど小学生に見える美術教師は、短い手足をぷらぷら揺ゆらしながら、


「そのツラからすると、どうやら逃にげなかったみてえだな二ノ宮？　です。きっちりと自分と向き合って答えを出した男のツラだ……感心感心、です」


「はい。おれなりに全力を尽つくしました。自信はあります」


「ほっ。言うじゃねえか、です」


　ニヤニヤ笑いつつも藤堂教諭の眼まな差ざしは鋭するどい。確かな才能と技術を持ちながら、その歯に衣きぬ着せない物言い（＆子こ供どもとしか思えない見た目）ゆえにひのき舞台と無む縁えんな芸術家とならざるを得なかった女の心意気が、覇は気きとなって黒こく瞳どうの奥からほとばしってくるようだった。


　麗華ですら一瞬ひるんだほどの覇気に、しかし峻護は一歩もたじろがない。


「とにかく見てもらえませんか？　おれの出した結けつ論ろんを。おれが今もっとも美しいと思えるものを、たった一枚の作品の中に納おさめています」


　峻護の言葉に真由と麗華の肩がぴくりと動き、藤堂教諭は少女ふたりの様子を一いち瞥べつしてニヤリと笑ってから、


「いいだろう、見せてみろ。です」


　峻護が布に包まれたままの作品を差し出す。


　ちびっこ美術教師が受け取り、布をはらりとめくる。


「ほう、美人に撮とれてやがるな。です」


　真由と麗華が思わず身を乗り出した。


　藤堂教諭は冷徹な眼差しで作品をくまなく観かん察さつしていたが、やがてくちびるの端はしを吊つりあげて、


「……おまえの魂の選択、見せてもらったです。合ごう格かくだよ、です」


「い──よっしゃあああああああああっ！」


　美術教師の太たい鼓こ判ばんに、峻護が歓かん喜きの叫さけびをあげた。


　一方の真由と麗華は気が気でない。


　峻護が合格することはもちろんうれしいが、しかしそれは当然すぎることなのである。被写体に選ばれたのは、魂を削けずり合ってパフォーマンスを発はつ揮きした少女たちなのだから。


　問題は、峻護がどちらを選んだか、なのだ。


　どちらをより魅み力りよく的と思ったのか。


　どちらをより美しいと思ったのか。


　真由か。


　麗華か。


　果たして結果は……？


「しかしまあ、こうくるとはな、です」


　ちびっこ先生は感心したような呆あきれたような声をあげつつ、くるりと写真を反転させる。


　真由と麗華がたまらず前に出て、食い入るように写真を──自分たちの勝負の結果を確かめる。


　そして。


「…………え？」


「…………え？」


　少女ふたりはポカンと口を開けた。


　そこにあったのは、彼女たちが想定していた作品ではなかったのである。


「コラージュをやってくるか……これは予想してなかったな、です」


　藤堂教諭はあらためて写真を眺ながめながら、


「複数の写真を切り貼ばりするだけのお手軽な芸術、みたいに素人しろうとは思うかもしれんが、実際は極めて難なん度どの高い芸術だ、です。よくこれをまとめあげたな、とほめてやりたいところだ、ですが……」


　呆ぼう然ぜんとしている少女ふたりをちらりと見やった美術教師は、どうやら事の成り行きにおおよその察しがついているようだ。真由と麗華を見る目には少なからぬ憐れみの色があったが、歓かん喜きにうち震ふるえる峻護はその空気が読めていない。
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「藤堂先生。おれ、今回の件けんで考え方が変わりました。写真なんてものは旦だん那ながたのお遊びだ、みたいに思ってたところが正直あったんですが……こんなに奥の深いものだったんですね」


「ああうん、まあそうだな、です。そんなことより二ノ宮──」


「おれ、感動しました。これを機会に、こまめに時間をみつけて写真の道を研究したいと思ってます。ついては先生、カメラの選び方などについてちょっと教えていただけると──って、あ、あれ？　ど、どうしたの月村さん？　北条先せん輩ぱい？」


　顔を伏ふせがちにしてずいっと近づいてきた少女ふたりに、峻護はようやく異い変へんを察したらしい。


「ええと……な、なに？　そんな怖こわい顔して……」


「…………」


「…………」


「ど、どうしてそんな風にずいずいと近づいてくるんだ？　なんでおれは壁かべ際ぎわに追い詰められてるんだ？」


「……まあ、おまえさんたちにとっては肩すかしの結果かもしれんが、です」藤堂教諭がほっぺたをぽりぽり搔かきながら、「わたしが二ノ宮の作品でもっとも感心したのは、被写体への理り解かいと愛あい情じようの深さだったんだがな、です。少なくとも愛情はあるわけだし、その愛情もふたりに均きん等とうに注がれているように見えるし、いわばイーブンの状じよう況きようなわけで……って、聞いちゃいないか、です」


　峻護は壁にぴったりくっつくほど追い詰められ、少女ふたりはそれでもまだ足たりないとばかりにぐいぐい峻護に迫せまっていく。結果、峻護はずるずると壁をずり下がり、床にへたり込むような格好にならざるをえない。


「……ま、モテることは罪つみじゃないが、鈍どん感かんなのは時に大たい罪ざいとなる、です。たまには痛いたい目に遭あっとくといい、です」


「ど、どういう意味ですか藤堂先生!?　ていうか助け──」


「二ノ宮くんの──」


「ばかあああああああああああああッ！」





　憐あわれな少年の断だん末まつ魔まの悲鳴が、学園の隅すみ々ずみまで響ひびき渡わたる──。







おしまい





　春萌もゆる







『開校以来の神しん童どう』と賞しようされたひとりの少女が私立神じん宮ぐう寺じ学がく園えんに入学して、丸一年。


　桜さくらが満開を迎むかえた入学式の日のことである。





「おはようございます生徒会長！」


「ごきげんよう」


「おっ。おはよう北ほう条じようさん、今日も早いね」


「ごきげんよう。あなたこそお早いですわね」


　入学式を控ひかえていつもとは少しちがう学園。


　でも、一日のはじまりはいつもと変わらない光景。


　颯さつ爽そうと進み行く生徒会長──北条麗れい華かの立ち居いふるまいは気品と自信に満ちあふれ、生徒たちは自然と彼女に道をゆずり、敬けい愛あいのまなざしを向ける。


　これがこの学園の朝における、もっともありふれた、もっともあるべき光景なのだ。


「やっ、おはよー北条さん」


「北条先輩、おはようございます！」


「よっ、生徒会長」


「やほー、北条さんおっはよー」


　みなが口々にかけてくるあいさつに、麗華はいつもどおりにこやかな笑みで返礼。そんなこの学園の統とう率そつ者しやの姿すがたに、まだ真新しい制せい服ふくを着込んだ新入生たちだけはキョトンとした目を向けてくる。


　だがすぐに彼らも知るはずだった。在ざい校こう生せいたちが心服する少女がそれにふさわしい品格と、揺ゆるがぬ実じつ績せきと実力を備そなえていることに──


「…………。うそ」


　その、はずだった。


　ふいに立ち止まった生徒会長の姿に、彼女をよく知る在校生たちが今度は呆あつ気けに取られる番だった。


　かつていかなる時も平静さを失うことのなかった才女が、呆ぼう然ぜんと立ちすくんでいるのだ。


「そんな……まさか……」


　彼女が発したかすかな呟つぶやきは、まだ冬の気配を残す春風に乗って千々に途と切ぎれ、誰だれの耳に届とどくこともなかった。





　麗華の視し線せんの先。


　着き慣なれぬ制服に袖そでを通し、初うい々ういしく校内をそぞろ歩く新入生たちの中に。


　誰とも群むれず独ひとりたたずむ、ひときわ背せの高い少年の姿。





　北条麗華の人生の、いわば第二幕が。


　その瞬しゆん間かんから始まったのだ。





　　　　＊





（うそ。うそうそうそ。そんなはずありません。そんな、はずは──）


　神宮寺学園の正門前。


　しばしの茫ぼう然ぜん自じ失しつから解放された麗華は、それでもなお心の中で呟きを漏もらしていた。


（見まちがい？　いいえ、それこそまさかですわ。だって、わたくしがあの男を見まちがえるはずがないもの。たとえ十年もの月日が経たっていたって！）


　立ち尽つくす生徒会長の──この学園でもっとも有名な少女の脇わきを、怪け訝げんそうに生徒たちが通り過すぎていく。付き人の保ほ坂さか光みつ流るが発する「お嬢じようさま？　どうされました？」という声も届いてはいない。


　そう、十年だ。
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　十年前にひとりの幼おさない男の子と出会い、大切な約束を交かわしてから早十年。


　彼に追い付こう、彼と並んで立てるだけの人間になろう、と決意してから、十年。


　気の遠くなるほど長く、それでいてあっという間だった気がする十年を、無む我が夢む中ちゆうで駆かけ抜ぬけてきた。


　北条コンツェルン次じ期き総そう帥すいとしての自覚を持ち、その立場にふさわしかるべき研けん鑽さんを積つみ、そして道どう程てい半なかばながらもまずまず目的は達しつつある、十年目の春。


（もう……いいですわよね？　十分ですわよね？）


　北条麗華はもう、あのころのように無力でちっぽけな少女ではない。


　十年の歳さい月げつを経て、賢かしこく、美しく成長した。はずである。


　そう、時が来たのだ。


　今こそあの約束を果たさなければ──


「あ、あのっ」


　声がものの見事に裏うら返がえった。いやそれ以前に、出したつもりの声は喉のどからわずかも外に出なかった。突とつ然ぜんの再さい会かいに動どう揺ようした肺はいが呼こ吸きゆうを忘わすれ、声帯を震ふるわせるだけの肺活量を満たせなかったのである。


　どくんどくんどくんどくん。


　すーはーすーはーすーはーすーはー。


　バグをかませたプログラムのように跳はねまわる心臓をどうにか抑おさえ込こむべく、せわしなく呼吸を繰くり返す。


　麗華はあらためて少年を見る。


　十年前に大切な約束を交わした男の子──二にノの宮みや峻しゆん護ごもまた、見違えるほどに成長していた。


　不案内な学園で目的地を見失いでもしたのだろうか。偶ぐう然ぜんにも神宮寺学園の新入生として入学してきたらしきかの少年は、ちょっと困こまったような顔をして左右を見回している。


　十年前はほとんど差のなかった身長は、今では頭ひとつぶんほども離はなれてしまっていた。


　服を着せかえれば女の子にも間違えられそうだったやわらかい相そう貌ぼうは、年月を経てすっかり男性らしい精せい悍かんさを帯びている。麗華が幾いく度ども想像の中で思い描えがいていた通りの、ひどく凛り々りしい顔だちだった。


（か、かっこいい……かも？）


　麗華の胸むねの奥がぎゅっとなる。これからはあの少年の隣となりに並び立つことになるのか、と考えただけで頭の中が真っ白になる。


　いやだめだ。こんなことして足あし踏ぶみしている場合じゃない。


　早く、彼の元へ。


　──一いち陣じんの春風が、桜の花びらを揺ゆらしつつ吹ふき過ぎていく。


　それに背せ中なかを押されるように、麗華の足はひとりでに動いた。


　ぎこちない動き、どころか右手と右足が同時に出ていて、そのことに頭では気づいていても、歯車のおかしくなった身体からだが修しゆう正せいに応おうじてくれない有様だったけど。


　一歩、二歩、三歩と近づいて。


「あのっ」


　今度はちゃんと言えた。調ちよう律りつの狂くるったピアノを足の指で弾はじいているような声。だけど、それでも少年の肩かたはぴくりと反応して。


　ついっと、怪訝そうに振り返った。


（ああ────）


　麗華は再度の感動に打ち震える。


　近くで見ればいよいよ間違いない。パッと見の印いん象しようこそずいぶん変わってしまったが、その顔の輪りん郭かくも、眉まゆのラインも、瞳ひとみの輝かがやきも。疑うたがいようがないほどに二ノ宮峻護のものであり、おまけに十年前より十倍かっこいいではないか。


「ええと……？」


　峻護の戸と惑まどったような声に、麗華はハッと我われに返る。いけないいけない、感動のあまりついついトリップしてしまっていた。出会い頭的なものであったとはいえ、十年ぶりの運命的な再会。できればかっこよく美しく、後々まで語り草になるような感動的シーンにしたいところだ。こんなふうに乙女おとめ心全開でぽやーっとしていては沽こ券けんに関かかわるというかなんというか。


　麗華はコソコソ隠かくれるようにして小さく咳せき払ばらいし、あらためて想おもい人に向きなおって。


　そうしてまたしてもマネキンのように固まってしまう。


（というか……な、何をどう話せばいいのかしら……!?）


　愕がく然ぜんとした。


　会いたくて会いたくて仕方なかったはずなのに、彼に話を聞いてもらいたくて仕方なかったはずなのに、いろいろな想いが心の中でぐるぐると大きな渦うずを巻いているはずなのに。


　ひとことたりとも出てこないのである。


　伝えなければならないこと、語らなければならないことが、何も。


（なんてこと……！）


　いくらでもやり方はあるではないか。『ごきげんよう』でも『お久ひさしぶりですわね』でも『元気にしてらした？』でもなんでもいい、まずは軽いあいさつから入って、どういう経けい緯いでこの学園に入学することになったか、この十年間どんな過ごし方をしてきたか──いくらでも話の広げよう、つなげようがある。


　でも、たったそれだけのことが、できない。


　何も意味ある言葉を口にできない。あうあうと口を開け閉めすることしかできない。こうして冷静に愕がく然ぜんとしている自分は、北条麗華のほんのわずかな一部に過ぎず、その他の大部分の北条麗華はもう、理り性せいの制せい御ぎよを受け付けないほどに舞まい上がってしまっているのだ。


「…………？」


　十年ぶりの少年はいよいよ怪訝そうな顔をして、麗華の発する言葉を待っている。


（と、とにかくあいさつですわ。あいさつ、あいさつ。『ごきげんよう。お久しぶりですわね。元気にしてらした？』……よし、これにしましょう）


　焦あせりが焦りを呼ぶ中、それでも令れい嬢じようは必死こいて選せん択たく。


　ごくりと生なま唾つばを呑のんで、再びすーはーすーはーと深しん呼こ吸きゆう。


　手のひらに『人』の字を書いて呑み込んでから、あらためて大きく息を吸い込み、


（はっ!?　そういえば……）


　重大極きわまる事実に気付き、麗華はまたしても愕然とする。


（わたくし、この男のことを何と呼んだらいいのかしら……？）


　かつて麗華は想い人の少年に『ネギ男おとこ』という呼こ称しようをつけていた。だがあれから十年の月日が経って、だいぶ大人の領りよう域いきに近づいたわけで、それなのに今さらそんな幼よう稚ちな呼び方をするのはいかがなものか。


（で、でもじゃあ、どうやって呼べば？　よくよく考えたらわたくし、この男のことを『ネギ男』以外の呼び方で呼んだことがなかった気が……）


　相手の呼び方が決まっていないという状じよう況きようは、思いのほか難なん儀ぎである。それはつまり相手と自分との距きよ離り感かんがうまく測はかれていないということで、そうなると円えん滑かつなコミュニケーションを取るのは不ふ可か能のうに近い。


（ど、どうしよう。どうしようどうしようどうしよう──）


　焦りが焦りを呼ぶ。本来は冷静で明めい晰せきな頭ず脳のうを持つはずの令嬢が、くちびるをあうあうと震わせて、言語を忘れてしまったかのように一言も発することができない。


　両目に、じわりと涙なみだが浮うかんだ。


　無ぶ様ざまだった。


　情なさけなかった。


　世界に冠かんたる北条コンツェルンの後こう継けい者しやとしてこの十年間、死に物狂いでがんばってきたはずだ。約束の人との──二ノ宮峻護との約束を果はたすために。


　そしてその結果、北条麗華はどこに出ても恥はずかしくないだけの人間に成長したはず。その自分が、久しぶりに会った少年に声をかけるという、たったそれだけのことができずにうじうじしているなんて！


　穴あながあったら入りたかった。恥はずかしさのあまり気を失ってしまいそうだった。


　このままきびすを返して駆け去ってしまいたい衝しよう動どうがふいに湧わき上がり、いっそのこと見栄も外聞も捨すててその衝動に従したがってしまおうとした、その時。


「あの……」


　声がした。


　がんじがらめになっている麗華に、あたかも手を差し伸のべるかのように。


　十年の時を経て太く低く変わったその声に、麗華はすがるような表情で顔を上げる。


　目が合った。


（────？）


　そこで初めて違い和わ感かんに気づいた。


　そう、今の今まで気付かなかった。


　精悍に成長した峻護の表情には、驚おどろきも、感激も、照れもない。


　いやそれどころか、顰ひん蹙しゆくや、不ふ快かい感かんや、嫌けん悪おすらなかった。


　そこにあるのはひどく不思議そうな顔だけ。キョトンとなった目をいそがしく瞬しばたたかせ、頭ひとつぶん下にある麗華を見下ろしてくるだけ。


（…………どうして？）


　心の片かた隅すみに不ふ吉きつな暗雲が湧く。


　彼はどうしてこんな、普通の顔をしているのだろう？


　将しよう来らいを誓ちかい合った相手との、十年ぶりの、まったく唐とう突とつな再会──麗華ほどに動転せよというわけではないが、もう少し別の反応があってもいいはずではないか。


「ええと、すいません」


　いやな予感が、真冬の冷気をともなって足元から這はい上がってきて。


　そんな麗華をよそに、二ノ宮峻護は眉まゆをハの字にし、困ったように頭をかきつつ、こう言った。


「どちらさまでしたっけ？　たぶん、初めてお会いすると思うんですが」





　……桜さくらの萌もえ咲さく、春の出来事である。


　エイプリルフールはもう、一週間も前に終わっているはずだった。





　　　　＊





　その後しばらくの記き憶おくを麗華は失っている。


　よってここから先のことは、彼女の付き人である保坂光流からあとで聞かされたことになるのだが……『あの言葉』を耳にした麗華は、それはもう鬼き女じよもかくやという形相を示しめし、二ノ宮峻護の腰こしを大いに抜かせたのだという。


　とはいえそこは北条麗華。良家の令嬢であり、神宮寺学園生徒会長として一般生徒たちからの尊そん崇すうと敬けい慕ぼを一身に受ける身。その場で感情をぶちまけることだけはどうにか回かい避ひし、すくみ上がる二ノ宮峻護を尻しり目めに大またで歩き去ったのだ、とか。


　けっきょくその日の麗華は、こみ上げてくる激げき情じようの奔ほん流りゆうに流されまいとするのにエネルギーのすべてを割さくことになってしまった。それでも生徒会長の仕事を始めとする業ぎよう務むを無む意い識しきのうちにもつつがなくこなしていたそうだから、その自じ制せい心しんは我われながらほめてあげていいと思う。


　ようやく少し落ち着いて考えられるようになったのは、夜も更ふけてそろそろ就しゆう寝しんしなければ、という頃になってからであった。


（……そう、悲観するようなことでもないのですわ）


　ベッドの中で天てん井じようを見つめながら、麗華は自分を慰なぐさめてみる。


（だって、なにしろ十年ぶりなんですもの。ちょっと見ただけでわたくしのことがわからないからといって、あの男を責せめるのも酷こくというものです）


　まぶたを閉じ、寝返りを打ちながら、令嬢はなおも考える。


（かくいうわたくしだって、最初は自分の目を疑うたがったのですから。まさかあの男が入学してくるなんて、まったくそんな事態は想定していませんでしたし。それに遠目から何度も確かく認にんしたわたくしと違って、あの男はチラッと目を合わせるぐらいしかしていませんでしたもの）


　そう考えてみれば、麗華のことがわからなくても当然。


　むしろ早とちりをし、短気を起こしてしまった自分を恥ずかしく思う。


（……ところであの男、一体どんなふうに成長したのかしら）


　うとうとしつつ思うのは、十年前の二ノ宮峻護の姿。


　家出をした麗華が不良少年たちに囲まれていた時に、さっそうと現あらわれて助けてくれて。


　その後の同居生活では、六歳さいの子こ供どもとしては破は格かくに高い生活能力を見せつけて。


　それだけじゃなくて頭もよくて、物をよく知っていて、逸いつ材ざいとの誉ほまれ高かった麗華ですら足元にも及およばなくて。


　そんな少年が麗華を見み込こんで、将来の約束を交かわし合ってくれて。


（ふふ。うふふ）


　かつての甘あま酸ずっぱい体験を思い出し、大いに身もだえする。枕まくらを抱かかえ、ベッドの上で右に左に行ったりきたり。


　ごろごろごろごろ。ごろごろごろごろ。


（ふふ、明日は朝一番で登校することにしましょう。そしてもう一度あの男に……）


　機き嫌げんを直した麗華はすやすやと寝息を立て始めた。


　明日こそはあの男に北条麗華のことを思い出させ、感動の再会を果たすのだと誓ちかって。
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　翌朝。


　神宮寺学園の生徒会長は、心の中で宣せん言げんした通り誰よりも早く登校し、正門の前に立っていた。


　昨日とはちがって今日は準備万ばん端たんである。


　朝のシャワーでは入念に身体からだを洗あらった。


　自じ慢まんの髪かみにはたっぷり時間をかけてトリートメントをあたえ、キューティクル豊ほう富ふなつやつやヘアに磨みがき上げた。


　慣なれないメイクはお付きのメイドたちに手伝ってもらって、さりげなく、それでいて完かん璧ぺきに仕上げ済ずみ。


　とびきり上等な仕立ての春物コートは、令嬢の気品ある美び貌ぼうを目いっぱいに引き立ててくれている。その下に着ているセーラー服も何気に新品。


　べつに見せる予定もないのだが、肌着のコーディネイトまでもばっちりときた。


　準備は万端、あとは想い人が登場するのを待つばかりである。


（さあ、いつでも来いですわ）


　朝練のために登校した生徒たちがちらほら姿を見せ始め、校門の前でそわそわと立っている生徒会長を見て一様に驚いていく。


　そんな彼らへにこやかにあいさつを送っているうち、後ろから「やあ」と声が掛かかった。


「おはよう北条さん」


「──あら、甲こう本もとさん。ごきげんよう」


　緊きん張ちよう気ぎ味みだった麗華の表情が少しゆるむ。よく知っている顔だった。


「今日はやたらと早いんだな。何かあったのかい？」


　セルなし眼鏡めがねがトレードマークの、神宮寺学園副生徒会長。甲本陽よう一いちである。


「あなたこそお早いのね甲本さん。いつもこんな早い時間から学園に？」


「いや、たまたまさ。いつもより早く目が覚さめちまって、それで授業の予習がてらにね。一応これでも受験生になった身だ、まじめに勉学に励はげまないと」


「ご冗じよう談だん、あなたの成せい績せきは入学以来学年トップでしょうに。それでなくとも、あなたほどの人なら推すい薦せんでどこへなりと望みの大学へ行けるのではなくて？」


「いやいや、まだまだ不ふ肖しようの身だ。やれるだけのことはやっておかないと安心できないんだよ」


　言って、甲本はカラカラと笑った。そんな表情をすると、四角ばった容よう貌ぼうをしたこの男は思いのほか人懐なつっこい顔になる。


　そもそもこの甲本、今でこそ副会長の座ざに甘あまんじてはいるが、去年の初めまでは堂々たる生徒会長としてこの学園のトップに立っていた男である。その手しゆ腕わんも人望も折り紙つき、人材ぞろいのこの学園においても傑けつ出しゆつした生徒と言っていい。


　そんな彼も今では後輩の麗華に生徒会長の職しよくをゆずり、彼女の片かた腕うでとして忠ちゆう実じつに働いている。自分よりさらに輪をかけて傑出した麗華の力量を知るや、あっさりと権力の座を放ほう棄きしてしまったのだ。


　当時の甲本いわく、『俺おれは本来が参さん謀ぼうタイプだし、それに彼女の下についていたほうが楽できるよ』。


　このセリフが本心から、しかも飄ひよう々ひようたる態たい度どで出てきたところに、甲本陽一の真しん価かがある。


　己おのれの力量を測れることと、己より優すぐれた他者へ敬けい意いを払はらえることは、その二点だけを取っても十分すぎる美点。新生徒会長たる麗華は、三さん顧この礼でもって彼を自分の幕ばく僚りように迎むかえたのだった。


「それで北条さんは、ここで何を？」と甲本は怪訝そうに、「こんな朝っぱらから、誰かを待ってるとか？」


「ああいえ、その」


　事が事だけに麗華は口ごもった。十年前に彼女と二ノ宮峻護との間に何があったのか、知る者は皆無に等しい。


「そう、わたくしもたまたまなのです。思いのほか目覚めが早かったものだから、それでたまには朝一番に登校して、生徒たちの行ぎよう状じようを見守ってみようかと」


「へえ、仕事熱心なことだ。ところで保坂くんは？」


「保坂はわたくしの代理として、コンツェルンの業ぎよう務むに」


　そんなやり取りをしばし交わし合った後、甲本はにこやかにこう言った。


「じゃ、俺も付き合わせてもらおうかな」


「えっ」


「副会長として当然の責せき務むだよ。生徒会長が寒空の下でひとり、校門の前に立って公務に携たずさわっているんだ。見捨てて放っておくわけにはいかないだろう？」


　道理ではあるが、麗華は即そく答とうできなかった。


　いまだかつてこれと似にたようなパターンを経験したことはないのだが……自分の色いろ恋こい沙ざ汰たを他人に覗のぞかれることが、ひどく恥ずかしく思えたのである。


　しかしここで甲本の申し出を断れば、そんな自分の弱みを全力でさらけ出してしまうことにもなる。けっきょくはなし崩くずしに申し出を受け、次し第だいに数の増ふえてくる生徒たちが登校する様子を見守っているうちに、


（来──ましたわ）


　騒さわがしい学生服たちの一いち群ぐんにまぎれて、ぽつん、と背の高い人ひと影かげ。


　むろん見間違えるはずもない。十年間一日たりとも忘れたことのなかった、想い人の姿である。


　麗華は内心、武む者しや震ぶるいに打ち震える気分だった。


　昨日の失敗を踏ふまえ、今度こそ示しめさねばならないのだ。この十年でひとりの少女がいかに成長したかを。


　北条麗華というちっぽけな子供が、どんな女として生まれ変わったのかを。


　彼女が二ノ宮峻護のパートナーとして──神童と呼ぶにふさわしい才さい幹かんを示したあの少年の伴はん侶りよとして、この世で唯ゆい一いつふさわしい人間であることを。


　すっ、と麗華は歩を進める。


　社交界で振ふる舞まう時のような仕草でしとやかに近づき、そして椿つばきのようにあでやかな笑顔をあくまで品よく咲さかせて、


「ごきげんよう。今日もよい日和ひよりですわね」


　二ノ宮峻護の前にさりげなく立ち、ジャブがわりのあいさつを放った。


（……完かん璧ぺきですわ）


　と麗華は内心、自画自賛した。


　今朝方、何度も鏡の前で練習してきたものを、寸すん分ぶんの狂くるいもなく再さい現げんした破はか壊い力りよく満まん点てんの笑顔である。ちょっとキツめの顔立ちをしている麗華ではあるが、『笑顔になると角が取れてものすごくキュートになる』と周囲からほめられているのだ。


　事実彼女はこの笑顔を武ぶ器きに、社交界の華はなとして鮮せん烈れつなデビューを飾かざっている。昨日の失しつ態たいはこれで完全に取り戻しただろう。いや、失態などは軽々と取り戻してなお余あまりあるはずだ。


　と、思ったのだが。


「お、おはよう……ございます」


　麗華の必殺笑顔攻撃を受けた想い人は。


　顔を引きつらせ、思いっきり腰が引けていた。


　まるで草食動物が肉食動物を警けい戒かいしているみたいに。


（な、なんですのよっ、その反応は！）


　顔が引きつったのは麗華も同じだった。


　この反応はいったいどういう了りよう見けんだろう。女性に対して、という意味ではもちろん、一個の人間に対する態度としても失礼ではないか。


　とはいえ峻護のほうからしてみれば無理もないのであった。この時点での麗華はまったく知る由よしもないのだが、昨日彼女が見せた『鬼女の形相』は、峻護の中で後々に至るまで大いなるトラウマとして残されることになるのである。


　ましてや昨日の今日だ。峻護に与あたえられた恐怖心の鮮せん度どはＭＡＸの状じよう態たいである。むしろ『鬼女』の顔を見た瞬間に尻しつ尾ぽを巻いて逃げ出さなかっただけマシというものであろう。


　ともあれ、この時の麗華にはそんなことまでわからない。


　頭に血が上り、はらわたが煮にえくり返る思いで、しかし感動的な自制心でもってどうにか椿の笑顔を維い持じしていたが、しかしそれが精せい一いつ杯ぱいだった。あいさつの言葉を交わした先の会話が続かない。


「ええと……それじゃ、おれは教室に」


　ビクビクおびえつつ、ヘコヘコ頭を下げて、想い人はそそくさと麗華の脇を通り過ぎていった。言うまでもなく、彼が麗華のことを思い出したそぶりはなし。


「……彼、知り合いかい？　新入生のようだけど」


　成り行きを黙だまって見守っていた甲本が声をかけてくるが、半分も届いていない。


　令嬢の再チャレンジは、完璧な形の笑顔で固まったまま、遠ざかっていく想い人の姿を振り返ることすらできぬまま、またしても失敗に終わったのだった。
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（……よくよく考えてみれば、ちょっとやり方が高度すぎたのですわ）


　その日、北条家の本ほん邸ていに帰宅した後。


　柔じゆう術じゆつの稽けい古こでたっぷり汗を流した麗華は、シャワーを浴あびながらそう考えた。


（だって、あんな完璧な笑顔で接せつしたら、十年前のわたくしの面おも影かげは影も形もなくなってしまうじゃないの。あの男が気づかないのも無理はありませんわ）


　うんうん、と納なつ得とくする麗華。


　何しろ十年前の自分といえば、小生意気で、こまっしゃくれていて、身分を鼻にかけていて、それはそれは鼻持ちならぬ子供だったのだ。


　それが今ではすっかり人格的に成せい熟じゆくし、誰からも慕したわれるだけの人徳と能力を持ち、理性深く、それでいて品のある、本物の貴き人じんに変へん貌ぼうしたのである。むしろ今の自分と十年前の自分が同一人物だとわかるほうが不思議ではないか。


（そうなると、ちょっとやり方を変えなければいけませんわね。明日こそはあの男、わたくしのことを思い出して歓かん喜きにむせぶことでしょう）


　機嫌を直し、鼻歌まで歌いながらシャワーを切り上げたところで、


「お嬢さま、いけませんよ～」


　付き人の保坂光流が、その見た目にふさわしい子犬みたいなニコニコ顔で待ち構えていた。


「ぼく、さっき陳ちん情じようを受けちゃいました」


「……なんのです？」


「お嬢さまの稽けい古こ相手をした師し範はん代だいから。『今日のお嬢さまは鬼のように容よう赦しやなくて、そのうえ執しつ拗ようなほどに熱心だったから、とてもじゃないけど身体がもたない』……って。稽古相手をストレス発散の対象にするのはやめてあげてくださいね？　もうとっくにお嬢さまのほうが段も上なんですから」


「べ、べつにそんなつもりではなかったのですわ」麗華はあわてつつ、そしてどうして自分がそこまであわてるのかわからないまま、「たまたま稽古に熱が入ってしまったという、それだけのことなのです。なんら他意はありません。そもそもわたくし、これといってストレスなど溜ため込んでもいませんし」


「ふうん？　ほんとですかあ？」


「師範代にはわたくしからあとで一声かけておきます。それでよろしいでしょう？」


　言って、麗華は廊下を歩く足を速める。


「ところでお嬢さま」


　ニコニコ顔のまま保坂、


「明日の朝もコンツェルン関連企業の業務が山積みになってますが、明日はお嬢さま自らが決済してくれるんですよね？」


「いいえ。明日もわたくしは朝から学園に向かいます。生徒会の業務に関して、ちょっと新たに思いついたことがあるの。このアイデアは今後の生徒会運営を占うらなう試金石となるでしょうから、コンツェルンの仕事よりも今は優ゆう先せんさせねばなりませんわ。というわけで明日もあなたに任まかせます」


「えーそんなあ。今じゃお嬢さまはお父上と並んで、コンツェルンを運営する両輪のひとつなんですから。ぼくごときでは代理は務つとまりません、ちゃんと働いてください」


「生徒会の業務だってわたくしの大事な責せき務むです。頼たのみましたわよ保坂」


「ぼくは頼まれたくないですよお嬢さま。……って、待ってくださいよお嬢さま。お嬢さま～」


　なおも文もん句くを言い立てる付き人を黙もく殺さつ。


　麗華は明日の戦せん略りやくを精せい密みつに検けん証しようするための思考に没ぼつ頭とうし始めている。
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　翌朝、神宮寺学園。


　登校してくる生徒たちが一様に注目してくる中、麗華は例によって校門前に立っていた。


　朝というロケーション以上にどこか騒そう然ぜんたる雰ふん囲い気きに包まれているのは、生徒たちの視線が驚きの色に彩いろどられているからである。


　といっても、麗華の行動パターン自体は昨日と同じであるため、そういう意味の驚きではない。彼らが腰をのけぞらせるのは、麗華が発散する険けんの多さに、であった。


「今日はまた、ずいぶんと趣しゆ向こうが変わってるね」


　と苦く笑しようするのは甲本陽一である。彼は今日もまた、生徒会長が始めた習しゆう慣かんに付き合っているのだ。


「君は怒おこるととても迫はく力りよくがあるから、もうすこし丸い感じでいてもらえると助かるな。そうすれば誰もがちょっとずつ幸せになれると思うぜ？　俺も生徒たちも、それにもちろん君自身も」


「べつに怒っているわけではありませんわ」麗華は眉まゆを逆ぎやくハの字にしたまま、「今のわたくしが怒っているように見えるとすれば、それは目が節ふし穴あなだと言われても仕方のない解かい釈しやくですことよ？　わたくしの今の見かけはあくまでも気き迫はくの表れ。生徒たちを正しく律りつしようとする決意と覇は気きの表現なのですわ」


　半分は真実、半分はうそである。


　確かに今の麗華の見てくれは、内面の心意気を余あまさず映うつし出していた。


　流りゆう麗れいなラインをかたどる眉は、警けい戒かい態たい勢せいの猫ねこの尻尾しつぽみたいにピンと跳はね上がっている。


　くちびるはヘの字に固く結むすばれ、やや細目がちの瞳ひとみはらんらんと輝いて。


　両足は肩幅より大きく開いて大地をガッチリ捉とらえて放さず、両腕を胸の前で組んで背中を心もち後ろに反そらせている。


　そこに垣かい間ま見えるエネルギーの渦うずは、弦つるを目いっぱいに引き絞しぼった弓を思わせて今にもバーストしそうであり、もはやほとんど威い嚇かくに近い。


　ただし、その威嚇は『生徒たちを正しく律する』ために発されているものではなかった。ひとえにただ一人の新入生を迎げい撃げきするためなのである。


　なぜそんな真ま似ねをしているのか？


　つまり、麗華はこう考えたのであった。


（昨日の敗はい因いんは、わたくしが十年前の面影を跡あと形かたも残さないほど見事な成長の跡を示してしまったからなのですわ）


　十年前に立てた誓ちかいを守り、麗華は美しく理知的な淑しゆく女じよに変へん貌ぼうを遂とげている。成長も時に逆効果になるとはなんとも罪つみな話であるが、だったら事は簡かん単たんだ。


　十年前に戻ってやればいいのである。


（当時のわたくしは、今みたいに丸くはありませんでしたもの。小生意気で、こまっしゃくれていて、身分を鼻にかけていて──そういうキャラクターを演えんじれば、あの男もわたくしを思い出さずにはいられないでしょう）


　内心で含み笑いする麗華。


　今度こそ、今回こそは感動の再会シーンが演じられるにちがいない。今のうちに再会時のシミュレーションをしておく必要があるだろう。


　約束の相手のことを思い出したあの男は、まずはどんな反応をするだろうか？　そう、最初は大いに目を見開いて激はげしく驚くはず、これは間違いない。


　その次の反応は？　これだけ何度も顔を合わせながら気づかないという失しつ態たいを犯おかしたのだ、ありとあらゆる手段でもって謝しや罪ざいするだろうか。だとすれば麗華の対応は決まっている。鷹おう揚ように、度量の広い心で、何のわだかまりもなく彼を赦ゆるすのだ。十年前の自分であれば散々に相手をののしり、挙あげ句くに決して赦さなかったに違いないから、あの男はふたたび驚き恐おそれ入るだろう。そして約束どおりに成長した麗華の姿に感動し、打ち震えること確実。そして感動のままに彼はこちらへ駆け寄り、情熱的な抱ほう擁ようを──


（そ、そんなっ！　そんなのはまだ早すぎますわよ!?　でもまあ、抱だきしめるぐらいでしたら許きよ容よう範はん囲いというか自然の流れというか、わたくしも望むところというか……ああでも、それ以上のことを求められた時に、わたくしは拒きよ絶ぜつなどできるかしら……マウストゥマウスでない接せつ吻ぷんまでなら、まあどうにか……）


　などという妄もう想そうにひたり、内心で身もだえしていた麗華だが。


　五分が経ち。


　十分が経ち。


　二十分が経ち。


　一時間が経って。


（…………どうしてあの男が現れませんの？）


　とうとう始業のベルが鳴り、校門が閉められる頃になっても、二ノ宮峻護は姿を見せなかった。


（具合でも悪くして今日は休みなのかしら？　それともまさか、途と中ちゆうで事じ故こでも……）


　登校する生徒も絶たえた中、だんだん本気で心配になってきた。


『十年前の自分の姿』なんてどこかに置き忘れ、おろおろうろたえて右う往おう左さ往おうし、挙あげ句くに涙目になり始めた時、


「ちょっと調べさせてみたんだけど」


　背はい後ごからの声に振ふり向けば、苦笑まじりの副会長の姿。


「どうやらあの新入生、今日は裏うら門もんから校内に入ったらしい」


「へっ？」


「途中までは普通に登校してきたようだが、般はん若にやみたいな顔して立っている君を見て方向転てん換かんしたんだろうな。とっくに教室へ入って授業が始まるのを待ってるってさ」




[image: ]


「な…………」


「君もそろそろ教室に入ったほうがいい。みなのお手本たる君が授業に遅ち刻こくしたんじゃ、生徒会長の面めん子つが丸つぶれだぜ？」


「…………」


　麗華はたっぷり十秒ほどもかけて呆然とし、甲本の言葉の意味を咀そ嚼しやくする。


　やがて顔をうつむかせ、肩を怒らせ、ぷるぷると震え始め、そして──





　　　　＊





「あンんの大ばか者！　おたんちん！　薄はく情じよう者もの！」


　サンドバッグの音が鳴り響ひびく、北条家敷しき地ち内の道場である。


「卑ひ劣れつ漢かん！　健けん忘ぼう症しよう！　なによ、図ずう体たいばかりはバカでかくなったくせに、頭の中身はカラッポにでもなったというの!?」


　麗華は荒あれていた。


　この場にいないうつけ者に大声で罵ば声せいをあびせつつ、ヒステリー寸前の勢いきおいでサンドバッグをメッタ打ちにする。木張りの床には汗のしずくが滴したたり、令嬢の勘かん気きがいかほどの大きさであるかを如によ実じつに示していた。


「いやあ、今日の動きは一段と冴さえてますね」と、そばで控ひかえている保坂。「ただですね、できれば生身の人間相手にそれを揮ふるうのはよしたほうがいいと思うんです。師範代、泣きながら走り去っていきましたよ？『しばらくお暇ひまをもらいます！　うわあああん！』ってわめきながら」


　苦言を呈ていしてくるが、主あるじはガン無む視し。鬼き神しんのごとき打だ撃げき技わざをふるって物言わぬ砂すな袋ぶくろにダメージを加える行こう為いに没ぼつ頭とうしている。


（まったく……いったい何だというのよッ！）


　麗華にはわからない。


　どうして、なにゆえ、こんなことになっているのか。


　ひとつだけ確かなのは、あの男がいまだに北条麗華のことを思い出していないということある。でなければいかなる理由があれ、大事な約束を交わした相手を前に背を向けるはずがない。


「というわけで、そろそろ方ほう針しんを変えてみませんか？　お嬢さま」


　ニコニコ顔で付き人の少年は進言する。


「何をどうしたいのかは知りませんが、今のやり方以外にいくらでも方法があるのは確かだと思いますよ？　北条家には、ぼくを筆頭にお嬢さまを補ほ佐さする人材はいくらでもいるし。そうじゃなくたって生徒会のメンバーも十分頼たよりになります」


「余計なお世話ですわ」


　サンドバッグがひときわ大きな音を立てる。麗華の渾こん身しんのハイキックを耐たえ切ることができず、引き裂さかれた分ぶ厚あつい皮の間から中身をぶちまけた音だ。


「これはわたくしの問題。手出しは無用です」


　言い捨てて、流れる汗をぬぐいもせずにきびすを返す。


　そう、これは麗華個人の問題だった。


　それもちょっとやそっとの問題ではない。


　もはや羞しゆう恥ち心しんとかプライドとか、そういったものがちんけに思えるような、いわば人生そのもの、存そん在ざい価か値ちそのものがかかった問題なのだ。


　麗華は、思い出させなければならない。


　どうあっても。何があっても。


「……気が立ってるねえ、お嬢さま」


　主の後姿を見送りながら、保坂はため息交じりの苦笑い。


「さて弱ったね。どうにもまだまだ嵐あらしは収まりそうにない感じだなあ。この事態をどのあたりに着地させるべきか……うーん」


　北条家に代々仕える家いえ柄がらである、保坂家。


　その嫡ちやく男なんであり、麗華の付き人として敏びん腕わんを発はつ揮きしてきた保坂光流であるが、彼をしても妙みよう案あんの持ち合わせはない。まったく手を打っていないわけではないが、状況がどう転ぶかはまるで不ふ透とう明めいである。彼にとってかわいい主である麗華がこれほど弱みを見せているからには、本来であればそこをおちょくって楽しみたいところなのだが、ちょっとそれすらもできそうにない状況である。


　ともあれ、いましばらくは主がやるべき業務の大半を彼が代行せねばなるまい。保坂のキャパシティではおそらくそちらで手一杯になるはずであり、そうなるとなおさら身動きも取りにくくなることだろう。


「うーん、これは参まいった。うーん」


　いつもマイペースで飄ひよう々ひようとしている彼にしては珍めずらしく、ちょっと本気で困り始めているのだった。





　　　　＊





　一夜明けて、神宮寺学園。


　そろそろ桜も散り始めるかという晩春の朝、生徒たちがぞろぞろと登校してくるざわめきが、薄うす曇ぐもりの空の下にぼんやりと響いている。


「今日は校門の前に立たないんだな」


　例によって律りち儀ぎに付き添そっている甲本副会長が、手持ち無ぶ沙さ汰たぎみに言った。


「どうせならこう、何か事じ件けんの起こる雰ふん囲い気きの中で俺も見学したいところではあるけど」


「べつに無理をしてわたくしに付き合う必要はありませんわ」


　生徒会長は校門からやや離はなれたところに立ち、次々と登校してくる生徒たちの様子を見守りつつ返答。


「ここにわたくしが立っているのは生徒会長としての業務の一いつ環かんと認にん識しきしていますが、公式な生徒会の活動というわけではありません。あなたも暇ひまな身分ではないのでしょう、ほかにいくらでもやることがあるのではなくて？」


「いやいや。生徒会長である君の立っている場所こそが、我が校の生徒会の本丸。ほかの生徒会役員はさておき、副会長の俺はいつ何時でも会長を補佐するべきだろう。ましてや君は今、生徒会の活動をしているんだから」


「正式な活動ではないと言っているのに？」


「公式も非公式も関係ないさ」


　飄々と答えつつ肩をすくめ、


「ところで北条さん。今日はまた一段とはっちゃけた格かつ好こうをしているね」


　そのとおり。


　麗華が校門からやや離れたところに──校門前の道路の一角に立っているのは、ひとえに彼女が学園の制服ではなく、私服を身にまとっているからである。


　えんじ色のベルベットワンピースに、ふんわりとシフォンケーキのようにふくらんだフリルたっぷりのブラウス。白のハイソックスで細い足を包み、艶つややかな長髪はきめ細かな刺し繡しゆうの入ったリボンが彩りをそえている。


　愛くるしさは満点だが、やや年ねん齢れいにはそぐわないかと思えるファッション。


　むろん、このチョイスには理由がある。


　二ノ宮峻護と出会った十年前は、麗華もまだほんの子供だったわけであり、彼の知る麗華は子供のころのままの姿で止まっているはず。であるならば、当時の麗華を彷ほう彿ふつとさせる服ふく装そうに身を包みさえすれば、峻護が彼女を思い出す確かく率りつも上がるのではないかと考えたのである。


　しかもそれだけではない。今回の麗華はあるものを用意し、背はい水すいの陣じんを敷しいてこの場に立っていた。


「まあ、校外で君がどういう格好をしようと文句を言う筋合いではないし、むしろ思いのほか似に合あってるからまったく問題ないけど……」


　甲本は苦笑しつつ──最近この表情が多い彼である──苦言を呈する。


「ただ、近ごろの君の振舞いについてはちょっとばかり言っておかないといけない。元からスペックの高い君だから、今のところ重大な問題にはなっていないが……生徒会の仕事にせよ勉学にせよ、いささか精せい度どが鈍にぶってるみたいだ」


「…………そうかしら？」


「いちおうこれでも副会長で、君の右腕を自じ負ふしてる。君自身にたとえ自覚がなくても、その手のことはわかるって。保坂くんほどではないにしてもね」


「わかりましたわ。肝きもに銘めいじておきます」


　とは言ったものの、別件のことで気もそぞろになっているのが丸わかりの生徒会長である。


（……いやはや、まいったな……）


　甲本が誰にも気づかれないほど小さく吐と息いきした時、麗華がすいっと動いた。


　その進行方向に、ターゲットの新入生がいる。


（今日こそは白黒つけさせますわ……むろん、結果は白と出るに決まってますけど）


　令嬢は鼻息荒く二ノ宮峻護に近づいていく。


　標ひよう的てきの死角から、足音を消し、気配すら消して。


「ごきげんよう」


　射しや程てい圏けん内ないにとらえるや、間かん髪はついれずに声をかけた。


　校門を抜けようとしていた二ノ宮峻護が、電でん撃げきでも打ち込まれたようにビクリと歩みを止める。


　この声は楔くさびであり、足かせでもある。今日という今日は逃にがすつもりはなかった。


「ええと……」おそるおそる、といった風に振り返る二ノ宮峻護。「おはようございます、生徒会長」


「ええ。おはようですわ」


「…………」


　二ノ宮峻護は緊張の面持ちで、麗華の次の言葉を待っているようだ。


　麗華は軽く咳せき払ばらいして、それから想い人をまっすぐに見る。


　その瞳に怒いかりはなく、あるいは戸と惑まどいも、混こん乱らんも、不安も、その他の悲喜こもごもが何もない。ただただ透明で、ニュートラルな、感情の一切を心に封ふうじ込めた瞳だった。余計な感情を交えることで相手の心を無用に波立てないよう、気を配ったのである。


　これで二ノ宮峻護は、何の混じりけもない北条麗華を、ありのままに捉とらえることができるはずだった。


「…………」


　狙ねらいどおりだった。


　峻護の瞳から恐れの色が消えた。


　それと入れ代わるようにして、目の前の少女を正確に、じっくり吟ぎん味みしようとするかのような色が浮かぶ。


（今度こそ気づく──かしら）


　押し殺した何種類もの感情の中に、緊きん張ちようの二文字が加わる。


　決着をつけるつもりだった。


　ゆえに麗華は今回、これまで出し惜おしんできた『切り札』を用意してきている。


　これでも駄だ目めなら、もう麗華にはどうしていいのかわからない。どうすれば北条麗華のことを思い出してくれるのか、その道すじがまるで見えない。


　もう後がない。最後のカードが通用しなければ、もう本当にどうしようもないのだ。


　だからお願い。


　思い出して。


　早く、今すぐに──


「ええと、その……」


　無言でじっと見つめてくる麗華に何かを感じ取ったものか、それとも単に沈ちん黙もくに耐え切れなかっただけか。


　いかにも言葉を選びつつ、といった風ふ情ぜいで峻護が口をひらく。


「今日は、あまり天気がよくないですね。花曇りってやつですかね」


「ええ。そうですわね」


「桜、散り始めそうですね、そろそろ。いつもの年よりちょっと早いようなそうでもないような。いや、やっぱり早いのかな」


「そうかしら」


　喜き怒ど哀あい楽らくのとぼしい、無色透明に近い視線でじっと見つめつつ、麗華は出来のよくない人工知能みたいに単調な返答を繰くり返す。


「ええと……」


　提てい示じしている話題が生徒会長さまの望んでいるものではない、ということには気づいたのだろう。峻護は目を左右に泳がせ、瞬またたきをしきりに繰り返し、新たなトピックを探している様子だったが、


「あっ。先輩、今日は私服なんですね。よく似に合あってます」


　ぎこちない愛あい想そ笑いで麗華の服装をほめる。


　実のところ、狙ねらいはいい線をいっていた。だが、足りない。麗華が真に見てもらいたいのはそこではない。ロリータ寄りのコーディネイトは、あくまでも切り札を引き立てるための補ほ助じよ的なものでしかないのだ。


　峻護は麗華の反応を待つようにして、相変わらずの愛想笑い。


　気づいては、くれない。


「…………。それだけですの？」


「えっ？　ええと──」


　つい顔を出してしまった泣きそうな表情に、峻護はたわいもなくおたおたして、


「ええと、今日はどうしてそんな格好をっ？　何か用事でもあるんでしょうか!?」


「…………」


「よく似合ってるというか、それはもうびっくりするくらいに、ちょっとした奇き跡せきなんじゃないかってくらい似合ってます！　はい！　どこかのお姫ひめさまみたいです、すごいです！」


「…………」


　この男は何を言っているのだろう。


　どうして、気づかないのだろう。


　麗華の顔はさらにゆがみ、峻護はますますあわてて、


「いえ、うそなんかじゃなくて、ほんとに、すっごくいいです！　例えばそのリボンとか、ワンピースとか……それにその、ネックレスとか！」


　どくん、と心しん臓ぞうが震える。


　そう、そこなのだ。


　青い石をはめたブローチを金色の鎖くさりにくぐらせた、ネックレス。


　駄だ菓が子し屋にでも売ってそうな、笑ってしまうくらい安っぽい、北条コンツェルンの次期総帥が身につけるものとはとても思えない、上質のコーディネイトからは明らかに浮いた──だけど麗華にとっては世界でいちばん大切なネックレス。


　この何の変へん哲てつもないアクセサリーから、いわばすべてが始まったのだ。


　十年前、不良少年たちに囲まれていた麗華を助ける際さい、峻護はこのネックレスを身代わりとして差し出してくれて。


　そのネックレスが、実は峻護の両親の形見であることを聞いた麗華は、頭を下げてそれを取り戻しに行って。


　そこへまた峻護が仲ちゆう裁さいに入り、身体からだを張はって麗華を救すくい出してくれて……。


　手に取るたびにきらびやかな記き憶おくを思い出させてくれる、安物だけど大切なネックレス。


　どんな宝石にも勝る、思い出の品。


　想い人とのかけがえのない絆きずな──


「とてもいいネックレスですよねっ。青色の宝石はすごく大きいし、金でできたチェーンも大だい胆たんに大きいし！　それってどこで買ったんですかっ？　やっぱりオーダーメイドかなにかですよね!?」


「────っ」


　凍こおり、ついた。


　張り詰つめていたものが音を立てて崩くずれていく。


　峻護は精せい一いつ杯ぱいの世せ辞じのつもりで今の言葉を吐はいたのだろう。明らかに世界的な名士の身につけるものではないネックレスをそれでも褒ほめ称たたえたのは、世よ渡わたりの技ぎ術じゆつとしてはアリかもしれない。本来なら責せめられるようなことではないかもしれない。


　でもそれは、もはや取り繕つくろいようのない決定打だった。


　世界中のほとんどすべての人間はそれを言っても赦ゆるされただろう。でもたったひとり、二ノ宮峻護だけは、それを言ってはならなかったのだ。


「あ──」


　きびすを返した麗華の背中に、後こう悔かいもあらわな吐と息いきが掛かかる。


　だがもうそれは、彼女には届かない。


　もう、見向きもしなかった。


　足早に、置き去りにするように、麗華はその場を去る。何をしくじったのか最後までわからないまま新入生の少年は取り残され、一部始終を見ていた副会長は思し慮りよ深げにふたりの男女の姿を捉えている──。





　　　　＊





　その後の麗華は一定の安定をみた。


　校門の前に立って生徒たちの行ぎよう状じようを見守るという『公こう務む』をすっぱり止め、おろそかになっていた様々な仕事に復ふつ帰きした。滞とどこおりがちだった生徒会の業務はスムーズに流れるようになり、コンツェルンの業務において麗華の代行を務めさせられていた保坂はホッと胸をなでおろした。


　事件のもう一方の当事者である二ノ宮峻護は、不可解な生徒会長のマークによって無用の冷や汗をかくという苦行から解かい放ほうされ、新入生としてまずまず普通の学園生活を送るようになった。


　すべては何事もなかったように元に戻り、一学期が始まった直後に全校を騒さわがせた事件の話は、次第に生徒たちの口に上らなくなった。完全無欠のスーパーお嬢さまであるはずの少女の奇き行こうは、はしかか何かのようなはやり病の一種だったと解かい釈しやくされ、事実麗華はかつてのような完全無欠さで学園トップの勤つとめを果たしている──。


　……というのが、この時点における一いつ般ぱん的な認にん識しきであった。


　裏側はまるでちがう。


　たとえば麗華はあれ以来、二ノ宮峻護という新入生に関わることを止やめた。普通の者が見ればそれはただそれだけのことだが、多少は目のいい者が見れば、彼女が峻護の存在を徹底的に無視し、避さけ続けていることに気づいたはずだ。


　たとえば麗華はあれ以来、内外の公務に完全復帰し、相変わらずの手腕をふるっている。しかしごく少数の者だけは、彼女の才さい腕わんにわずかな曇りが見え隠れしていることに気づいていた。ささいなミス、問題にもならない程度の認識のズレ。そういったものが麗華の仕事にちらほら見られるようになったのである（もっともそれらは、現実に悪影響を生じ始めるはるか以前の時点で、麗華自身によって摘つみ取られて修しゆう正せいされるため、首をかしげる者はいても問もん題だい視しする者はほとんどいなかったのだが）。


　たとえば麗華はあれ以来、少しずつ食が細り始めている。そのことに気づいている者は数えるほどもいない。その変調はあまりにわずかなものであり、気き遣づかっている者は皆無に等しかった。その変調が些さ細さいなものであるのと同時に、まったく回復の兆きざしやきっかけがないことまでは察せないのだ。


　付き人の保坂のみが知っている裏事情もある。麗華は彼に、ある調ちよう査さを命じていたのだ。


『二ノ宮峻護』に関する調査である。


　ただそれだけであれば、何も保坂を心配させることはない。だが『二ノ宮峻護』というのが神宮寺学園一年Ａ組に在ざい籍せきしている少年を指しているわけではないとなると、話はまるでちがってくる。


　麗華は十年ものあいだ一いち途ずに想いつづけてきた少年が、同じ学園の生徒である『二ノ宮峻護』だと、信じようとしないのだ。


　むろん北条家の誇ほこる諜ちよう報ほう部ぶはすぐさま情報を収集し、神宮寺学園一年Ａ組に在籍している少年こそが、麗華の求める『二ノ宮峻護』であることを証しよう明めいしている。だがそれでも麗華はなおも、諜報部に調査の続行を命じていた。あの少年が『二ノ宮峻護』であることを、かたくなに拒きよ絶ぜつしつづけて。


　唯ゆい一いつ、これらの事情をすべて把は握あくしているのは保坂光流だったが、この件に関しては彼らしくもなく途と方ほうにくれていた。原因はわかっていても根本的な対たい処しよ法ほうが見つからないのである。


　彼は二ノ宮峻護という少年がどういう出自の人物であるか、主よりもはるかによく知っていたし、さまざまな意味で手を出しにくい相手であることも知っている。峻護のほうをどうこうして事態を解決する方向はかなりのリスクを覚かく悟ごしなければならないだろう。


　かといって麗華のほうも手ごわい。彼女は外から見たよりもはるかに重じゆう症しようだった。危き機き的な現状に対する麗華自身の自覚が薄うすく、それどころか彼女らしくもなく己の逃とう避ひを許きよ容ようしているふしさえある。普段は理知的かつ理性的なだけに、いったん殻からに閉じこもってしまうと引きずり出すのは困難を極きわめるのだ。


　事態は未発のガンのように麗華を蝕むしばんでゆき、保坂は次第に焦あせりすら覚え始めていた。





　そんな、ある日のことである。
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　放課後の生徒会室で麗華はただひとり、ぼんやりと時間を過ごしていた。


　執しつ務む机づくえの上には、彼女の決けつ済さいを待つ書類の束が山になっている。それを脇わきにのけて片かた肘ひじをつき、見るともなしに窓の外の風景を眺ながめているのだ。


　春先の季節にしてはあざやかな西日が射し込み、生徒会室をオレンジ色に染そめ上げている。


「──休きゆう憩けい中ちゆうかい？」


　ふいにすぐそばから声がして、麗華はびくんと身体を跳はねさせた。


　声のほうを振り向けば、片腕と恃たのむ男がこちらを見下ろしている。


「……まだ残っていましたの？」


「ああ。ちょっと野や暮ぼ用があってね」


　男──甲本陽一は、西日を正面に受けて少しまぶしそうに微笑ほほえんだ。いつのまに彼はここへ入ってきたのか……彼がドアを開ける音にも気づかないくらいぼんやりしていたのか。


「北条さんこそ居残りかい？　ほかの生徒会スタッフはみんな帰ったのに」


「ええ、まだ少し仕事が残っているから……ついでに関連企き業ぎようの資し料りようにも目を通そうかと思って」


「保坂くんは？」


「先に帰しましたわ。わたくしの名代として、とあるパーティに出てもらっています」


「そう」


　軽くうなずき、甲本は麗華の斜ななめ向かいの机につく。


　麗華も時間の浪費をやめ、ペンを執とって書類に向き合った。


　しかしすぐに手が止まる。自分にしかわからないほど小さなため息をつき、西日を透すかしてさえすぐれない顔色の面をうつむかせて物思いに沈しずむ。


　考えるのは、いつもと同じこと。


　一日たりとも忘れたことはなかったけど、決してかまけることのなかった少年のこと。


　二ノ宮峻護はどこにいるんだろう、と思う。


　この学園にいる同どう姓せい同名の男はやはりニセモノであったらしい。うわさに聞くところによれば、麗華が想い焦こがれた少年とは似にても似つかない凡ぼん人じんであるとか。人がよくて温おん厚こうな性格はともかくとして、クラス内ですっかりオモチャ扱あつかいされている点については失しつ笑しようもの。おまけに小動物的な小物であるらしいから、いつでも誰が相手でも堂々としていた想い人とは比くらべるのも失礼だろう。


　やはり、あの男は二ノ宮峻護ではないのだ。


　本物の彼はいったいどこで何をしているのだろう。


　会いたい。


　早く、会いたい。


　麗華の瞳がうっすらと湿しめり気を帯びる。


『会えない相手』であるからこそ想いはなお募つのる。受け止めてくれる相手を探して行き場を失い、空回りをくりかえし、繊せん細さいな少女の心を少しずつ軋きしませていく。


「ところで北条さん」


　と、それまで黙って書類仕事をしていた甲本が口を開いた。


　こちらをまっすぐ向いて、彼にはめずらしい、ちょっとはにかんだような笑みを薄く浮かべながら、


「聞いてもらいたい話があるんだけど、いいだろうか」


「聞いてもらいたい話……？」


「うん。少し時間をもらいたい」


「ええ、それはかまいませんが。いったい何かしら？」


「うん」麗華の瞳をじっと見て、「君のことが好きなんだ」


　…………。


「え？」


「む、直球すぎたか。いやもっと時と場所を選ぶべきだったのかな」


　甲本は眉をひそめ、ばりばりと頭をかいて、


「でも、今がベストのタイミングなんじゃないかって直感したんだ。君の顔を見ていたら、なんとなくね。こういうのは流れも大切だし、それに今日はめずらしく保坂くんもいなかったし」


「…………」


　令嬢は目を点に、きょとんとしたまま、黙って副会長の言葉を聞いていたが、


「ちょ……え？　えっ？　えええええええっ!?」


　事態を飲み込み、ようやく悲鳴じみた声を上げた。


「だって、そんな、ちょ……うう？　あうう？」


　顔を真っ赤にして大いにうろたえまくる。頰ほおに手を当てて、誰だれも居ないのに左右をきょろきょろと見回し、立ち上がって座すわってまた立ち上がってと、じつに忙いそがしい。


「いや、ごめん。俺が悪かった。いきなりすぎた」


　たちまち挙きよ動どう不ふ審しんになってしまった上司に甲本は苦笑しつつ、


「でも、もう少し落ち着いてもらえると助かる。もうちょっと話の続きがあるから」


「えうっ？　はううう……」


　言語能力さえ失いかけていた麗華は、そこでようやく深呼吸。


　混こん乱らんしたままながらもいちおうは相手の話を聞く体勢に入って、そこで甲本があらためて口を開く。


「君は美人だし、行動がきびきびしていて、見ていてとても清すが々すがしい。頭がよくて人望もあって、統とう率そつ力りよくもある。ほかにも数え切れないくらいたくさんの美点がある。といって、そういう美点があったから好きになったかといえばそうでもなくて……いや、むつかしいなこういうのは。こういう気持ちはどうやって伝えたらいいものなんだろうな」


　苦笑いする副会長は、実際の年ねん齢れいよりもちょっと幼おさなく見えて。その顔は西日の色を映うつした以上に赤く染まっているようにも見えて。


「もし君が俺の気持ちに応こたえてくれるなら、俺はこれまでどおり、いやこれまで以上に君を支ささえるだろう。力不足ながらも全力で」


「…………」


「まずは、気持ちを伝えたかった。もちろん今すぐ返事をくれとは言わない。でも前向きに考えてもらえると助かる」


「…………」


　混乱状態からは脱だつしたものの、今度はそのかわりに虚きよ脱だつ状態に陥おちいったらしい。


　甲本が何を言っても麗華は反応することができず、口を半分ひらいてただぼんやりと突っ立っている。


　それ以上は何を言っても今は無意味と判はん断だんしたか、甲本はぽりぽりと頰ほおをかき、


「それじゃ、また明日」


　荷物をまとめて席を立ち、生徒会室を出て行った。


　あとにはただ、オレンジ色に染め上げられた教室と、呆ほうけたままの少女だけが残される。





　　　　＊





　すこし歩きたい気分だった。


　迎むかえによこされた車を先に帰して──こんなのは初めてのことだ──麗華は見知らぬ夜の街をひとり、ぽつぽつとさまよっている。


　初めてのことだったのだ。


　いわゆる『告白』というものをされたのは。


　もちろん、彼女に魅み力りよくがなかったがゆえに告白されなかったのではない。世界的名門である北条家の当主にして麗華の父でもある北条義よし宣のぶの目が常つねに光っているため、彼女に近づける男はそもそも数が限かぎられるのだ。


　それにもともと麗華は女子校育ちだった。それでも毎年バレンタインになれば売るほどプレゼントを贈おくられたし、『お姉さま』と呼んで同性としての関係以上に慕したってくれる子もいるにはいたが、ノーマルな嗜し好こうをもつ彼女にとってそれらはノーカウントである。


　唯ゆい一いつ麗華と対等に接せつする機会が与あたえられるのは、神宮寺学園に在籍する男子生徒たちのみ。とはいえ学園内における麗華のポジションは、異性としてよりは畏い敬けいとか尊そん崇すうとかの対象であることがはるかに多く、たとえそれ以上の感情を抱いだく者がいたとしても、あまりにかけ離れた位置に立つ麗華との差に、心をくじかれるのが常だったのだ。


　そう、つい先ほどまでは。


（甲本陽一さん、か……）


　片腕と恃み、冷静沈着で容よう貌ぼうするどい副会長のことを考える。


　初めて会った時のことだ。


　麗華が神宮寺学園に入学して、二か月ほどが経たったころ。


　ふらっと彼女の元をおとずれたあの男は、開口一番こう言ったのだ。


『生徒会長をやってみないか？』


　相手は学園創そう設せつ以来の敏びん腕わんとまで評ひようされた生徒会長。顔こそ見知ってはいたが、まったくの初対面である。さすがの麗華も面食らったものだ。


　ともかく話を聞いてみると、どうやら本気で生徒会長の座をゆずるつもりでいるらしいことがわかってきた。いや、ゆずるというよりは押し付けるつもりというべきか。すでにコンツェルンの業務で多た忙ぼうだった麗華は、高校生活の三年間で生徒会の仕事に関わるつもりがなかったのだから。


　だが甲本には、思いのほか高い熱意でこの件を推おし進める意思があったらしい。


『まあ理由はいろいろあるんだが』


　と、彼は鋭するどい顔つきを意外なほどやわらかく笑みほころばせて、


『君が生徒会長をやってるところを見てみたいのと、君の下で働いてみたいってのが、いちばんの理由かな』


　真しん摯しで率そつ直ちよくなその言葉は、結果として多忙な令嬢を動かすことになる。神宮寺学園の歴史において前例のない、任にん期き半なかばでの生徒会長交代劇げきが、こうして実じつ施しされることになったのだ。


（不思議な出会いではありましたわね、今にして思えば……）


　当時のことを思い出し、現生徒会長の口もとに淡あわい笑みが浮いた。


　甲本は、いい男である。


　そのセンスとポテンシャルは、彼女がこれまでに知る機会をえた人材の中でも秀しゆう逸いつの部類に入るし、同年代に限定すれば群ぐんを抜いている。ひとりの男性として魅力的であることは誰しも認みとめるところだろう。


　でも、麗華は考えたことなんてなかったのだ。


　二ノ宮峻護ではない男性が自分の隣に並び立つ光景なんて、想像だにしなかったのだ。


　だけど、それは正しいことだったのだろうか？


　今にして思うこと──自分には、もっとはるかに多た彩さいな可能性に満ちあふれた未来がありえたのではないか。


　世界的企業の一いつ端たんをになうだけの器量をそなえ、どこへ出ても恥じることのない淑女に成長した今──北条麗華は果たして、十年前の約束に縛しばり付けられたままこの先の人生をつづけてもいいのだろうか。


（わから──ない。だって、そんなこと、これまで考えたことなかったもの……）


　麗華の彷ほう徨こうはなおも続く。


　安っぽいネオンと陽気な喧けん騒そうが入り混まじる夜の街を、少女はただ、うつろいゆく。


（でも、それはいわゆる思考停止というものだったのかしら。わたくしはこれまでどれほどの可能性を見み逃のがし、見捨ててきたのかしら）


　甲本を恋れん愛あいの対象と見なしたことはなかったが、そうしない理由など一体どこにあるというのだろう。彼と共に歩めばまた、これまでとは違ちがった地平が拓ひらけるかもしれない。それはそれで悪くないように思う。


（わたくしの進むべき道はどこ？　わたくしが選び取るべきものは何？）


　甲本の投げかけた言葉は、風のない水みな面もに一石を投じたのと似たような効果を生んだ。


　麗華の心は揺れに揺れ動く。


（わたくしは何を望むの？　わたくしが何をおいてでも求めるもの、わたくしにとってかけがえのない唯一のものとは、いったい何なの？）


　ひとつだけわかることは──もう、逃げられないということ。


　現実を見つめなければならないということ。


　いま自分にできる精一杯の範はん囲いで、答えを出さなければならないということ。


（わたくしは──わたくしは──）


　厚いスモッグのかかった空を見上げる。


　星はおろか月すら顔を覗のぞかせない、爛ただれた空。


　たぶん、誰も手を差し伸べることはできないだろう。


　彼女の心のうちは、単たん純じゆんに見えて複ふく雑ざつで、複雑に見えて単純で。


　どこの誰が、何を言ってもどのように支えても、きっと何の助けにもならないのだ。


　麗華を冷たく見放しているがごとき、この空模も様ようのように。ただじっと、見守るくらいしか──。


（いいえ、そうじゃない。ほんとうはわかっているのですわ）


　そう、ほんとうはわかっている。選ぶべき道はたったひとつしかないということを。


　だけど足がすくむ。


　進んだ先の道に何が見えるのかわからなくて、失敗すればもう二度と取り返しが付かなくなりそうで、うずくまってしまいたくなるくらい怖こわい。


　怖い。


　こわい、こわい、こわい、こわい──





　曇り空の夜の街で、少女は立ちつくす。


　迷まい子ごの幼おさな子ごのように顔をゆがめ、何も見えはしない空に救いの光を求めて。


　周りを行く人々の奇き異いの視し線せんを浴あびながら、ただ、立ち尽くしている──
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　北条麗華が入学以来、初めて学校を休んだ、翌日。


　甲本陽一は正門の前で、見み慣なれぬ人物を見た。


　……いや、ちがう。


　それは見知らぬ他人と錯さつ覚かくするほどに見違えた、よく知った人物だった。


（……なるほど、ね）


　甲本の口もとに笑みが浮かぶ。機き敏びんなこの男は、それだけですべてを察したのだった。


　どこか晴れやかな気持ちでその人物のもとに向かい、あいさつを交わす。


「おはよう、生徒会長」


「ごきげんよう、甲本さん」


　麗華だった。


　雷らい雲うんを抜けた先に広がる青空のように明めい澄ちような、自信満々で、覇気と意気に満ちた、神宮寺学園の誇る才女の、凛りん然ぜんたる姿。


「手間をおかけしましたわね」


「ん？　何の話だい？」


　副会長の返答に、麗華は女じよ帝ていの風ふう格かくで笑みを返して、


「そういう奥ゆかしさはわたくしの好むところですが、謙けん遜そんの必要はありません。なによりわたくしは、純粋にあなたに対してお礼を言いたいのです」


「…………ふむ」


　甲本はあさっての方角を向き、うしろ頭をかきながら、


「どのあたりでバレた？」


「長らくわかりませんでした。気づいたのは昨夜遅くのことです」麗華はわざとらしくしかめっ面つらをつくってみせ、「本当、お人の悪いこと。そうならそうと言ってくれればいいのに。おかげでずいぶんと悩なやみましたわよ？」


「種明かしをしたら意味がないだろう？」


「まあ、確かにそうなのですけれどもね」


　麗華はわざとらしく吐息してから、


「それにしてもひどいショック療りよう法ほうもあったものですわ。狂きよう言げんの告白でわたくしの頭を一度真っ白にさせて、それをもって薬とするだなんて。こんなのは乙女おとめ心ごころに対する重大な犯はん罪ざいですわよ？　もしもわたくしがあのまま本気で受け取ったら、あなたどうするつもりだったのです」


　くちびるをとがらせて抗こう議ぎする麗華。


　対する甲本は、芝しば居いがかった仕草で肩をすくめて、


「でも、他に何かいい方法があったかい？」


「だからこそ、わたくしもこの程度の抗議でがまんしているのです」


　しかめ面をやめて麗華は苦笑い。


「あなたの採とった手段については何千何万も苦情を申し立てたいところではありますが、おかげで吹っ切れましたわ。あなたの投げつけた爆弾が、必要なものも不要なものもまとめてふっとばしてくれたというか……結果としてかえって冷静に、要点をとらえて考え直すことができました。今となっては何を悩んでいたんだろう、という感じですわ。的確かつ大だい胆たんな選択、さすがはわたくしが見込んだ片腕ですわね」


「おほめ頂き、光栄の至いたり」


　おどけて一礼し、


「生徒会長の補佐が副会長の役目。まして俺は望んで君の下についた身だ、その程度のことはできないとね」


「なんだかうちの保坂に似てきましたわね、あなた。能力はともかく、あまりほめられた性格とは言えませんわよ？」


「そうかい？」


「そうです。そういう抜け抜けとしたところも保坂そっくり」


　令嬢はくすりと笑ってから容よう儀ぎをあらためて、


「改めて謝罪とお礼を言いますわ、甲本さん。これからも長くわたくしを支えていただけると、うれしいのですけど」


「承しよう知ちした。期待にはきっちり応こたえさせてもらうよ」


　笑って甲本がうなずいた時、急に麗華があらぬ方向を振り返った。


　動物的なカンと賞しよう賛さんすればいいのか……ずいぶん遠くから、背の高い人影が近づいてくるのが見える。


「……素行不良の生徒を発見いたしましたので、わたくしはこれで」


「ああ。わかった」


「それと校門前に立って生徒たちの行状を見守る件。あれを正式な生徒会の活動としてスケジュールに組み込みたいと思います。しかるべき方面に了解を取れるよう、稟りん議ぎ書しよを整えておいてもらえるかしら？」


「了解。やっておくよ」


　甲本の返答を聞くか聞かないかのうちに、麗華はきびすを返してずかずかと不ふ埒らちな生徒に向かってゆき、ふいに、


『おーっほっほっほ！』


　とでも表記するしかない、奇き怪かいな笑しよう声せいを発した。


　ほとんど音波兵器かと思えるようなその音に、周囲にいた生徒たちが一様に立ちくらみを起こしたようにふらつき、目を回している。


　のちに『音声学上の奇き跡せき、あるいはパンドラの箱』などと呼ばれることになる、麗華の威い圧あつ的な高笑い──このとき初めて、それがお披ひ露ろ目めされたのだった。


　そしてもうひとつの『初めて』もこのとき披露されたのだが、しかしはたして誰がそれを『初めて』のことだと気づけただろうか。


　三さん半はん規き管かんに麻薬でも注ちゆう入にゆうしたかのようなめまいを引き起こすその笑いに目を丸くしながらも、その場にいた生徒たちは確かに聞いた。





『二ノ宮峻護！』





　と、麗華が高らかにその男の名を呼ぶのを。


　それはきっと、彼女にとっての新あらたな一歩。


　想い人の名を初めて口にした瞬間、ようやく麗華は己を縛しばりつけていた何かを断たち切り、過去ではなく未来を見み据すえることを選んだのだ。


「…………まあ、一応は一件落着、かな」


　まだ収まりきらないめまいに頭を振りつつ、甲本はひとりつぶやく。


　彼の視線の先には一組の男女がいる。


　なにやらガミガミといちゃもんをつけているらしき少女と、なぜいちゃもんをつけられているのかわからずオドオドしている少年が。
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　その光景を遠巻きに見つめていると、後ろから声が掛かった。


「おつかれさまです、甲本さん」


　一部始終をどこかの安全地帯から眺めていたらしい、ちゃっかり男である。


「やあ保坂くん。おはよう」


「おはようございます。今日はいいお天気ですね」付き人少年は子犬の微び笑しようで、「それはそうと、どうやら借りを作っちゃったみたいですね。それもとびきり大きな借りだ……ぼくはけっきょく手も足も出せなかったわけですし」


　思わせぶりな言い方をする下級生に、甲本はいちおう訊きいてみる。


「なんの話だい？」


「あなたがお嬢さまに告白まがいの劇げき薬やくを投下して、あのひとを力ずくで立ち直らせたことですよ」


「…………ふむ。あの告白の場には誰もいなかったはずだけど。北条さんから直接聞いたというわけではないんだろう？」


「まあいろいろ、裏技を使って」


　ほんわりと笑って、付き人少年は遠くの主を見やる。


「それにしても強いなあ、あのお嬢さまは。たぶん、ぼくが思っていたよりも、ずっと、はるかに」


「そのぶん、弱さも可愛かわいさも持ち合わせていると思うけどね」


「それはもちろん。見くびらないでくださいよ？　ぼくは誰よりもお嬢さまのことを知ってるっていう自負があるんですから」


　小ざかしくも訂てい正せいしてきた上級生へ、保坂はいっそうにこやかな笑みを向けて、


「あのひとが超人的ともいえるスペックを発揮するために、何を犠ぎ牲せいにして、何をよりどころにしてきたか、ぼくは余あまさず知ってるつもりです。想い人から忘れ去られていたことが、あのひとにとってどれほどどん底の衝しよう撃げきであったのかも。多少のアシストを必要としたにせよ、そこから立ち上がってきたんですから、さすがはぼくのお嬢さまです」


　ふたたび主を遠巻きに見やり、


「……まあ、いくぶん屈くつ折せつしちゃったというか、あんまり素直ではない感じに再生しちゃいましたけど。ともかく安定だけはしそうです。死にいたる病は癒いやされり、めでたしめでたしです。薬ではなくて毒としての効果が顕あらわれたかもしれない荒あら療りよう治じをやってのけたあなたの度ど胸きようにも乾かん杯ぱいですよ、甲本さん」


「さすがだな。ぜんぶお見通しってわけか」甲本は肩をすくめて、「君に隠し事はできないな。ご明察だよ」


「…………と、見せかけて」


　くるりと振り返り、ひとの悪い笑顔を満面に咲さかせる保坂。


「実際は本気だったんでしょう？　お嬢さまへの告白」


「…………。ほら、やっぱり隠し事はできないじゃないか」


　観念したように吐息する甲本。


　彼もまた、想いを寄せた少女のほうを見やって、


「敗残者をもてあそぶ真ま似ねは感心しないな。こうみえて、それなり以上にへこんでるんだ。めでたく功労者にもなったことだし、もっと労いたわってくれてもいいと思うぜ？」


「お安い御用です。労わるくらいでしたらいくらでも」


　保坂は人を食ったような、しかしそれでいて確かに労わりのこもった笑みを向けてくる。


「……どちらに転んでもプラスになる可能性は高いかな、という計算はあった」


　その笑みにつられ、敗残の弁べんと知りつつも甲本は語る。


「俺の告白を、北条さんがそのまま受け取るにしても、別の解かい釈しやくで受け取るにしても。結果として立ち直ってはくれるんじゃないか、ってね」


「したたかですねえ」


「いや。単なる俺の弱さだよ」


　率直に甲本は認めた。


「冗談でも方便でもない、疑う余地のない告白ってやつをする度胸がなくて、逃げ道を用意しただけさ。けっきょくは北条さんへの『処しよ方ほう箋せん』っていう名目がなけりゃ、俺もいざという一歩を踏み出せなかった。その点、自覚はしてる。……ただまあ、ちょっとだけ威い張ばれるかなと思うのは」


　片方の眉だけいたずらっぽく上げてみせ、


「効果的とわかっていても、君には『処方箋』を投下することはできなかったろうってことさ、保坂くん。いいほうに転ぶ可能性は高いと踏ふんでいても、君にとっては十分に投機的な選択だろうから。なにしろ北条さんの人生を丸ごと賭かけのテーブルに載せなきゃいけないわけだし」


「まったくです。もし失敗してたらあなたをひどい目にあわせなきゃならないところでしたが……そうならずにぼくもホッとしてますよ」


「北条さんは放っておけばどうなるかわからなかったし、めずらしく君は手をこまねいていて、俺にとっては人生最大かもしれないチャンスだった。彼女もフラれたばかりの傷しよう心しんだったし、ひょっとしたら芽はあるかもと思ったんだけど……甘あまくなかったなあ」


「さあ、どうでしょうね？　ぼくは案外、芽はあったんじゃないかと思いますよ。ぼくの目から見ても甲本さん、いい男だし」


　そりゃどうも、と甲本はひときわ大きなため息。


「あきらめきれない、というのも、それはそれでキツいもんだな」


「じゃ、すんなりあきらめてみます？」


「まさか」


　肩をすくめて、


「勝負はこれからだよ。緒しよ戦せんはえらく無様なところを見せちまったし、ずいぶん勝算が薄そうなくせに長い戦いにはなりそうだけど……薄いなりにもまた勝ちの目が回ってくるさ、きっとね。そうじゃなきゃやってられない」


「忠実で信用に足る片腕役、というポジションも考えものですかねえ。周りからもそう見られるし、自分で自分をその型にはめ込んじゃうんじゃないですか？」


「その言葉はそっくりそのまま君に返すよ、保坂くん」


　……タヌキふたりはお互たがいを化かしあいつつも、彼ら同士にしかわからない気脈を通じ合わせ始めたようだ。





　季節は春。


　芽吹き始めた桜の新緑の、風にこすれあう音が、少女と少年たちをくすぐってゆく。


　それは恋の終わりと、始まりの音か──。







おしまい







　あとがき







作さく者しや「この本の発売日は三月だが、さて『三月』と聞いてパッと思いつくものは何かね？」


真ま由ゆ「えっ？　ええと……ええと……ああっ、そんな急に言われてもっ!?」


麗れい華か「……三月兎マーチヘアー、かしらね。不ふ思し議ぎの国のアリスの。でもどうしていきなりそんな──」


作者「じゃ、それ。麗華くん、バニーガールの格かつ好こうで例のアレ、よろしく」


麗華「はぁっ!?　ちょ、そんな、いくらなんでも唐とう突とつすぎですわよっ!?」


真由「これまでは曲まがりなりにも伏ふく線せんとか前フリとかあったのに、今回はどうして!?」


作者「見てわからんのかねッ!?　まったく、たった八行で何をやれと──おっといかん、というわけで次回『ご愁しゆう傷しようさま二にノの宮みやくん９』にてお会（以下、枚数の都つ合ごうにより削さく除じよ）」
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　初　出





峻しゆん護ごと真ま由ゆ、突とつ貫かんするのこと




　　月刊ドラゴンマガジン２００７年10月号




峻護、籠こもるのこと




　　月刊ドラゴンマガジン２００７年11月号




峻護、化ばけるのこと




　　月刊ドラゴンマガジン２００７年12月号




峻護、死し期きを悟さとるのこと




　　月刊ドラゴンマガジン２００８年１月号




真由と麗れい華か、ガチるのこと




　　月刊ドラゴンマガジン２００８年２月号




春萌もゆる




　　書き下ろし





おあいにくさま二にノの宮みやくん６





鈴すず木き大だい輔すけ
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